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「ただい……、……!?」

　スマホで音楽を聴ききながら学校から帰宅した俺は、リビングの扉とびらを開けて、目の前の光景に絶句した。

　猫ねこ耳みみにノースリーブの黒い和服コスプレ姿の美少女が、全身鏡の前で自身の姿を見ていた。

　これは……『ズアーレルーン』の『山白』のコスプレか。それにしたって、三次元になるとなんて破は廉れん恥ちな衣い装しようなのだろうか。

　長なが袖そでではあるものの、脇わきが大きく空いていて横から胸が見えてしまっている。

　さらに下は丈たけが短く、太ふと股ももがかなり際きわどいところまで見えてしまっている。も、もしかして何も穿はいていないのか？　と、妄もう想そうを膨ふくらませずにはいられない。

「きゃああっ!?　ちょっ、なんでいんの!?」

　俺の同居人、二に科しな心こころは俺の姿を見て叫さけんだ。

　慌あわててイヤホンを取ると、部屋中に謎なぞのラップ音楽が大音量で流れていることに気付く。

「な、なんでいんの、って、俺の家なんだから帰ってくるに決まってんだろ！」

　二科は真っ赤になって自身の短い和服の裾すそを押さえる。

　脇から見える白い胸、着物の裾から見える白い太股が艶なまめかしく、ジロジロ見たら気持ち悪がられると思いつつも、どうしても視線がいってしまう。

「なんで音もなく入ってくんの!?」

「俺は普ふ通つうに入ってきたっつの！　なんだよこの音楽!?　音デカすぎだろ！　こんなデカい音で音楽流してるからドアの音とか俺の足音が聞こえなかったんだろ!?」

　リビングに流れるラップ的な音楽にとりあえず突つっ込こむ。

「ビブマイの新曲発売したから聞いてたの！」

　ビブマイ……確か、二科がハマっている男性声優によるラッププロジェクト、だったか。今オタク女子にはこれが流行はやっているから、と教わった。

「っていうか……、な、なんだよその格好は!?　ズアルンの山白の衣装……だよな？」

「これはっ、夏コミでコスしようかなって衣装買ったら……」

　夏コミ？　まだ六月だが、随ずい分ぶん気が早いな。いや、というより……。

「そ、そんな痴ち女じよみたいなコスプレで夏コミ参加するつもりかよ!?」

「ちっちがぁう！　最後まで聞いてよ！　私が買ったのは『ユニケーン』の衣装なのに、なぜか間ま違ちがえて『山白』の衣装が届いたの！　業者に確かく認にんしたら完全に間違えたらしくて、でも海外の業者だから送料の方が高くつくのか、新しい衣装は送るから間違った衣装は処分してくれって言われて。で、イベントには絶対着ていけないけど、勿もつ体たいないから家で試着だけしようかな、って……全身鏡リビングにしかないから、ここで試着してたの！　と、とりあえず着き替がえてくるから！」

　二科は恥はずかしそうに早口で説明を終えると、自分の部屋に駆かけ込んで行った。

　尻しりが見えそうなくらい短い丈の衣装から出る太股に思わず釘くぎ付づけになりつつ、軽くため息をついた。




　俺と、クラスメイトのリア充じゆう女二科心は、深い事情があって、同どう棲せいしている。同棲といっても、俺たちは恋こい人びと同士として付き合っているわけではない。

　仕事の都合で家族が海外に引ひっ越こし、一人暮らししていた俺は、オタクの彼女が欲ほしくて参加した『オタクの恋活パーティー』にて、偶ぐう然ぜん二科と会った。

　リア充ギャルであった二科がオタクだと知ったときは、それは驚おどろいた。

　俺たちは互たがいにオタクの恋人が欲しいと思っており、二科は『イケメンでオタク女子にも寛かん大だいで優やさしいオタクな彼氏』が、俺は『清せい楚そ系美少女でできれば美少女系コンテンツが好きな彼女』が理想で、互いに理想の恋人を作るために協力し合うこととなった。

　そんな折、二科が親の仕事の都合で海外に引っ越すことになった。

　オタク文化と離はなれたくないという理由で、一人で日本に残りたいと両親に訴うつたえる二科を見て、俺は過去の自分の境きよう遇ぐうと重なり、気持ちが痛いほどよく分かり、二科の両親に、二科を俺の家に住まわせることを提案した。

　てっきり反対されるかと思いきや、二科が咄とつ嗟さに俺のことを『彼氏だ』と、そして『彼氏と離れたくないから日本を離れたくない』と噓うそをついたところ、驚いたことに、恋れん愛あい至上主義で恋愛脳だった二科の両親は、ならば仕方ないと同棲を認めた。

　そんな経けい緯いで俺と二科の同棲は始まったのだが……二科の両親が海外から戻もどってくるまでに、本当の恋人を作って、二科の両親に「二科に他ほかに好きな人ができたから別れた」と説明して納なつ得とくしてもらえれば、婚こん約やくの解消を認めてもらえるだろう、という二科の提案から、俺たちは高校卒業までに恋人を作らなければならなくなった。

　それから俺たちは、オタクの異性にモテる方法を互いに教え合ったり、オタクの異性と出会える方法を調べて足を運んだりと、理想の恋人を作るために積極的に頑がん張ばっているのだが、まだその努力は実っていない。




　二科が部屋に戻ってから、俺は自身のスマホに目を落とした。




『今日はありがとうございました♡　一いちヶが谷やさんといると、本当に時間を忘れちゃうくらい楽しくて……。もし良かったら、今度はもっと長い時間一いつ緒しよにいられたら嬉うれしいです』




　先日ツイッターに届いたＤＭを今一度読み返す。

　オタクオフ会で出会った俺の理想のオタク女子──五ご条じようましろさんからのＤＭだ。

　先週の土曜、俺は五条さんとのデートの途と中ちゆうで帰ってしまうという最低な行こう為いをしてしまったのにも拘かかわらず、なぜか五条さんはこんなに優しいＤＭをくれた。

　不思議に思いつつも俺はその日のうちにお礼と謝罪の言葉、そして是ぜ非ひまた遊びに行きましょうという旨むねを返信した。

　その後五条さんから楽しみにしてます、という内容の返信が来て、俺は返信に悩なやんでＤＭを止めてしまっていた。

　前回最低な印象を植え付けてしまったので、次で挽ばん回かいしたい。

　前回秋あき葉は原ばらでデートして、次は俺からデートの場所を提案したいのだが、次はどこへ行ったらいいのか……それに、何かお詫わびをしたいが、一体何をしたらいいのか。

　こんなときこそ二科に相談したいのだが、二科は五条さんのことをよく言っていなかった手前、相談したら彼女はやめておけと反対されるのではないかという不安があり、なかなか相談できないでいた。

　いつまでも返信しない方がよっぽど印象が悪いので、一刻も早く相談したいのだが……。

　今日こそ、タイミングを見て相談してみるか。




「じゃ、いただきまーす」

　その日は二科が夕食当番で、二科の作った唐から揚あげとほうれん草のごま和あえと味み噌そ汁しるが食しよく卓たくに並ぶ。それぞれ食べると、相変わらずめちゃくちゃ美味うまかった。

　食事中、スマホからラインの着信音がして、二科が自分のスマホをチラッと見て大きなため息をつく。

「ばんびさん、マジでしつこい……」

「え、ばんびからライン来てるのか？」

　ばんび──オフ会で出会った、二科が元々ファンだった有名イケメンコスプレイヤー……だったのだが、この間二科とデートして、とんでもない本ほん性しようを現したヤバい男だ。

　初めて二人で会ったというのにこれから家に遊びに来いとしつこく、二科から連れん絡らくが来て心配になった俺は、五条さんとのデートを投げ出してまで止めに行った。

　──のだが、実は俺と二科が想像していたようなヤリチン野や郎ろうというわけではなく、自分のコスプレ姿をひたすら見せつけてくるナルシスト野郎だったことを、俺たちは後からネットの掲けい示じ板ばんで知って爆ばく笑しようした。

「あれからもう五通くらい来てる。コスの合わせの誘さそいとか遊びに行こうとか……全部断ってんのにしつこくて」

「お前、もうばんびには完全に萎なえたのか？」

「当たり前じゃん！　とりあえず身体からだ目的のチャラい人ではなかったけど、自分大好きのナルシスト男とか同じくらい無理だし！　早く次の新しい出会い探さなきゃと思って、今友達とかに色々聞いてて……」

　さすが、切り替かえはえーな……。




「で、気付いたの！　バイト先で彼氏できたって子、めっちゃ多いんだよね！　だからうちらも、オタクと出会えるバイト探せば良くない!?」




「バ、バイト……」

「どっちにしろ、そのうちバイトしなきゃなーとは思ってたんだよね。仕送りだけじゃオタ活とか服買うのとかに使うお金全然足りなくて、貯金切り崩くずしてたからさ。そんでバイトで彼氏も作れたら一石二鳥だなって！　今までは親にバイト禁止されてたけど、今はもう自由だし！」

「なるほど……」

　確かに、バイト先で彼女ができたって話は聞いたことがある。

　それに、俺も生活費とオタ活費、そしてそれに加え最近は服代や出会いのイベントに行く金、デート代などで本格的に金欠になってきた。そういう意味でもバイトがしたい。

　今までバイトをしたことがないので不安はあるが……オタク系のバイトだったら、ちょとやってみたい。そこでオタクの女の子と出会えるかもしれないなら、尚なお更さら……。

「い、いいな、オタクと出会えるバイト！　何がいいんだろうな……」

「後で早さつ速そく探そ！　できれば楽しそうなのがいいな～って思うんだけど……」

「あっ……」

　そこで、思い出す。

　もしかしたら俺は、新しい出会いなど必要なくなるかもしれないということを。

「？　何？」

「ああ、いや……」

　もしかして、今が絶好のチャンスなんじゃないか？　二科に、五条さんのことを相談する……。

「あ……じ、実は……この間デートした五条さんと……あの後連絡取り合ってて」

「え!?　そうなの!?」

「もう完全にフラグ折ったと思ってたんだけど、意外にも五条さんの方から連絡くれて。また遊びに行こうってことになったんだけど、どこに誘えばいいかすげえ悩んでてさ」

「マジ!?　なんで早く言ってくんないの!?　良かったじゃん！」

　二科は意外にも、驚きつつも喜んでくれている様子だった。

「お前……反対しないのか？」

　五条さんのこと、地じ雷らい臭しゆうするとか言ってたのに……。

「この間のデート、私のせいでダメにしちゃったと思ってたから……それ聞いて正直めっちゃ安心した。そりゃあ、私から見たらあんまり印象良くない子でも、あんたにとっては理想の子なわけじゃん。だったら、応おう援えんするよ。前回邪じや魔ましちゃった分も協力する」

「二科……」

　二科の言葉をありがたく思う。

「えっと、まずデートする場所だっけ？　五条さんって、男性向けコンテンツが好きなんだよね？　他に何が好きかとか、この間のデートで五条さんのこと何か分かった？」

「えっと、男性に人気のあるジャンルが好きってこと以外は……メイド喫きつ茶さでバイトしてるってことくらいかな」

「ほんとにそれだけ、なのかな……？」

「え？」

「前にも言ったけど、そんなにオタク男子の理想をそのまま具現化したみたいな子、いんのかなって不思議で」

「つまり、やっぱり何かあるんじゃないか、ってことか？」

「うーん、はっきり言い切れないけど……」

　俺からしたら本当に男から見た理想的ないい子なんじゃないかと思うのだが、二科から見たらどうしても、それだけじゃないように思う、ということか。女の勘かん、ってやつなのだろうか。

「とにかく、オタクなんだったら、何かすごく好きなものがあるはずなんだよね。オタク女子からしたら、それについてじっくり話を聞いてあげたり、同じものに興味を持ってくれたりしたら、こんなに嬉しいことはないし、めっちゃ好感度上がると思う！」

「な、なるほどな……確かに」

　オタクだったら、自分の好きなものの話をじっくり聞いてくれたり、尚なお且かつ興味まで持ってくれたら、それだけで好きになりそうだって気持ちは分かる。

「で、デート場所に悩んでるんだっけ？　好きなものに関する場所が一番いいとは思うけど……」

「前回秋葉原はもう行っちゃったんだよな」

「そしたら今度は、池いけ袋ぶくろとかは？　水族館とか映画館とかプラネタリウムとか、アキバよりデートっぽい場所いっぱいあるし」

「池袋か……まあ何回か行ったことあるから、少しは安心かもな……。あとは、この間無む理り矢や理り帰っちゃったからお詫びしたいんだけど、何がいいと思う？　なんか五条さんが好きそうなもの買ってくとかしたら何がいいんだろ？　よく分からんけど、キャラグッズとか、アクセサリーとか……？」

「重っ！　いや、お詫びでそんなものあげない方がいいから！　しかも何が欲ほしいか分かんないんだから見けん当とう違ちがいなものあげそうだし！　何かあげるならお菓か子しとか……もしくは、次回奢おごってあげるとかそういう方がいいって！」

「あ、なるほどな！」

　そうか、変なことしてフラグ折るかもしれないところだった……。やはり二科に相談して良かった、と思う。

「にしても……なんで五条さんみたいなモテそうな子が、あんたをそんなに気に入ってんだろ？　そこも不思議でしょうがないんだよね」

「なっ……！　ま、まあ確かに……」

　二科の歯に衣きぬ着せぬ言い方に一いつ瞬しゆんムカっときたが、それは俺も不思議に思っていたことだった。

　ただでさえ俺とデートしてくれたことも不思議だったが、一度目のデートであんな最低な態度を取ってしまった俺を、なぜ誘ってくれたのだろう。

　やはり俺のことを気に入ってくれて……？　と、期待せずにはいられない。

　とにかく、このまま頑がん張ばれば付き合える可能性は大いにある、と思っていいのだろうか。




　それから食事を終えて、俺が洗い物をし終えると。

「あった！　私にちょうどいいバイト！」

　ソファーでスマホを見ていた二科が、俺の方を見て言う。俺が隣となりに座ると、スマホを見せられた。

　そこには『コスプレ撮さつ影えい会　パルフェ』というサイトが表示されている。

「コスプレ撮影会……？」

「そう！　私の好きな可愛かわいい系の有名レイヤーさんも何人か登録してて！　コスプレイヤーだったら誰だれでも応おう募ぼ可で、面接とお試ためし撮影があって合否が決まるらしいんだけど……。レンタル衣い装しようが五十着以上あって、着てみたかったコスプレ衣装とかウィッグもあんの！　趣しゆ味みのコスプレをバイトにできるんだったらめっちゃ楽しそうだし、時給は三千円以上らしくてめっちゃいいし。価格設定とか人気によって変わるらしいけど……」

「それって……怪あやしくないのか？」

「衣装とか価格設定は自由に決めていいらしいから、肌はだの露ろ出しゆつしたくない人はしなくて大だい丈じよう夫ぶなんだって！　まあ、確かに不安なところはあるけど……。まずスタッフが経営者の人一人しかいないっぽいし」

「それ、大丈夫なのかよ？」

「あ、あのさ一ヶ谷……面接だけ付き合ってくんない!?　なんか住所見るとマンションの一室みたいで、マンションの一室に男性と一対一で面接なんてめっちゃ怖こわいし……！」

「やっぱかなりヤバそうだろ、それ！」

「でも知ってるレイヤーさん何人か登録してるし、ネットで調べても特に悪い評判とか引っかかんないから、ちゃんとしたところっぽいんだけど……」

「うーん……まあ、いいけど……」

　まあ面接に行けば、ちゃんとしたところかどうかは大体分かるだろう。二科一人で行くよりは、俺がついて行った方がマシだとは思うし。

「でさ、他ほかにも頼たのみがあって……応募するとき、加工してない他た撮どりの画像が、コスプレ画像と私服画像と二枚必要でさ。コスプレの写真は前に撮ってもらったのがあるから、私服の写真撮ってくんない？」

「ああ、そんくらい別にいいけど」

「私服もコスプレも実際に撮影会を想定した写真にして下さい、ってあるんだけど……私服はどーいうのが男性ウケいいんだろ？」

「まーコスプレイヤーが撮りたいってカメラマンだから、オタクの男性が多いんじゃねえのかな……。そしたらやっぱ、前に原宿で買った童どう貞ていを殺す服とか」

「やっぱそれか！　じゃーそうしよ」

　衣装が決まると二科は着き替がえるために部屋に移動した。

　暫しばらくして、私服に着替えた二科が戻もどってくる。

「じゃ、早速撮影……」

「待って！　メイク直すから！」

「え、更さらに濃こくするのか？」

　既すでにきちんと化け粧しようされているのだが。

「撮影だから、濃いめの方が写りいいし」

「多分だけど……撮影会の客ってのも、オタクの男なんだったら、あんまり濃いメイクは好きじゃないんじゃないか？」

「えっ……」

「濃い方が写真写りいいってんなら、濃く見えないように濃くした方がいいと思う。なんていうんだ、ナチュラルメイク、っていうのか？　ケバいメイクが好きなオタクの男はほぼいないと思う」

　二科のためを思い、オタク男子目線で俺の意見を述べた。

「えっ……そんなに断言するほど!?　わ、分かった……ナチュラルメイクに見えるように、ね……」

　二科は俺の言葉をブツブツ復唱しながらメイクを直した。

　メイク直しを終えた二科は、あまり濃いメイクに見えないナチュラルメイクになっていた。撮影のために白い壁かべ際ぎわに移動する。

「じゃ、撮るぞ」

「あ、待って……はい、いいよ！」

　二科は前まえ髪がみを直してから、スマホに向かって笑え顔がおを作る。

「んー、もうちょい自然な笑顔を……、……っ！」

　そこで俺は、とんでもないことに気付いた。

「こんな感じー？」

「いや、お前……」

「え？」

「……てる……」

「え、何？　なんて？」

「だから、その……とにかく鏡見ろ！」

　自分の口からはとても伝えにくく、二科に鏡を見るよう指示する。

　白いブラウスから、ほんのうっすらだが……下着が透すけていた。

「え、何が……？　……っ！」

　全身鏡を見て、二科はやっと気付いたようで一気に顔を赤くする。

「～～っ！　キャ、キャミ着んの忘れてた！　着てくる！」

　二科は真っ赤になったまま俺と目を合わせずに部屋に向かった。そしてすぐに戻ってくる。

「お、お前な……応募用の画像だから良かったけど……本番の撮影会ではちゃんと……」

　俺だから良かったものの、撮影会の客であるカメラマンだったら、指し摘てきされずにラッキー、で終わるところだろう……。

「わ、分かってるってば！　急いでたから着んの忘れたの！」

「い、一応言っておくけど……こういうのに来る客の中には、そういうショットを狙ねらって来るようなのも少なくないだろうから、露出対策はちゃんとしておいた方が……」

　撮影会という仕事をしようとしているのにも拘かかわらず、こいつにはそういう意識が足りてないのではないだろうか。コスプレ撮影者の中には、そういうラッキーショット狙いの人間だって少なくないだろうということを、もっとちゃんと理解した方がいいだろう。

「……っ！　う、うん……分かってる……。下に何か必ずキャミとか着るし、スカートのときは下に必ずなんか穿はくし！」

　何か言い返されるかと思ったが、意外にも二科は素す直なおに返事をした。




　その後私服を何枚か撮影する。撮影後、二科はスマホを見ながら、どの写真を応募用に使おうか迷っていた。

「にしても、このバイトでいい出会いなんてあるのか？」

　元々の目的がオタクとの出会いだったことを思い出し、尋たずねる。

　コスプレ撮影会で出会える相手なんて、同じコスプレイヤーの女性と、コスプレカメラ小こ僧ぞうのオッサンしかいないと思うのだが。

「中にはイケメンで、尚且つ下心じゃなくてちゃんとしたコスプレの写真が撮りたいっていうカメラマンも来るんじゃないかなーって……」

「そんな奴やつ、滅めつ多たにいないと思うけど……」

「やってみなきゃ分かんないじゃん！　あんたは、何のバイトするか決まったわけ？」

「いや、まだ……」

　オタクと出会えるバイト、と言われてまず浮うかんだのがオタクショップでのバイトだが、大変そうだし、果たして可愛いオタクの女の子と出会えるのか謎なぞだし、イマイチピンと来ていなかった。

　何か他にもっといいバイトがないか、更にネットで調べる必要がありそうだ。




　それから俺は、部屋に戻って五条さんに、次に遊びに行く場所は池袋はどうか、という文面を一時間近くかけて打ってから、ＤＭした。

　少しして、ＯＫの返事が来てほっと胸を撫なで下ろす。

　今度こそ、失敗するわけにいかない。最後まで好印象を持ってもらうことを心がけて、五条さんとうまくいくよう頑張るんだ。

　なぜか分からないが、五条さんはある程度俺のことを気に入ってくれているはずだ。このままいけば、初めて彼女ができる可能性だって、大いにある。

　あんな理想通りの子、滅多にいない。

　次が勝負どきだ。告白……はまだ早いかもしれないが、とにかく仲良くなれるよう、気に入ってもらえるよう……そしてあわよくば、なるべく近い将来、付き合えるように……とにかく、全力で頑張るんだ。




　数日後。

「ここね……」

「ほんとにふっつーのマンションだな」

　俺と二科は、学校の帰りに、秋葉原駅から徒歩七分程度の場所にあるマンションの前に立っていた。

　俺が何のバイトに応募するか迷って、まだ応募すらできていない間に、二科が応募した撮さつ影えい会バイトの写真とプロフィール審しん査さ合格の返信が来て、面接と試し撮りが決まったのだ。

「前にも言ったけど、あんたのことはお兄ちゃんってことになってるから、くれぐれも宜よろしく！」

「あ、ああ……」

　二科も緊きん張ちようしているようだが、俺の方も、兄のフリをしなければいけないことも含ふくめ、経営者がヤバイ奴だったらどうしようとか、色んな面で緊張するし不安にもなってくる。

　二科が部屋番号を押し、『面接予定の２トウー♡ハートです』と名乗る。

　エレベーターで撮影会スタジオのある階まで上がり、部屋のインターフォンを押した。

「はいどうも、こんにちは」

　中から出てきたのは、恰かつ幅ぷくのいい中年男性だった。色が黒く、あまり清潔感はない。顔は、何を考えているのかイマイチよく分からない印象だった。

　正直、第一印象はあまりよくない。

「こ、こんにちは！　宜しくお願いします！」

「こんにちは……」

　二科の挨あい拶さつに俺も続く。とりあえず部屋の中に入った。

「この撮影会を経営している松まつ原ばらです。えーと、２♡さん……この名前は、コスプレネーム？」

「あっ、はい！」

「ちょっと読みにくいから、モデル名は変えた方がいいかもしれないですね」

「あ、そうですか……」

　二科は緊張した面おも持もちで受け答えする。

「現在高校二年生……こういうバイトは初めて？」

「あ、はい！」

「衣い装しようはあまり露ろ出しゆつのないコスプレや私服のみ希望、と……。うーん、全く肌はだの露出しないとなるとあんまり稼かせげないですよ。うちは有名コスプレイヤーが多数登録してて、既に人気のある子でも露出の高い衣装ＯＫって子が多いですからね」

「あっえっと、そんなに稼ぎは気にしないので……」

「まあ始めたらもっと稼ぎたい、人気になりたい、って気持ちも出てくると思うから。そうなったら改めて衣装を考え直すのもいいんじゃないかな。とりあえず、衣装試着して試ためし撮どりしてみようか」

「あ、はい……」

　いきなり胡う散さん臭くさいオヤジだな……ああやって露出したくないって子にも露出させたりするんじゃないのか？　やっぱり俺が来て良かったかもしれない。

「衣装はＳサイズね。じゃ、これとこれと、ここらへんが人気衣装かな。今日撮ったものを後で見てもらって、希望のものを宣材写真にするから、そのつもりで。はい」

　松原という男が衣装を何着か適当に引き出しから取り出して、二科に渡わたした。

「あ、はい」

「更こう衣い室は奥のあの部屋ね」

　二科は衣装を持って奥の更衣室へと向かった。

　この胡散臭いオヤジと二人きりか……気まずい、と思っていると。

「君、あの子の彼氏？」

「えっ!?　いえ、僕は兄で……」

「そう聞いてるけど、お兄さんがついてくるなんてまずないだろうからね。彼氏でしょ？」

「！　いや、その……」

　やべえ、いきなり兄じゃないとバレてたのか……！

「まあ彼女がやりたいことなんだから応おう援えんしてあげてよ。うちは変な撮影会じゃないからさ」

「は、はあ……」

　いや、現時点で思いっきり怪あやしいんだけどな……。

　そこで、スマホが鳴る。なぜか二科からラインが来ていた。

『二科心：ちょっと来て！』

「!?」

　ラインを読んで驚おどろいた。来て、って……着き替がえてる更衣室に!?　な、なんで!?　一人で着られない衣装でもあんのか？

「あの、すみません、ちょっと……」

　動どう揺ようしつつも席を外して、更衣室の方へと向かった。

「に、二科？」

　更衣室の扉とびらをノックして呼びかける。

「入って！」

「い、いいのか……？」

「いいから！」

　二科がそう言うので、緊張しながら扉を開けると、そこには……。

「!?」

　俺は自分の目を疑った。

　少し前に流行はやった、『童どう貞ていを殺すセーター』らしき服を着ている二科がいた。

　ノースリーブのグレーのセーターで、脇わきと背中がガッツリ空いているというエロい衣装だ。セーターの下には、肩紐はないが、脇から背中にかけてピンク色の下着らしきものが見えている。

「おまっ、なん……!?」

　何つー格好してんだよ、と言おうとして、動揺のあまり言葉に詰まる。いやでも二科の白くて艶めかしい脇や背中に視線がいってしまう。

「こっこの服渡されたんだけど……露出したくないって言ってんのにこの衣装よこすとか、酷ひどくない!?　……って、ちょっ、ど、どこ見てんの!?　何赤くなってるわけ!?　これ、見せブラだから!!　見せてもいいブラだから!!」

　二科は少し赤くなりながら憤ふん慨がいした様子で言う。

「べ、別に見てないって！」
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　見せブラだったのか……って言っても、ブラジャーには変わりないんだよな……？

　三次元で『童貞を殺すセーター』初めて見たけど、改めて、なんという露出度だよ……。

　下着丸見えだし、下着すらつけてなかったら横乳も背中も下の方まで丸見え……って、いや、そんなこと考えてる場合か！

「一応着てみたけどこんな服で撮影会なんて絶対できないし！　それに、他ほかのも着てみたけど、もっと酷いし……！」

　二科が別の衣装を持って顔の前で掲かかげる。

「うわっ!?」

　思わず声が出た。

　黒の猫ねこ耳みみに、黒いほぼ下着のような衣装であった。上は丈たけの短いチューブトップではあるが胸むな元もとがハートの形に空いていて、谷間が丸見えである。そんでもって、下は黒い紐ひもパン……。

　二科、これを一応着てみたのか。着なくてもヤバイ衣装だって分かるだろうに……。……って、想像すんな俺！

「私が思ってたコスプレ撮影会と違ちがう！　こんなの着れませんって断っていいよね？　それとも、このくらい着られないとうちじゃ雇やとえないって意味？」

「だとしても、断れって！　そんな格好してよく知らないおっさんに写真撮られたりすんの、耐えられんのかよ？　そこまでしてこのバイトやりたいのか？」

「やだ！　絶対無理！」

　とりあえず二科は、一旦俺を更衣室から追い出して、セーターの下にチューブトップを着てから、更衣室を出て俺と共に面接した部屋に戻もどる。

「あっ、あの……この衣装……」

　二科が言いかけたとき。

「あ～、ダメですね。その衣装は下に何も着ないで着なきゃ意味ないんですよ」

　チューブトップの上に『童貞を殺すセーター』を着ている二科を見て、松原は開口一番に言う。

「あっでも、さっきも言ったんですけど、私撮影会ではあんまり肌の露出したくないので……」

「今はそう思ってても、後からもっと稼げるなら着てもいいかもって思うかもしれませんよ。そういう子は本当に多いんです。だから今は公開せずに、とりあえず撮影しておいて、やろうと思ったら宣材として公開すればいいんですよ。それに、実際着たらどれくらいの露出なのかとか分かるためにも、写真を撮っておくことは大事ですよ。後から写真を見て無理だって思ったら、その写真は公開しない、撮影会で着るのもやめておく、ということにすればいいですから。撮影会と同じように撮影してあげますから、安心して下さい」

「いえ、あの……」

「や……やるつもりないって本人が言ってるじゃないですか！　今もこの先も一いつ切さいこ、こんな……露出度の高い衣装で撮影会なんて、やるつもりないって言ってましたから！」

　思わず二科の代わりに言葉が飛び出した。

　このオヤジ……なんかそれっぽいこと言ってるけど、結局自分が二科のエロい衣装の写真撮りたいだけなんじゃねえのかよ!?

「あのねえ彼氏さん？　あなたが反対して彼女の夢ややりたいことを潰つぶしていいんですか？　それはあなたの意見でしょ？　あなたがこんな衣装着るなって言ったんでしょ？　絶対後で後こう悔かい……」

「……あっあのっ……ごめんなさい！　やっぱり撮影会、なかったことにして下さい！」

　二科はその場で深く頭を下げて言い切った。

「え？　いや、突とつ然ぜん何……」

「申し訳ないんですけど、話聞いてたら思ってたのと結構違って……私には少し難しいかなって思ったので！」

「いや、ちょっと、いきなり……」

「衣装、戻してきます！」

　二科は狼狽うろたえる松原を無視して、慌あわてて更衣室へ向かった。




「お、おい……本当に良かったのか？」

　更衣室の扉の前に立ち、二科に声をかける。着替えている二科の衣きぬ擦ずれの音が聞こえてきて、少しドキドキする。

「俺が余計な口出ししたのが悪かったなら……いてっ！」

　いきなり扉が開いて、俺の顔面にぶつかった。二科がもう着替えを終えて出てきた。

「何言ってんの!?　いや、あれマジでありがたかったから！　私の言いたかったことはっきり言ってくれて……」

「二科……」

　俺たちはとりあえず、松原のいるリビングへと戻る。




「いやいやいや……本当に帰るの？　撮さつ影えい会やらないの？」

　二科が一言「それでは失礼します」と松原に挨あい拶さつして玄げん関かんに向かうと、松原が引き留めてくる。

「あのねえ、コスプレイヤーとして有名になりたいなら、絶対にうちに登録した方がいいと思うよ。登録者はスタジオで僕が無料で撮影してあげるし、希望者は写真集だって出せる。それに実は、コスプレ関係の仕事だって僕のところによく依い頼らいが来るから、撮影会で優ゆう秀しゆうな売り上げを出したモデルには直接コスプレの仕事振ふってるし……」

「す、すみません……それでも、やるつもりないので……失礼します！」

　二科は強い意志で断った。

　松原は、イマドキの子は本当に考えが甘いよね～などとグチグチ文句を言い出していたが、二科と俺は無視してマンションを後にした。




「とんでもねえ撮影会だったな……」

「うん……やっぱり、楽しい思いしてそれなりにいい金額もらおう、って考えがダメだったのかな」

　帰りの電車で、二科は少しうんざりした様子で呟つぶやいた。

「まあ、オタク趣しゆ味みをバイトに生かしたいってのは悪くない発想だと思うけど……」

　二科の考え方というより、あのバイト先に問題がある気がする。

「今日の撮影会、経営者があんな男でまともに営業できてんのかよ」

　俺はスマホで今日の撮影会について調べた。

『撮影会　パルフェ　５ｃｈ』で検けん索さくすると、すぐに５ちゃんねるの【モデル・アイドル撮影会総合】という名のスレッドが引っかかった。

　どうやら客側のカメラマン向けのスレッドのようだ。スレッドの最初の方に、撮影会の名前がずらりと並び、それぞれ評判などが書き込まれていた。

　その中に、今日の撮影会の名前を見つける。

【パルフェ……セクハラ詐さ欺ぎ師し松原によるぼったくり撮影会。登録してるモデルは大体松原にセクハラされたりエロ写真を撮とられたりしている。モデルの質はピンキリ。ショボいスタジオの割に価格設定は高い】

「うわっ……」

　思わず声が出た。やっぱり評判最悪じゃねえか……！

「え？　何、どうしたの？」

「これ……今日の撮影会の情報、ネットの掲けい示じ板ばんに出てた」

　二科にスマホを渡わたしてスレッドを見せる。

「うわっ、マジだ……。『セクハラされたりエロ写真を撮られたりしている』って、やっぱそうなんだ！　……あっ、元登録モデルのツイートのリンクも貼はられてる！　『※注意喚かん起き　パルフェという撮影会は、主しゆ催さい者しやが無理矢理エロい写真を撮ってきたり、しつこく連れん絡らくしてきたり食事に誘さそってきたりする悪質な撮影会です。モデル応おう募ぼする際はご注意下さい』って……」

「お前、今日の撮影会、ネットに悪い評判なかった、とか言ってたよな？　思いっきりあるじゃねえか！」

「えぇ～……『撮影会の名前、スペース、評判』で検索したときは何も出なかったのになー」

「検索の仕方下手くそすぎだろ！」

　オタクにあるまじき情弱っぷりだな、こいつ……。

　二科からスマホを受け取り、スレッドの続きを見る。

　スレッドの最初の、各撮影会の名前と評判を一つずつ見ていく。評判が悪いところもあれば、いいところもあり……。

【青空写真会……屋外撮影会中心。大手が主催のため、モデルの質も撮影会の段取りもスタッフも良質。屋外なのでエロ目的の写真は撮れない。作品撮りカメラマン向け。

　キューティーガールズ……コスプレ＆私服メインの撮影会。スタジオは広いしまあまあいい絵が撮れる。衣い装しようのエロ度は低め。スタッフが常に監かん視ししておりボディタッチ、接写、ローアングル撮影などは厳禁。タレントやグラビアアイドルから有名レイヤー、コンカフェの人気店員などモデルのレベルは高い】

「なんか普ふ通つうに良さそうな撮影会もあるぞ」

「えっ……」

　二科にスマホの画面を見せながら渡す。二科は画面を食い入るように見ている。

「ほ、ほんとだ……！」

　それから二科と俺はそれぞれ評判の良かった撮影会のＨＰを開いた。

「うわ、なんかＨＰの時点で『パルフェ』と全然違う！　めっちゃちゃんとしてる！　撮影会のルールとか禁止事じ項こうとかしっかり書いてあるし……」

「つまり、お前の探し方が下手だったってことなんだな……」

「……っ！　な……!?　だ、だって……」

　二科は俺の言葉に言い返そうとするも、何も言えなくなっている。

　撮影会を探す時点で、俺も手伝えば良かったかもしれない……と、内心思った。

「次、他の良さそうな撮影会に応募してみるか？」

「うーん……それもいいけど、……。いや、やっぱやめとこっかな」

「え？　なんで？」

「今いま更さらだけど、よくよく考えたら、あんたの言うとおり、こういう撮影会系のバイトだと出会いとかなさそうだな、って……。趣味を生かすバイトって点ではいいけど、一番の目的は『バイトで出会うこと』だったって改めて思い出してさ」

「ほんと今更だな……」

「だから今度こそ、オタクの異性との出会いがあって、尚なお且かつオタク趣味を生かせるいい感じのバイト、お互たがい早く見つけて応募しないとね！」

　気合いを入れ直す二科を見て、案外今日のことで落ち込んでいる様子はなさそうで、内心安あん堵どした。

「あ、あとそれから……」

「？」

「一ヶ谷……今日はありがと。あんたが来てくれてマジで助かった」

「……！　あ、ああ……」

　二科が苦く笑しようしながら俺に礼を言ったのを見て、やっぱり今日は俺がついてきて良かった、と改めて思った。

「よーし、帰ったらまたバイト探ししなきゃ！」

「ああ、俺もだ！」

　俺も二科に負けないように、バイト探し始めないとな！








２









　その週の土曜日。

　五ご条じようさんと遊びに行く日がやってきた。

　あれ以降、金がなく新しい服を買えていないため、仕方なくオフ会の日に着ていった服を着る。

　こういうときに着ていく服を買うためにも、やっぱり早くバイト決めないとな……。

　アプリやサイトでバイトを探しているのだが、今ひとつこれだ、と思えるバイトをまだ見つけられないでいた。楽しそうでも出会いがなさそうだったり、出会いがありそうでも仕事内容に惹ひかれなかったり……。




　二に科しなに言われたことを心がけて身み支じ度たくをし、待ち合わせ時刻に余よ裕ゆうを持って家を出た。




「あ、一いちヶが谷やさん！　お待たせしました！」

「……！　あっいや、俺も今来たところだから……」

　久し振ぶり（といっても二週間程度だが）に生の五条さんを前にして、あまりの破は壊かい力に動どう揺ようする。

　今日の五条さんは、黒くろ髪かみをサイドテールに結び、白いセーラー服風のワンピースを着ていた。白いニーソックスから覗のぞく絶対領域が眩まぶしい。

　美少女度合いで言えば毎日同じくらいのレベルの人間と共に生活しているはずなのだが、清せい楚そ、可か憐れんさが段だん違ちがいだ。

　やはり彼女こそが俺の理想の女性だと確信する。

　それなのに俺は、前回なんてことをやらかしてしまったんだ。

　今日こそは、絶対にうまくやらなければ……！

「？　一ヶ谷さん？」

「いや、あっ、ていうか……前回は本当にごめん！　途と中ちゆうで帰るなんて失礼なことしちゃって……」

「いえそんな、ほんとに気にしないで下さい♪　それより……今日、楽しみにしてました♡」

「!?　あ、え、ああ……」

　突とつ如じよ満面の笑えみで俺の顔を覗き込んできた彼女に動揺し、挙動不ふ審しんな受け答えになってしまった。

　初っぱなから、どこまで俺の心を摑つかむつもりなんだこの子は……!?　俺とのデートを楽しみにしてくれた、だって……!?　どこまで本気の言葉なのだろうか？




「えっと、今日は……プラネタリウムに行くってことで良かったかな？」

「はい♪　プラネタリウムって、小学生の頃ころ以来なので楽しみです」

　事前のＤＭで、水族館かプラネタリウムのどちらがいいか尋たずねたところ、プラネタリウムがいいとの返事だった。

　俺の計画では、プラネタリウムを観みた後、アニメイトにでも行こうと考えている。

　できればそこで、二科にアドバイスされた通り、五条さんが本当に好きなものというのを教えてもらい、五条さんのことをもっとよく知って、今以上に彼女と仲良くなりたいのだが……。

　まあ、前回本人が話していた通り、本当に好きなものが男性に人気のコンテンツなのであれば、こんなに嬉うれしいことはないが、彼女が仮令たとえ何が好きでも受け入れられる自信がある。

　濃こい腐ふ女じよ子しを毎日近くで見てるし、あれ以上に強きよう烈れつで濃のう厚こうな趣しゆ味みってのもなかなかないだろうからな……。




　チケット売り場に行くと、今行われているプログラムが掲けい示じされていた。

「えーと、この時間だと、『ヒーリング　スターリースカイ』と『真夏の流星群』がそんなに待たずに観られるみたい。『ヒーリング　スターリースカイ』は人気声優のナレーションでお届けする癒いやしの時間、『真夏の流星群』は人気アーティストの音楽をＢＧＭに星空と音楽のコラボレーション、と……。どっちがいいかな？」

「『ヒーリング　スターリースカイ』でもいいですか!?」

「え？　あ、うん、勿もち論ろん……」

　俺は正直どっちでも良かったのでいいんだが、随ずい分ぶん即そく答とうだったな。

「えーと、ナレーションの声優は『梅うめ原はら宗そう一いち郎ろう』だって……五条さん、知ってる？」

「えっ……一ヶ谷さん知らないんですか!?　今最も勢いのある男性声優ですよ!?」

「!?　あ、ごめん、俺男性声優にはあんま詳くわしくなくて……」

　五条さんの声が急に大きくなって、一いつ瞬しゆんびびる。

「……っ、あ、だ、男性はそうですよね！　わ、私は、たまたま友達で男性声優に詳しい子がいるから知ってましてっ……！」

「あ、そうなんだ……？」

　五条さんが元の穏おだやかな笑顔になったのを見て、内心安堵する。

　一瞬すごい勢いで聞かれたので、何か気に障さわるようなことでも言ってしまったか？　と驚おどろいたが、そういうわけじゃなかったんだよな……？




　チケット売り場で「高校生二枚で！」とはっきり伝え、二人分のチケット代を払はらう。

「あ、一ヶ谷さんこれ……」

　購こう入にゆうを終えてすぐに、五条さんが俺にチケット代を渡わたそうとする。

「あ、いいよ！　今日は前回のお詫わびで俺に払わせて」

　今日奢おごるということは、二科にアドバイスされてから決めていた。

「え!?　いえそんな、お詫びしてもらうほどのことじゃないですし……」

「いや本当に大だい丈じよう夫ぶ！　せめてこれくらいさせてよ」

「ほ、ほんとにいいんですか？　じゃあ……ありがとうございます」

　五条さんは嬉しそうな笑顔で礼を言ってくれた。

　こんな笑顔が見られるなら、いくらでも奢ってあげたい、と思った。俺はこのために、最近ガチャの課金代や食費をケチって頑がん張ばってきたんだ。




　席に着き、並んで座る。

「…………」

　プラネタリウムって久々に来たけど……隣となりの人との距きよ離り、こんなに近かったんだっけ!?

　すぐ横に、少し手を伸のばせば身体からだに触ふれてしまう位置に、半分身体を倒たおした五条さんがいる。これって実質、二人で並んで寝ねている状態と変わらないんじゃ……!?

　やべえ、めちゃくちゃドキドキしてきた。こんなんで、プラネタリウムが終わるまで持つのか？

「はぁ～、すっごく楽しみ……！」

「え!?　ああうん、楽しみだね！」

　テンション高い声に五条さんの方をチラっと見ると、輝かがやかしい笑顔で天を見つめていた。プラネタリウム、そんなに好きなのだろうか。

「あ、ひ、久し振りだから楽しみだな～って思いまして！」

「？　う、うん……」

　なぜか少し焦あせった様子で言葉を付け加える五条さん。なんか、少し様子がおかしい？　気のせいだろうか。

　やがて場内が暗くなり、プラネタリウムの上映が始まる。

　男性声優によるナレーションが始まったところで……。

「はあぁっっ！」

　五条さんの興奮気味な声が聞こえてびっくりする。

　彼女の方を見ると、暗くら闇やみの中で口を押さえている五条さんの姿が見えた。

　い、一体どうしたというのだろうか？

　俺が見ていることに気付いたのか、五条さんがこちらを見て、暗闇の中で目が合った気がした。

　五条さんは口元から手を離はなしてから、何事もなかったかのように天てん井じように視線を戻もどしたので、俺も視線を戻す。

　一体何だったんだ……？




「すっごく楽しかったですね！」

　プラネタリウムが終わると、五条さんは心から楽しそうに俺に言った。

「え!?　ああ、うん、そうだね……」

　俺は最近少し寝不足気味だったこともあり、途と中ちゆう寝そうになってしまったのだが、言わないでおこう……。

　俺は結構退たい屈くつに感じてしまったが、五条さんはそんなに楽しかったのか。何にせよ楽しんでもらえたなら良かったが。

「えっと、この後なんだけど……もし良かったら、アニメイトにでも行ってみない？　場所も近いし……」

「あ、いいですね♡　是ぜ非ひ行きましょう！」

　水族館が入っていたサンシャインシティを出て、向かいにあるアニメイトへと移動する。




「あっ、この漫まん画が新刊出てたんだ!?」

　アニメイトに入ってすぐ、新刊コーナーに揃そろえている漫画の新刊が平積みされていた。

「あ、それ今期アニメのやつですね。原作は読んだことないんですけど、アニメは全部観てます。面おも白しろいですよねー」

「面白いよね！　アニメの出来もすごくいいし！　俺全巻揃えてて……でも、今日はやめておこうかな」

　手に取った漫画を、すぐに戻した。今俺は本格的に金欠なので、漫画を買う金も節約せねばならない。

「そうなんですか？」

「あはは、今ちょっと金欠で……バイト探してるんだけどさ」

「えっ!?　それなのに奢ってもらっちゃって……だ、大丈夫でしたか？」

「あ、それは全然大丈夫！」

　まずい、気を遣つかわせるようなことを言ってしまった……。

「そっか、アルバイトを……。あ！　それなら、うちの系列店今バイト募ぼ集しゆうしてますよ？」

「え……!?」

　五条さんのバイト先の系列店……？　五条さんのバイト先って、メイド喫きつ茶さだよな？

「メイド喫茶で俺が……!?」

「基本的にキッチンは男性なんですよ」

「ああ、そういうことか！」

　一瞬どういうことなのかと混乱したが、納なつ得とくした。

「うちの店は割と王道なメイド喫茶ですけど、今度経営元が新しく『猫ねこ耳みみメイド喫茶』をオープンさせるんです。で、新しい短期のアルバイトを追加で数人募集してるんですよ。新人さんだけだと厳しいから、私も来週からそっちで働くことになってて」

「へ、へえ～……」

　メイド喫茶のキッチンか……その発想はなかった。

　その店で働けば、五条さんと同じ職場で働けるってことか……！

　それに、他ほかにも可愛かわいいオタクの女の子たくさんいるだろうし、オタク女子との出会いって意味で言えば最高の職場なんじゃないだろうか？

　……って、俺は別に、五条さんと今以上に仲良くなれるならそれでいいんだが。

　それも、ずっと働くとなるとそれなりの覚かく悟ごがいるが、短期バイトであれば気が楽だ。

「新しいバイトってのは、男も女も募集してるの？」

「はい！　ホールのメイドさんと、キッチンの男性アルバイトですね」

　だったら、一応オタク男子との出会いもある、ってことか。とりあえず、二科にも提案してみるか。あいつのコスプレ趣しゆ味みを生かせるバイトでもあるし。

「そっか。受かるか分かんないけど、ダメ元で応募してみよっかな！」

　バイト自体初めてなので様々な不安はあるが、五条さんを始めとした可愛いメイドたちに囲まれたバイト……うおおお、絶対やってみたい！

「ほんとですか？　やったぁ♪　一ヶ谷さんと同じバイト先で働けることになったら、すっごく嬉しいです♡」

「……！　ご、五条さん……」

　な、なんて嬉しいことを言ってくれるんだこの子は……!?　そんなこと言われたら、その気になってしまう……。どこまで本気で受け取っていいのだろうか。

　こうなったら何が何でも合格して、五条さんと同じ職場で働いてやる！




　内心めちゃくちゃテンションが上がりつつ、その後も俺たちは話しながらアニメイトの一階の新刊コーナーを見て回った。

　相変わらず五条さんは俺と趣味が合い、オタク男子が好きなものに詳しい。

　二科の『オタクなんだったら、何かすごく好きなものがあるはず』『それについてじっくり話を聞いてあげたり、同じものに興味を持ってくれたりしたら、こんなに嬉しいことはないし、めっちゃ好感度上がると思う』という言葉を思い出す。

　今日は五条さんの本当に好きなものを知って、それについて詳しく聞きたいと思っていたが……やはり彼女が本当に好きなものは、男性に人気のあるコンテンツ、ということなのではないだろうか。

　俺が自分の中で結論を出しかけていた、そのとき。




「あれ、まりこ氏じゃん！」




　近くで、大きな声が聞こえた。

　なぜか五条さんが、驚いた様子で声のした方を振ふり返る。釣つられて、俺も見た。

「あ、やっぱりそうだ！　あ、もしかしてそうま君のアルバム予約しに来たの!?　今日からだもんね！　私今してきたとこ！」

　そこにいたのは……眼鏡姿に髪かみを一本結びにした、地味な女子であった。

　俺が言える立場ではないが、服装も地味で、見た目も喋しやべり方も雰ふん囲い気きも、まあオタクなんだろうな、という感じの女子であり……更さらに、一目見たら見み逃のがせないアイテムが目に入ってきた。

　彼女が持つビニールバッグの内側に、大量のキャラクター缶かんバッジが付けられている。所謂いわゆる、痛バである。それも、かなり気合いの入ったものだ。

　これは、五条さんの友人か？　随ずい分ぶん濃こいオタクの友人がいるんだな。

　しかし今、五条さんのこと違ちがう名前で呼ばなかったか？　それに、そうま君のアルバム……ってなんだ？

「へ!?　あっいや、ちが……」

　見ると、五条さんは今まで見たことのないくらい慌あわてふためいていた。

「やっぱ予約開始初日に来て正解だったね！　残り枚数すごい少なかったもんねー！」

　五条さんの友人らしき女子は五条さんの声が聞こえていないようで、ペラペラ話し続ける。

「……っ!?　残り枚数少なかった……？」

　友人らしき女子の言葉に、突とつ如じよ五条さんの表情が固まる。

「え？　うん。もう十枚もなかったんじゃないかな。え、まさか、まりこ氏まだ予約してないの!?　先月のバイト代つぎ込んで十枚は積む！　って意気込んでたのに！」

　予約？　バイト代つぎ込む？

　五条さんは顔面蒼そう白はくで固まった後、思い出したかのように俺の方を見た。

　相当テンパった様子で自分の友人と俺の顔を見比べた後。

「ごっごめんなさい一ヶ谷さん！　い、今からちょっとだけ、上の階のＣＤ売り場に行ってきても……」

「え？　ああ、別にいいけど……」

　突とつ然ぜんのことに何が何やらさっぱり理解が追いつかない。

「お？　まりこ氏の友達？　初めまし……」

「あ～～～っ！　ちょっと直なお子こちゃん、さ、さっきから、私のことをその名前……いや、変なあだ名で呼ぶのは……」

　俺に声をかけようとしてきた友人の言葉を、五条さんが大声で遮さえぎる。

「変なあだ名？　何言ってんの、普ふ通つうに名前で呼んでるだけ……」

「あーーっ！」

　五条さんは大声を出しながら必死な様子で自分の友人の肩かたを組み、なぜか彼女の口を手で塞ふさいだ。

　こんな様子の五条さん、初めて見たぞ……？

「い、一ヶ谷さん！　ごめんなさい！　あの、今日……大事な用を思い出しちゃって……ここで解散でもいいですか？」

「へ!?　あ、はい、別にいいですけど……」

　五条さんの迫はく力りよくに圧あつ倒とうされて、思わず敬語で返答してしまった。

「本当にごめんなさい！　今日のお詫わびは必ず何かの形でしますから！　今日はありがとうございました！」

　笑え顔がおを作っているが、かなり焦あせっている様子だ。

　そう言って五条さんは、友人の口を手で塞いだまま無む理り矢や理り上の階へと引っ張っていった。

「…………」

　一人残された俺は、呆ぼう然ぜんとその場に立ち尽つくす。

　い、一体なんだったんだ？

　まりこ氏？　ってのが五条さんの本当の名前、なのか？

　ＣＤを予約しようとしていたようだが、一体何のＣＤの予約だったんだ？

　なんであんなにテンパってたんだ？

　全くよく分からないが、一つだけはっきりしているのは……。

　五条さん、俺に何か隠かくしているみたい、だな……？




　五条さんの趣味を理解するためにも、彼女が予約しようとしていたＣＤについて気になったが、さすがに後を付けたりする気にはなれず、仕方なく俺は一人帰宅することにした。




　その後帰りの電車に乗ったところで、五条さんから謝罪とフォローのＤＭが来た。すぐに、俺も前回途と中ちゆうで帰るなんて失礼なことしちゃったので気にしないで、という内容の文面を返信した。

　今日は夕食まで共にして、もっと仲を深めたいと思っていただけに残念だが……まあ、今後同じバイト先で働ける可能性も出てきたことだし、よしとするか。

　それにしても、あの五条さんの友人らしき女子が言っていたことは何だったのだろうか？

　まりこ氏、とか呼ばれていたが……ましろが本名じゃなかったのか？　でもツイッターのアカウントの名前もましろだったから、もしかしたら本名じゃないのかもしれないな……。

　なんとか君のＣＤがどうのこうの、と言っていたが、それは五条さんの好きな芸能人か何かだろうか。

　名前の件にしても、ＣＤの件にしても、なぜ俺に隠すのだろう。




　俺が帰宅するとまだ二科は帰っておらず、俺は家にあったインスタントラーメンを夕食に、録とり溜ためたアニメを消化した。

「ただいまー」

　八時頃ごろ、二科が帰ってくる。確か今日は、友達と遊んでくるとか言ってたな。

　こいつ、ギャルの割にお嬢じよう様さまだからか、親と暮らしてるわけでもないのに、遅おそくても大体八時頃には帰ってくるんだよな。

「ああ、おかえり」

「どーだったの、五条さんとのデート」

「……五条さんは相変わらず俺の理想そのものだったし、楽しかった、けど……」

「けど？」

「最後に、気になることがあって」

　俺はアニメイトで起きた五条さんと友人との出来事を二科に話した。

「──で、なんとか君って人のアルバムの話になって、五条さんはそれを予約しに行ったのかなんなのか分かんないけど、友人を無理矢理引き連れて上の階に行っちゃって、その場で解散になってだな……」

「なんとか君……？　それ、名前覚えてないわけ？」

「覚えてないな……男の名前だったことは間違いないけど」

「そこ大事なとこじゃん！」

「いきなりのことでテンパってたし、仕方ないだろ」

「とにかく五条さんは、そのなんとか君って人のオタクってことね。アイドルだか、声優だか、アーティストだか分かんないけど……そんでそれを、あんたには知られたくないと」

「やっぱり、そういうことだよな……？」

「そこちゃんと押さえとけば、本当の五条さんを知れて、仲良くなれたかもしんないのに！」

「だって、五条さん自身もすげえ動どう揺ようしてて、一刻も早く立ち去ろうとしてたし、突つっ込こんで聞けないだろ……」

「まーでも、やっぱり私が踏ふんだ通りね。五条さん、誰だれかしら男に貢みついでるのかぁ～、なんか一気に親近感湧わいたかも」

「男に貢っ……!?　その言い方やめえや！」

　仮に五条さんが男子アイドルだか何かが好きだとしたら、確かに意外だが、それで印象が悪くなるなんてことはない。

　だから、次に会ったとき、正直に話してもらえたら嬉うれしいのだが……。

「あ、そーだ！　もう一つお前に話したいことあったんだ！」

「え、何？」

「五条さん、メイド喫きつ茶さでバイトしてんだけど、経営元が新しいメイド喫茶オープンするらしくて、男女ともにバイト募ぼ集しゆうしてるんだと。女はメイドで、男はキッチン」

「へえ、メイド喫茶……」

　二科は少し興味ありげに反応する。

「二人でそこに応募してみないか？　そこだったらオタクの男女と出会えそうだし、オタク趣しゆ味みも生かせるだろ!?」

「……！　た、確かに、可愛かわいい服で働けるの憧あこがれるし、出会いもあるかもしれないけど……私、メイド喫茶でバイトなんてできんのかな……。お客さん、男性ばっかだよね？　男友達すらほとんどいないのに、普通に喋ったりとかできるのか不安……」

「おま、撮さつ影えい会はあんな気軽にやろうとしてたじゃねえか」

「だって、あれは写真撮とられるだけじゃん！　コスプレで写真撮られるのは好きだし……。でも、メイドは喋るのが仕事みたいなもんでしょ？　しかも、バイト自体初めてなのに接客業とかめっちゃハードル高いし……！」

　二科は興味がありそうではあるが、不安が大きいようだった。

　考えてみたら当然かもしれない。俺だって不安はある。俺の場合、五条さんと一いつ緒しよに働ける、という期待が勝まさっているというだけで……。

「とりあえず、ＨＰだけでも見てみようぜ」

「あ、うん……」

　五条さんに教えてもらった店の名前をスマホで検けん索さくする。すぐにバイト募集のページが出てきた。

「あっまだオープン前の店なのにもう衣い装しようの写真載のってる！　猫ねこ耳みみメイド!?　めっちゃ可愛い～っ！」

　二科は求人サイトに載っている衣装の写真を見てテンションが上がっている。

「あ、それにほら、時給も結構いいぞ」

「うん、確かに。うーん、やってみたくはある、けど……」

　なんかあと一押しが足りないって感じだな。

　正直なところ俺としても、いくら五条さんがいるからといっても、一人でバイト始めるより二科と一緒に始めた方が何倍も心強い。

　だから、どうにかして二科を説得しなければ……。

「あっそれに、今回の募集って短期バイトらしいから、長期バイトよりは大分気が楽だろ！」

「へえ、そーなんだ。確かに、それだったらやりやすいかもだけど……。えっと、なになに、『お客様と楽しくお話ししたり、歌のステージでお客様からのリクエスト制で歌ったり……』……『歌のリクエストはメイドにバックあり』……？　へぇ～、歌のステージもあるんだ……」

「歌？　そんなもんもあるのか……」

　メイド喫茶って、そんなシステムまであったのか。ほとんど行ったことないから知らなかった……。

　ただでさえ仕事内容に不安がってて迷ってるのに、そんなことまでしなきゃいけないなら、さらに二科が不安になる材料になってしまうんじゃ……？

「私アニソンとかボカロの歌とかカラオケで歌うのめっちゃ好きなんだよね。これは楽しそうかも……」

「えっ……マ、マジかよ」

　想定とは真逆の二科の反応に驚おどろきを隠せない。

「それじゃ、応募する気に……」

「でもさ、このバイトってほんとに出会いとかあんのかな？　職場に男女いても、全然喋しやべれないとかありえるんじゃ……？」

「うっ……。うーん、とりあえず調べてみるか……」

　二科の言うことにも一理あると思い、俺はネットで調べることにした。

　それっぽい単語を連ねて検索をかけると……。

「あっ、なんかメイド喫茶のスレッド引っかかった！　『元メイド喫茶の社員だけどメイドは大たい抵てい社員かキッチンのバイトと付き合ってるぞ。そんなメイドに貢いでる客ほんと可か哀わい想そう』……」

「えぇぇ～!?　そ、そういうもんなんだ……」

　ネットの匿とく名めい掲けい示じ板ばんの情報だから鵜う吞のみにするのもよくないけど、やはり、キッチンとして働いたらメイドと付き合える可能性あるんだな。なんて夢のある職場なんだ……！

「あっ……こっちは『声優のＳが某ぼうメイド喫茶に通ってるってマジ？　店員に狙ねらってる女でもいんのかね？』って……」

「えっ!?　マジで!?」

　男性声優の名前に、二科の目の色が分かりやすく変わった。

「さ、何してんの一ヶ谷。さっさと応募しよ！」

「おま、どんだけ手のひら返すの早ぇんだよ!?」

　男性声優に弱すぎだろ、こいつ……！　今まで散々渋しぶってたくせして！

　まあ、オタクとして分からんでもないが……。

「えーっと、へー、書類審しん査さは写真とプロフィール送って、その後面接なんだ」

　そんなわけで、俺たちはメイド喫茶の求人に応募することとなった。

　二科は早さつ速そく応募する気満々で応募の必要事じ項こうを見ている。

「『履り歴れき書はいりません』……だって。良かった～」

「え、なんで？」

「だって、履歴書に住所書いたら私とあんたが同じ住所だってバレて怪あやしまれるじゃん！」

「ああ、そっか、確かに……！」

　写真とプロフィールをメイド系専門の求人サイトから応募するように、ということだったので、とりあえずサイトに登録して、必要事項を埋うめる。

「げえっ、メイドだけじゃなくキッチンも写真いるのかよ！」

「まー、普ふ通つうのバイトでも履歴書に写真貼はるしね」

「えーっと、なんか写真あるかな……」

　俺はスマホのアルバムを開き、今まで撮った写真の中で何か使えそうなものはないかと見返す。

「自分の写真なんてほとんどな……あ、あいに無む理り矢や理り撮られた自撮りツーショットとかしかねえな」

　前に遊びに行ったとき、あいが『ツイッターとインスタに写真投とう稿こうしたい、景かげ虎とらの顔はスタンプで消すから』と、無理矢理スマホのアプリでツーショットを撮った。

　スタンプで顔を隠かくす前の写真なら、俺にもラインで送ってくれたので、一応ちゃんと俺の顔が写っている。

　改めて見返すと、あいの美少女（？）っぷりに比べ、自分がとても醜みにくい生き物のように感じるが……。

「えっ……何、二人でツーショ自撮りとかするわけ!?　女子でもないのに……！」

　二科が驚いた様子で俺のスマホを勝手に覗のぞいてくる。ドン引きしているのかと思いきや、スマホ画面をガン見してなぜか息を荒あらくしている。

「あ、これがあんたのオタク男友達？　可愛い～。へー、相当仲いいんだー？　へー……」

「……!?　もしやお前、さ、三次元の……俺とあいにＢＬ萌もえを見いだしてるんじゃあるまいな!?」

　一いつ瞬しゆん分からなかったが、二科のニヤついた顔を見てまさかと思う。

「べ、別に、勘かん違ちがいしないでよね!?　そんな簡単に何にでもホイホイ萌える尻しり軽がる腐ふ女じよ子しじゃないんだからね!?」

「そんなツンデレ嫌いやすぎるわ！」

　ニヤニヤを抑おさえきれない様子で言う二科に、全力で突っ込んだ。

　こいつ、三次元もイケる口なのかよ！　しかも、よりによって俺にＢＬ萌えを見いだすなや！

「ってか、それにしても！　そんな適当な写りの悪い写真……しかも、友達とのツーショでバイトに応募しようとしてるなんて、ありえない！」

「え……？　でも、顔がはっきり分かる写真、としか書いてないし、メイドは写真が重要だろうけど、キッチンの男の顔なんてどうでもいいんじゃ……」

「どうでもいいなら写真送れなんて書かないでしょ！　写真送らなきゃいけないってことは、メイドほどじゃないとは言え、写真審査も確実にあるってこと！」

「そ、そうか……。分かった、じゃあ今お前に撮ってもらうか。壁かべをバックにして……」

「ちょっ……今撮るのはいいけど、まさかその何もセットしてないボサボサの髪かみに、スウェット姿で撮るわけ!?」

「え？　まずいか？」

「まずいに決まってんでしょ！　そんな写真送ったら落ちるって！　分かんないけど、メイド喫茶のキッチンって、もしかしたら人気の職種で倍率高いかもしんないじゃん！　可愛いメイドたちに囲まれて働けるわけだし、時給だって悪くないし、応募条件も高校生以上、って年ねん齢れい制限だけだし、かなり好条件のバイトじゃない？」

「……！　そ、そうか……」

　確かに、俺が働きたいと思ったくらいだから、働きたいと思う奴やつはたくさんいるかもしれない……。

「分かった、じゃあとりあえず着き替がえてくる」

　前に二科に選んでもらって原宿で買った服に着替え、リビングに戻もどる。

「あとは、髪形か……」

「あんた、最近また美容院行ってないでしょ？」

「あ、ああ……金なくて」

「それで何も弄いじってないと、長くて清潔感がないし、モサい」

「うっ……」

「とりあえずセットで少しでも誤ご魔ま化かすしかないよ」

「あ、ああ、そうだな」

　ヘアセットをするために洗面台の鏡の前に行き、ワックスの蓋ふたを開ける。

「ちょっと待った！　どんなセットしようとしてんの？」

「え？　どんなって、俺がいつもやってるような……」

　オフ会の時や五条さんと遊びに行ったときにした、無造作ヘアセットである。というか、俺が今習得しているのはそのセットだけだ。

「あの髪形はバイト用には印象良くないって！　採用したいと思える、きちんとした好青年に見える髪形での写真にしないと！」

「きちんとした好青年に見える髪形……？」

　それって、何をどうすればいいんだ……？

「あーもう、私だってよく分かんないけど、多分……」

　二科はドライヤーのスイッチを入れてから、俺の肩かたを下に押さえ込みながら「屈かがんで」と言う。もしかして、ヘアセットしてくれるのかよ!?

　言われるがままに中ちゆう腰ごしの姿勢になる。かなり疲つかれる姿勢ではあるが、背に腹はかえられない。

　とんでもない至近距きよ離りで、女子が俺の髪をいじっている。いい匂においは漂ただよってくるし、いくら相手が二科とはいえ、ドキドキしないわけが……。

「ちょっと、ちゃんと鏡見てんの!?　これ、やり方覚えてよね!?　一度しかやらないから！」

「あ、ハイ、すみません……」

　二科がドライヤーの音に負けないよう大きな声で耳元で喋ってきて、びびりながら返事をする。

「私も初めてやるからうまくできるか分かんないけど……あんたのこの長くてうっとおしい前髪を上げた状態にして、ドライヤーの熱風で癖くせをつけるわけ。上げたらまあまあすっきりするし清潔感出るでしょ」

　二科は説明しながら、俺の前髪に熱風で癖をつける。

　俺はやり方を覚えるために、必死でその様子を見た。

　やがて癖がつき、二科がドライヤーを消した。

「おおお……！」

　鏡には、初めて見る髪形の自分の姿があった。

　前髪がいい感じに上がっており、何もしない状態より清潔感や爽さわやかさのある印象になっていた。

「い、いい感じじゃねえか！　なんでお前こんなことできんだ!?」

「自分の髪形色々セットしてるから、男子の髪形もなんとなくできた」

「すげ──っ！」

「次からちゃんと自分でやってよ！　じゃ、髪形崩くずれないうちに写真撮とるから」

「はい、お願いします！」

　素す早ばやく白い壁の前に移動する。

「あ～、表情が硬かたい！　もっと笑って！」

「…………」

「笑え顔がおがわざとらしい！　もっと自然に！」

「無む茶ちや言うなよ！」

　写真を撮られる経験なんてほとんどないので、笑顔を作るのに苦戦しつつ、なんとか二科の納なつ得とくのいく写真を撮ることができた。

「ふー、さすが私！　普段のあんたからは考えられないくらいいい写真が撮れたわ！　感謝してよね!?」

「おお……」

　二科に写真を見せられ、写りの良さに感心した。

　それから俺たちは、求人サイトからプロフィールを打ち込んで写真と共に送った。二科は撮さつ影えい会バイト用に撮った写真を送った。

　自己ＰＲの欄らんは、互たがいに添てん削さくし合って『自分自身がアニメ、漫まん画が、ゲームファンのオタクなので、オタクの人に夢を届けたい』とか、『趣しゆ味みを生かしたやりがいのある仕事をしたいと思っていた』とか、受かりそうなことを必死に絞しぼり出して埋めた。







　二日後。

　学校の休み時間にパソコンメールの確かく認にんをしていると、バイトの応おう募ぼ先から求人サイトに結果が来たとメールが来ていた。求人サイトに飛んで、結果を確認すると……。

「……っしゃあ！」

　思わず小声でガッツポーズを決める。

　書類審しん査さ合格で、面接に進むことができた。

　そのとき、二科からラインが来る。

『二科心こころ：書類審査合格キタ！　どうだった!?』

『俺も！』

　俺たちは無事に面接に進むことができた。

　考えてみたら、二科が少しでも俺の印象がマシになる写真を撮ってくれたおかげ……も大きいよな。とりあえず、今度のトイレ掃そう除じの当番でも替わってやるか……。

　五条さんにも、一次審査に合格したことをＤＭした。

　最後のデートの後、ＤＭが五条さんで止まっていたから、返信が来るか不安だったが、すぐにお祝いの言葉と、面接頑がん張ばって下さい、一ヶ谷さんなら絶対に大だい丈じよう夫ぶです、という内容の返信が来て心から安心した。

　とにかく、これで面接で落ちたら情けないやら恥はずかしいやらで合わせる顔がない。五条さんと同じバイト先で一いつ緒しよに働くためにも、絶対に合格しなければ。




　更さらに三日後。

　バイト先に指定された面接の日がやってきた。

　俺と二科の面接日時は同じだった。何人かまとめて面接を行うのだろうか。

　朝、いつもより二十分早く起きて、この間二科にやってもらったヘアセットを必死に思い出して再現してみる。

　二科にやってもらったほど上手うまくはできなかったが、なんとか、いつもの髪形よりはマシになった。




　授業が終わり、放課後、俺たちは知り合いに気付かれないように昇しよう降こう口で待ち合わせをして、学校を出て秋あき葉は原ばらへと向かう。

　俺も二科も、面接を直前に控ひかえ恐おそろしく緊きん張ちようしていた。




「おかえりなさいませ、ご主人様、お嬢じよう様さま～♡」

　面接場所として指定されたのは、五条さんのバイト先のメイド喫きつ茶さであった。ちなみに今日は、五条さんはバイトに入っていないらしい。

「あっ、新店てん舗ぽのバイトの面接で参りました一ヶ谷です！」

「同じく面接で参りました二科です！」

「それではこちらへどうぞ」

　メイドに店の奥へと通される。隅すみの客席に、既すでに三人の若い男女が座っていた。

　どうやら、俺たちと同じくバイト志望者のようだ。

　一人は俺たちより少し年上に見える若いチャラそうなイケメン。

　一人は同じく俺たちより少し年上に見える、暗めの茶ちや髪ぱつセミロングの大人っぽい美人。

　一人は高校生っぽい制服を着た、オレンジっぽい明るい髪をツインテールに結んだ可愛かわいい女の子。

「こ、こんにちはー……」

「どうもー」

　俺と二科が挨あい拶さつをすると、それぞれ挨拶を返してきた。

　うわー、美男美女ばっかじゃねえか。こいつら本当にオタクなのか？

　こんなんで俺、受かるのか？　キッチンは裏方なのにイケメンじゃなきゃいけないのかよ!?

「では、これで全員ですね」

「……！」

　そこに、髭ひげを生やしたいかにも悪そうな中年男性が、声をかけてきた。

「僕はオーナーの藤とう堂どうです。宜よろしくお願いします」

「宜しくお願いします！」

　全員それぞれ挨拶を返す。

　え、この男がオーナー？　ヤクザかチンピラかってくらい悪そうな見た目なんだが……？　ゴツいアクセサリージャラジャラつけてるし、うわ、よく見ると入いれ墨ずみも入ってねえか？

　明らかにオタクとはかけ離はなれた人種だと思うんだが、こんな男がメイド喫茶経営してんのかよ……。

「えーと、それじゃあ一人ずつ話を聞いていきますね。まず久く住すみ君から……」

「あ、はい！」

　オーナーは一人ずつ、今までのバイト経験についてや、週に何回くらい、何曜日の何時から何時頃ごろまでのシフト希望か、などを聞いていった。

　とにかく悪そうな見た目だが、話を聞いていると、この間二科に付いていった撮影会バイトの責任者、松まつ原ばらよりは、なんとなくだが、意外にもまともそうな印象を受けた。

　言こと葉ば遣づかいも丁てい寧ねいだし、バイト志望者への態度も柔やわらかい。

　しかし、志望動機や自己ＰＲもきちんと考えてきたのだが、他の志望者とのやり取りを見るにそんな話は一いつ切さいされていない。バイトの面接って受けるの初めてだけど、結構適当なんだな……？

「それじゃあ次……一ヶ谷君」

「は、はい！」

「アルバイト経験は初めてで、基本的に平日は夕方以降、土日はどの時間でもＯＫ、と……」

「あ、はい！　部活などは特にやってないので、平日は早ければ三時半、遅おそくても五時には入れます！」

　とにかく雇やとわれる面で良い点をアピールしなければと思い、発言した。

「なるほど。あ、学校こっから近いんだね。交通費あまりかからなくていいねえ」

「！　あ、はい……」

「それから、自己ＰＲに家で料理やってるって書いてあるけど」

「あ、はい！　わけあって親と別々に暮らしてるので、料理は週に何回かしてます！」

「ほお、いいねいいね。うちはレンジでチンとかじゃなくて料理ちゃんと作って出してるから、料理できる子の方がいいんだよね。バイトで厨ちゆう房ぼう経験があれば一番いいけど、家でやってるんなら大丈夫そうだね。あ、ってことは、門限とかないの？　夜何時まででも入れる？」

「え!?　あ、はい……」

「あ、でも高校生か……。えーとじゃあ次、二科さん」

　え、これで俺の番終わり!?　マジで適当だな……。でも、自己ＰＲに料理のことも書いておいて良かった。

　二科も緊張しながらもしっかりと答え、無事にやり取りを終えていた。

「うん、いいね。じゃ、みんな合格。入れる人は明日から研修だから」

「え!?」

　おそらく、その場にいる全員が驚おどろきの反応を見せる。

　は!?　全員合格!?　何、バイトの面接って、その場で合否出るもんなの!?　このオヤジ、ほんと適当だな！

　まあ、何はともあれ良かったけど……。

「あ、ありがとうございます！　宜しくお願いします」

　他の志望者が挨拶しているのを見て、慌あわてて俺と二科も挨拶をする。

「店長ー、西山君が今日体調悪いから休むって今連れん絡らく来て……」

「はあ？　またかよ、あいつドタキャンは禁止だってあれほど言ったのに……」

「キッチンどーすんですか！　遅番私一人とかさすがに無理ですよ！」

　カウンター付近で、メイド店員と店長が話しているのが聞こえてくる。気付けば、さっきまでいた一組の客がいなくなっていて、客がゼロになっていた。

　平日の夕方だと、そういうこともあるんだな。

　客がいなくなったのをいいことに、完全に裏事情的な会話を堂々としていた。

「あー、俺も今日は途と中ちゆうから二号店の方に行かなきゃいけないからなー」

　なんか揉もめてるようだな。

「何、人足りないの？」

　オーナーが、二人に声をかけた。

「はい、一人キッチンがドタキャンして……」

「そっか、じゃあちょうどいいから……君」

　オーナーは突とつ然ぜん俺たちの方をざっと見てから、チャラそうなイケメンのキッチン志望者を指さした。

「久住君、だっけ。キッチン経験者だったね。今日この後、時間ある？」

「あ、はい、まあ……」

「そしたら、店長に仕事教わって、早さつ速そく研修も兼かねて入ってくれる？」

「えっ？　ぼ、僕はいいですけど……大だい丈じよう夫ぶでしょうかね？」

「大丈夫大丈夫。平日だからそんなに客多くないだろうし、特別なことはないから。あーそれからついでに君……えっと、二科さん、で良かったっけ？」

「へ!?　あ、はい！」

　次いで、二科にも声をかけたので驚いた。

「君はバイト自体初めてなんだったね。君もこの後もし時間があったら、研修を兼ねて一時間くらい入ってくれる？」

「えぇ!?　で、でも私、今入っても迷めい惑わくになっちゃうんじゃ……」

「今日は食器類の下げとお客さんと話すくらいでいいからさ。こういうのは慣れが大事だからね」

「え……、……わ、分かり、ました……」

　二科は動どう揺ようしながらも承しよう諾だくした。

「みるくちゃん、色々教えてやって」

「あ、はい……」

　初日からこんなことってあるもんなのか……。二科の奴やつ、めちゃくちゃ不安そうだが大丈夫だろうか。

「他の人は今日は帰っていいよ。ご苦労様」

「お、お疲つかれ様さまでした！」

　二科は早速メイドから仕事を教わっていて、とても話しかけられる雰ふん囲い気きではなかったので、声をかけずに先に帰ることにした。




　その日の夜。

　夕飯当番の俺がもうすぐ飯を作り終えるというところで、ぐったりした様子の二科が帰ってきた。

「ただいま……」

「おかえり。どうだった？」

「私……このバイトやっていけんのかな」

　二科は疲れ切った様子でソファーに座りながら、不安げに言う。

「え、今日そんなに大変だったのか？」

「いや、今日はまだ研修だから、仕事教わるのメインだったから、仕事内容自体はそんなに大変じゃなかった、けど……男性のお客さんに話しかけなきゃいけないのが大変なの！」

　やっぱり、応おう募ぼするときから不安がってたそこが問題か……。

「別にいやとかじゃないし、できると思ったんだけど……。まず声かけるのに想像してた以上に緊きん張ちようするし、何話したらいいかとか分かんないし……」

　まあ、逆の立場で考えて、絶対あり得ないが、俺も、バイトで女性客に話しかけまくらなきゃならない状じよう況きようになったと想像したら──絶対にできないだろうな、と思った。

「これじゃ、バイト先で彼氏作るどころじゃないよ……」

「まあ今日は急だったけど、次回からは何話しかけるか事前に決めておけばいいんじゃねえのか？」

　俺はテーブルに夕食を並べながら言う。

「あー、確かに……。でも、考えてあっても、いざとなると焦あせって頭真っ白になったりしちゃいそうだなー……」

「確かにな。そしたら、家で練習するとか……」

「あ、それいいかも！　そしたら、あんたをお客さんだと想定して、話しかける練習しよっかな！」

　突然二科は俺の顔を見て、思いついたように言う。

「え……？」

「お客さん役やってくんない？」

「べ、別にいいけど……」

　半ば俺が無理矢理誘さそったところもあるし、協力できるところはしてやりたいと思う。

「でも、俺相手で意味あんのか？」

「一人で脳内シミュレーションするよりはよっぽどいいと思うんだよね！」

　こうして、二科のメイド練習が行われることとなった。




　まずは冷める前に俺の作った夕飯を二人で食べ、その後二科は食器を片付けてからなぜか自室へ戻もどる。

　すぐに戻ってきたかと思うと、なぜか猫ねこ耳みみメイドのコスプレをしていた。

　これ、もしかして俺たちがこれから働く店の衣い装しようか……？

「なんでわざわざ……!?」

「洗せん濯たくしたいって言って持って帰らせてもらったんだけど、ちょうど良かった！　練習なんだからなるべく本番に近い状態でやった方がいいじゃん？　気分出るし」

　水色のワンピースに白のフリルエプロン、そして白の猫耳と長い尻しつ尾ぽをつけた猫耳メイド姿の二科は、とびきり似合っていて、そこらのメイドの何倍も可愛かわいらしかった。

　しかし練習なのに、わざわざ着き替がえるとは……。

「じゃ、あんたは店に入ってきたお客さんっていう設定で、その扉とびらから入ってきて」

「そこからやんなきゃいけないのかよ？」

「ちゃんと再現して本番に近い状態でやらなきゃ意味ないの！」

「あ～、はいはい」

　仕方なく、言われたとおりリビングの扉から入ってくるところからやってやる。

「おかえりなさいニャンご主人様♪」

「!?　なんだその出で迎むかえは!?」

　猫耳メイド姿の二科にニャン♪　とか言われて、正直悪い気はしなくもないが、それ以上に俺の方まで恥はずかしくなってくる。

「あーもー、初っぱなから中断させないでよ！　ちゃんとなりきって！　今日面接した店は普ふ通つうのメイド喫きつ茶さだけど、うちらが来週から働くのは猫耳メイド喫茶だから、これが固定の挨あい拶さつだから覚えておくようにって教わって」

　二科は赤くなりながらキレてくる。やはり、二科もやってて恥ずかしいんだな……。

「じゃ、また入ってくるとこから！」

　仕方なく、入ってくるところからやり直す。案外細かいところまでうるさいから、ちゃんと客になりきらないといつまでも先に進まなそうだ。

「おかえりなさいニャンご主人様！　お煙草たばこはお吸いになりますか？」

「えっ……いいえ」

　猫耳メイドの割に突然現実的なことを聞いてくるな。

「カウンター席とテーブル席どちらになさいますか？　えっと……あ～また忘れた！　店のシステムとかもメニューとかも最初に説明しなきゃいけないから、覚えること多くて……今日店で何回もやったのに間ま違ちがえるなー」

　それからも二科が完かん璧ぺきに客のお出迎えができるようになるまで、何度も繰くり返し練習に付き合わされた。

「お待たせしました、オレンジジュースと特製オムライスですっ」

「はあ、どうも……」

　やっとの思いで頼たのんだものが出てくるところまで進んだ。なんだかままごとでもしてるような気分になってくる。

「それでは、こちらのオムライスに美味おいしくなる魔ま法ほうをかけさせて頂きます！」

「え!?」

「おっ……おい、美味しくな～れ！　ニャンニャニャーン！」

　二科は右手を猫の手にして、招き猫っぽいポーズをとり、猫の掛かけ声に合わせて手首を動かした。

「…………」

「……って、ちょっと、何ドン引いてんの!?」

　二科は顔を真っ赤にして大声を出す。

「いや別に、引いてるわけじゃ……」

　恥ずかしさを捨て切れてないのが伝わってくるから、こっちまで恥ずかしくなってくんじゃねえか……！

「しっしし仕方ないでしょ!?　こうやんなきゃいけないって決まりなんだから！」

「別に何も言ってないだろ！　っていうか、何普通に素すに戻ってんだよ！」

「あ、そ、そっか！　えっと、お客様……じゃなかった！　ごっご主人様は……よくこういうコンセプト喫茶には行かれるんですか？」

　二科は慌あわててメイドの練習に戻る。
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「いえ、初めてです」

「そうですか……」

「…………」

「…………。そっそれでは、楽しんでいって下さいね～！」

「いやいやいや！　さすがにそれはダメだろ！」

　二科の接客に思わず突つっ込こむ。

「え!?　今の接客のどこがダメだった!?　正直に全部言って！」

「逆になんで大丈夫だと思ったんだよ!?　そうだな、まず……笑え顔がおがない」

「うっ……」

「それから、話を振ふったのにそこから何も膨ふくらませずにそれで終わりって……まずいだろ」

「うう……だって、どうやって膨らませればいいのか分かんないし」

「なんか根本的に、仕事だから仕方なく無む理り矢や理り話しかけてる、って感じが全面に出てるんだよな」

「ええ～……？」

「その場だけでも客に興味持ってるフリしないと。メイドと話したくて来てる人が多いだろうし」

「そんなこと言われたって……初対面の人にどうやって興味持てばいいの……？」

「初対面だとしても、例えばお前の好きな二次元のキャラとか……二次元で想像しにくかったら、好きな芸能人、声優とかが来店したら、めっちゃ興味湧わくだろ」

「好きなキャラ、好きな声優…………」

　二科はその場で少し固まる。想像しているのだろうか。

「いやっ、それはそれで無理！　緊張しすぎて何も喋しやべれないし！」

　そして想像だけで興奮したのか、真っ赤になってニヤけながら俺の肩かたをバシバシ叩たたいてくる。どんだけ想像力豊かなんだよ。

「それじゃあ、すごい好みのタイプの男が客だったら、とか……」

「好みのタイプの……？」

　二科はその場で少し考えてから、

「……あー、なんかそれで妄もう想そうしたら結構話膨らませられるかも！　ちょっともう一回やってみる！　ゴホン、……ご主人様、こういったお店にはよく行かれるんですか？」

「いえ、特に……」

「そ、それじゃあ、秋葉原にはよく来られるんですか？」

「そうですね」

「どう行ったお店に行かれるんですか？」

「えーっと、アニメイトとか、とらのあなとか……」

「あ、私もよく行きますよー！」

　それから数分、そのまま会話が続いた。

「そっか！　なんか分かった気がする……私今まで、お客さんをお客さんとしてしか見てなかったけど、要はお客さんに興味を持つようにすればいいってことね！」

　さっきまでと比べて随ずい分ぶん喋れるようになったな。

　自分好みのイケメンを想像したらペラペラ喋れるようになるって……どんだけゲンキンな奴やつなんだよ。

「よーし、このまま練習しまくる！　次はお会計の練習！」




　それから長いこと、俺は二科のメイド練習に付き合わされたのだった。




「ふう～……よし、これで完璧！」

「あーそうかよ、そりゃ良かったな……」

　気付けば夜の十二時を回っていた。もう寝ねかせてくれ……。

「これでちゃんと働けるし、それに……いつイケメンのバイトとシフトかぶっても、お客さんで男性声優が来ても、バッチリ対応できるっしょ！」

「……！　お前、出会いに繫つなげるためにそこまで頑がん張ばってたのかよ……」

「そりゃそうでしょ！　まず仕事がしっかりできないと出会いどころじゃないし。それに、失敗ばっかりしてるメイドなんてめっちゃモテないだろうし……」

　なるほどな。相変わらず、オタク彼氏を作るための努力は惜おしまない奴だな。俺も巻き込んでくるけど……。

　確かに、元々オタクと出会うためにバイト始めるわけだから、二科の努力は正しいのかもしれない。

「今日一いつ緒しよに面接した人もチャラそうだったけど格好良かったし、メイド喫茶のキッチンってイケメンが多いのかな～!?」

　これからの出会いに思いを馳はせて、二科は上じよう機き嫌げんだ。

「今みたいな感じで働けばとりあえず問題なさそうだし、毎日あんたと話してるおかげで前よりは男子とも話せるようになってるはずだし、あとは何より慣れだよね！」

「そうだな。……な、なあ、俺はバイト先で、どうやって振る舞まえばいいかな？」

　二科が頑張っている様子を見ていたら、途と端たんに俺の方が不安になってきた。

「え？　どうやって、って……？」

「俺は五条さんと距きよ離りを縮めたいわけだけど、バイト中に積極的に話しかけたりしていいもんかな、って……」

「うーん、バイト先の空気によるとは思うけど……。みんなバイト中に喋ってるようなバイト先だったら話しかけていいだろうけど、話しちゃいけない雰ふん囲い気きだったら話しかけない方がいいだろうし」

「まあ、そうだよな……」

「あとはやっぱり、メイドもだけどキッチンも、まずは仕事がしっかりできるってところが一番だよね。それができてないと印象最悪だろうし……」

「うっ……！」

　た、確かに……！

　今までなんとか（二科のおかげもあって）デートできるくらいまでこぎ着けたっていうのに、これでバイト先で仕事ができなくて嫌きらわれたりしたら……同じバイト先で働き出したの逆効果になっちまうじゃねえか！

　まずはしっかり仕事ができるようにならないと……。話はそこからだな。

「そういや、五条さん以外にもメイドと一緒に働くわけだけど、他のメイドとはあんまり話さない方がいいかな？」

「え、なんで？」

「だって、五条さんにチャラい男とか思われたら嫌いやだし……」

「いや、他の女子と変に話さない方がおかしいでしょ！　まあ、それもバイト先の雰囲気によるけど、普ふ通つうに同どう僚りようとして、バイト仲間として話せばいいんじゃないの？」

「そ、それもそうか……」

「まあ、ガツガツ話しかけまくったり、ライン聞いたりデートに誘さそったりとかは、間違いなくしない方がいいけどね。五条さんにも伝わるだろうし」

「そうだな……」

　五条さんのいる職場でそんなこと、ハナからする気ないけど……。

「あとは、仕事上で五条さんに気き遣づかったりできたら印象良くなるかもだけど、五条さんの方がずっと先せん輩ぱいなわけだし、仕事内容もキッチンとメイドで違うから、難しいかもね」

「ああ、確かに……」

　とにかく、まずはしっかり仕事を覚えて、他のメイドとは自然に話して、バイト中五条さんに好印象を持ってもらえるような振る舞いができれば及きゆう第だい点てん、か……。考えただけで結構難しそうだ。

　バイト先でバイト仲間の女の子に好印象を持ってもらうのって、思っていたより大変なんだな。

　俺もバイトは初めてなので、まずキッチンという仕事内容に不安が大きい。失敗ばかりやらかして五条さんに嫌われることだけは、絶対に避さけないとな……。

　よし、まずは、仕事をしっかり覚えるところからだな！
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「お願いしまーす」

「あっはい！」

　メイドによりオーダーの書かれた伝票をキッチンに置かれ、慌あわててそれを見る。

　あれから数日後。

　俺も二に科しなも、約一ヶ月ちょっとの短期間シフトが決まった。

　俺も、研修が始まった。今日は三回目だ。

　研修は、実際に既き存そんのメイド喫きつ茶さに入って店長や先輩に仕事を教わる、という内容だった。研修といっても、実際の店てん舗ぽで働かなければならない。

　通常のキッチン業務に加え、開店作業に閉店作業と、やらなきゃいけないことも覚えなきゃならないことも多いので、俺はなるべくノートにメモを取って、毎日学校や家でも見返していた。おかげで、徐じよ々じよに覚えられてきた気はする。

　この店で五ご条じようさんとの距離を詰つめるには、まず仕事ができることが一番大切。二科に言われたことに大いに納なつ得とくしたので、少しでも早く仕事を覚えるために必死だった。

「えーっと、オムライスとミートソースパスタとホットコーヒーとカフェオレ……!?」

　基本的に、作り方は全部教えてもらえるわけではなく、キッチンに置いてあるレシピノートを見ながら自分で作らなければならない。今先輩はバックヤードだが、分からないところがあったら先輩に聞いてもいい、という感じだった。

　こういう店はレンジでチンが多そうだが、面接の時にオーナーが言っていた通り、この店や系列店は一から作っているらしい。すごいことだとは思うが、結構時間がかかるし大変だ。

　まずは先に飲み物を出さなければならないので、伝票にあった通り、ホットコーヒーとカフェオレを作る。

　棚たなからカップを出して、ティースプーンで粉を入れる。えーっと、何なん杯ばいだっけ……レシピのノートを確かく認にんする。

　今でさえ何がどこにあるのかや盛り付け方を覚えるのに必死のため、これで料理初心者だったらもっとテンパっていただろう。普段家で料理をしていてまだ良かった、と思う。

　それに……。

「君、新人？　テンパってるね～」

「あ、は、はい、あははは……」

　一番想定外で困っていることは、キッチンも客から丸見えで、カウンター席の客と話さなければならない、ということだった。メイドだけでなく、キッチンも接客しなければいけないとは思わなかった。新しい店舗でもそうらしい。

　まず、入ってきたお客さんには毎回カウンター席とテーブル席どちらが希望か聞くのだが、キッチンに入るのは一部のベテランメイドを除いてはほとんど男性のキッチンのバイトか男性社員なのに、男性と向かい合うことが分かっていながら、なぜかカウンター席を選ぶ客がチラホラおり、俺たちキッチンのバイトや男性社員に話しかけてくる。

　勿もち論ろんカウンター席にもメイドは話しかけに来てくれるが、時間の長さで言えばテーブル席にいる方が多い。なのに、なぜわざわざカウンター席を選ぶ男性客がいるのか不思議で仕方がない。男と喋しやべって楽しいのか？

　俺は店長に、もっと客と喋れるようになれと注意された。

　話しかけられたら話す、ではなく自分からも話しかけろって言われたんだよなあ……。

「も、もうこの店には何度かいらっしゃってるんですか？」

　パスタを茹ゆでながら、なんとか話しかける。料理や作業をしながら話さなければならないのが更さらにきつい。喋っていてオムライスの卵を焼きすぎてしまったこともあった。

「えー何、先輩たちから教わってないのー？　俺もう常連もいいとこだよ。常連の顔くらいは覚えていかないとな～」

「あ、あははは、すみません、今日からちゃんと覚えますね……」

　可愛かわいいメイドと仲良くなれると思って入ったのに、なんでおっさんと喋らなきゃいけないんだよ!?

　客以外とは、まだ店長やキッチンの先輩に仕事を教わるだけで、メイドとは挨あい拶さつ程度しか喋ったことがない。

　既すでに色々と想定外のことだらけで、頭がパンクしそうだ。

　やっと今ある最後のオーダーを作り終える。

「お願いしまーす」

「はーい」

　俺が店内のメイドに向かって料理を持っていくよう呼びかけると、返事をして取りに来たのは二科だった。

　基本的にバイト先では、お客に見えるところでは特に、キッチンとメイドが親しげに話すのは禁止（バイト仲間としての会話なら良いが、それ以上に仲が良さそうに見えるのはＮＧ）であるため、俺たちはバイト先では事務的な内容しか話さない。

　二科は料理をテーブルに運んでいった。

　その後の二科の様子を見ると、二科はまだぎこちないながらも、割と楽しげに客と会話をしていた。

　男性と話すのに慣れないながらも、二科なりに精せい一いつ杯ぱい頑がん張ばっているのがよく分かった。




「おお、お疲つかれ」

　その日のバイトが終わり、秋あき葉は原ばら駅の改札内で二科と合流する。

　メイドには、秋葉原の街を男性と歩くのは禁止、という規則がある。

　そのため、俺と二科はシフトがかぶってもバラバラに店を出て、駅で待ち合わせすることにした。

「結構お客さんと喋ってたな」

「うん。この間あんたに付き合ってもらった練習のおかげもあってか、少しは慣れてきたけど……お客さんにも先輩にもまだ硬かたいって言われるよ。今日初めてお客さんからチェキ頼たのまれたけど、頑張って笑ったつもりだったのにめっちゃ笑え顔がお硬くなっちゃってて……」

「え!?　チェキ頼まれたのか、良かったじゃん」

「うん、嬉うれしかったけど……先輩はもっといっぱい頼まれててすごかった。私ももっと頑張んないと……。あんたの方はどうなの？」

「仕事内容には大分慣れてきたかな」

「へー。じゃ、本来の目的の方は？」

　本来の目的──つまり、五条さんとの仲、ってことか？

「今日も五条さんとシフトかぶってないし、ＤＭのやり取りも止まってるよ……」

　バイトに入って三回、未いまだに五条さんとシフトはかぶっていない。

　あれから、バイトが決まったというＤＭをして、その後おめでとうございます、一いつ緒しよに頑張りましょうという返信が来て、俺がそれに返信をして以来、返事が来ておらず、そこでやり取りが終わっていた。

　あのデート以降、五条さんからの連れん絡らくが、心なしかそれまでより素っ気なくなってしまった気がしてならない。

　一体なぜだ？　あのデートで、俺は何か彼女の気に障さわるようなことをしてしまったのだろうか？

　それとも、最後の五条さんと友人のやり取りが何か関係しているのだろうか。

　五条さんのメイドとしてのツイッターアカウントをチェックして、シフトを確認したところ、来週新店舗がオープンしてから俺が初めて入る日に、シフトがかぶっていた。

　五条さんと同じバイト先で働きたくて始めたようなものなのだから、早く一緒に働きたいのだが……。

「はぁ……他のメイドとも一いつ切さい話せてないし、まだ全然いいことないな。お前の方はどうなんだよ？」

　とは言っても、客はオッサンばかりだし、キッチンの男性も毎回一人か二人程度だし、二科だってまだいい出会いなんてなさそうだが……。

「これ……」

「……えっ!?」

　二科がメモ紙を取り出した。そこには、ラインのＩＤらしきものが書かれている。

「きゃ、客から渡わたされたのか？」

　客と店員との間で連絡先の交こう換かんは厳禁、バレたら解かい雇こもある、と規則にあったはずだが……。

「いや、昨日久く住すみさんに渡された」

　久住、って……確か、俺たちと一緒に面接を受けたチャラそうなイケメンのキッチンだ。俺はまだシフトがかぶったことないから話したことないが……。

　確かにイケメンだったけど、二科の好みは黒くろ髪かみの真ま面じ目めそうなイケメン、だったよな？　あの人茶ちや髪ぱつだったし、好みとは違ちがうんじゃないのか？　それともこいつ、イケメンなら何でもいいのかよ？

「イケメンだけどなんかチャラそうだな～と思って警けい戒かいしてたんだけど、バイト中すごいフォローしてくれるし優やさしいし、仕事っぷりは真面目だし……いいかも。ラインしてみちゃおっかな～」

　二科はニヤけながら浮うかれた様子で言う。

「お、おま、イケメンだったら何でもいいんかよ？　あのめっちゃ見た目チャラそうな人だろ!?」

　俺が五条さんとも会えずメイドとも喋れず、おっさんに絡からまれながら料理を作り続けている間に、こいつはちゃっかりイケメンとフラグ立ててたのかよ!?

　しかも、あんなチャラそうなイケメン……弄もてあそばれて終わるんじゃねえのか？

「そういうわけじゃないけど、見た目で判断するのはよくないかな、って」

　二科は嬉しそうに言う。

　こいつ、チョロすぎんだろ！　ちょっと優しくされたくらいで……！

「フォローしてくれて優しい、って、それって他のメイドにもそうしてるってことなんじゃねえの？」

「べっ別に、それだったらみんなに平等に優しくていい人ってことじゃん！　なんで揚あげ足あし取ってくるわけ？　あ、自分は何も進展ないのに私に進展があったから先を越こされて悔くやしいっとか～？」

「は、はあ？」

　二科の言葉にムッときた。ムカつくことに、図星だった。

「いや別に、本当に上手うまくいきそうなら応おう援えんするけど……でも、あの人が見るからにチャラそうでモテそうなことは間違いないだろ。一応警戒はした方がいいと思うけど」

「ん……ま、そんくらい分かってるけど」




　まずい。このままじゃ本当に二科が先に上手くいってしまうかもしれない。

　俺も早く、五条さんと進展したい。

　五条さんが男性アイドル好きだろうと何だろうと俺は別に構わない。だから、何か俺に隠かくしていることがあるのなら、早く正直に言って欲しい。




　　　　＊　＊　＊




　数日後。

　ついに新しん店てん舗ぽで働く日がやってきた。

　今までは一応研修扱あつかいだったが、今日からは本格的にバイトが始まる。新店舗では先せん輩ぱいバイトもぐっと減る。

　五条さんのように、何人かは既き存そんの店のベテランの店員が配属されているが、ほとんどは新人で回さなければならない。

　ただでさえまだ慣れてないことだらけだというのに、不安でいっぱいだ。

　だが、一つ楽しみなのは……やっと今日、バイト先で五条さんと一緒に働けるということだ。

　あれ以降、なんだかＤＭが素っ気なくなってしまったように感じていたが、今まで通り接してくれるだろうか？




「景かげ虎とらー。今日ゲーセン寄ってかない？」

　帰りのＨＲが終わり、あいに声をかけられる。

「ああ、悪い、今日バイトなんだ」

「今日もー？」

　あいは不満げに言う。

　バイトが始まってから、今までよりあいと放課後だべったり寄り道することが減った。

「何の前まえ触ぶれもなしにいきなり勝手にバイト始めるからびっくりしたよ。ってかメイド喫きつ茶さのキッチンって、絶対メイドと出会いたくて始めたよね？」

「うっ……」

「学校で出会えないからってそこまでするなんて……」

「べ、別に、それだけってわけじゃ……生活費とかオタ活代が足りないんだよ」

「っていうかさ、どこの店なのかいい加減教えてよ。今度遊びに行ってあげるから」

「あー……そ、そのうちな」

　あいにはもう何度かバイト先を教えろと言われていて、その度たびに適当に誤ご魔ま化かしていた。

　俺は別に教えてもいいのだが、俺のバイト先を教えて、そこにあいが来た場合、そのとき二科がバイトに入っていたら、二科がメイド喫茶で働いていること、そしてオタクであることが芋いもづる式しきにバレてしまう。

　一応そういうわけにはいかないので、あいには悪いがバイト先を教えるわけにはいかない。

「またそれー？　景虎最近つまんなーい」

　あいが不満げに頰ほおを膨ふくらませた。

　そんなに可愛かわいく不満を言われても、二科のことを裏切るわけにいかないからな……。




「おはようございまー……、……！」

　バイト先のバックヤードに入ると、見覚えのある女の子がいた。

　明るいオレンジ色の髪をツインテールにしている派手目の可愛い子だ。この子は確か……面接の時一緒になった子だな。

「あ、おはよーございます」

　俺のことを覚えているのかいないのか分からないが、挨あい拶さつは返してくれた。しかし、ジト目に無表情で何を考えているのか今ひとつ分からない。

「あたし、今日から入る彩いろ葉はです。高一です。宜よろしくお願いします」

「あ、お……僕は一いちヶが谷やです。高二です。宜しくお願いします」

　年ねん齢れいを開示されたので、俺も一応自己申しん告こくする。一つ年下か……。

「一ヶ谷先輩……じゃ、イッチー先輩」

「え!?　あ、ハイ」

　突とつ如じよあだ名？を付けられて驚おどろく。

「面接の時にいましたよね。てっきりもっと上かと思ってましたが、高校生だったんすね。バイトは同期でも年齢は一つ上なんで、先輩って呼びます。年の近い人そんなに多くないっぽいんで、宜しくお願いします」

「え？　ああ、こちらこそ……」

　ってなんか今、何気に失礼なこと言われなかったか!?

「おはようございます」

　そのとき、バックヤードの扉とびらが開いて、女性が入ってきた。

「おはようございます、……！」

　あれ、この人も面接の時にいた人だ。暗めの茶髪の、大人っぽい美人である。

「あ、水み琴ことさん」

　オレンジ髪の子が、その人を見て少し嬉しそうに反応する。

　この人は、水琴さんというのか。ってか、新人同士でもう交流があるのか。

「ああ、彩葉ちゃん。と、それから……」

「あ、一ヶ谷です。宜しくお願いします」

「水琴です。宜しく」

　水琴さんは、俺の顔を見て薄うすく笑って挨拶してくれた。凜りんとした大人の女性、という印象を受ける。

「……って、制服!?　ええと、一ヶ谷君……だったか。君はまさか、彩葉ちゃんに続いてリアル高校生、だったりするのか？」

　水琴さんは突然、俺の服装を見て衝しよう撃げきを受けた様子で俺を問い詰つめた。

「え？　ええ、そうですが……」

「またしても十歳以上年下か……やはり若い人ばかりだな……」

「えっ……!?」

　十歳以上年下……!?　水琴さんがボソッと呟つぶやいた言葉は、耳を疑うものだった。

　いや、年上だろうなとは思ったが、せいぜい二十歳そこそこくらいかと思っていたのだが……十歳以上ってことは、少なくとも二十六歳以上!?

「そ、そんなに上なんですか……み、見えないですね……」

「ハッ……ち、違う！　決して見た目より若いですねという言葉を催さい促そくしたわけでは……！」

「え!?　いや、そんな風に思ってませんけど……」

「そ、そうか。あ、一ヶ谷君？　私が二十七という妙みよう齢れいだということは、くれぐれも内ない緒しよにしてくれ。店では二十二歳で通すつもりだからな」

「え!?　えっと、分かりました……」

　ナチュラルに年齢詐さ称しようすんのかよ……。っていうか、二十七なのか。そんなに年上の女性、教師以外で初めて話す気がする。

　俺が返事をすると、水琴さんが、

「失礼、煙草たばこを吸ってもいいか？」

　と、俺たちに聞いた。

「あ、はい」

「どうぞっす」

　バックヤードは喫きつ煙えんＯＫで、灰皿も用意されており、よく店長や社員も特に断りもなく煙草を吸っている。

「煙草吸うんすかー。なんか、大人の女って感じっすね」

　煙草を吸い始めた水琴さんに、彩葉さんがなぜか感心した様子で言う。

「すまないな。煙けむいだろう。バイトの前にはなるべく吸わないようにしたいんだが、どうしても我が慢まんできなくて、一本だけ……」

「お客さんとか店長とか社員さんとか吸ってますから、もう全然気にならないですよ」

　水琴さんは俺たちに気を遣つかってか、半分ほどしか吸っていないのに火を消した。

　そして何かスプレーを口の中に噴ふん射しやしている。匂におい消しだろうか。

「あ、そろそろ準備しないと間に合わないっす」

　彩葉さんの言葉で、俺もそろそろ準備をしようと、男子更こう衣い室へ移動した。




　いきなりメイド二人と話せたのはいいが、二人とも、可愛いけど既すでになんか癖くせがすごい。

　以前二科に言われた言葉を思い出す。他のメイドとも、バイト仲間として普ふ通つうに話した方がいい、と。

　確かに、バイト先での評判が悪くなってしまったら、五条さんの耳にもそれが入ってしまうかもしれない。……昔のギャルゲーでそんなシステムがあったし。

　幸いなことに、彩葉さんも水琴さんも、初対面なのに結構話しやすかった。

　このままバイト仲間として、自然に話せるよう心がけよう。バイト仲間として、好印象を持ってもらえるように。




　仕事の方も、今日から店舗が変わって、何がどこにあるかをまた一から覚えなくてはならないし、今まで以上に気合いを入れていかないとな。
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「さっきのドリンクまだですかー？」

「あっハイすみません!!」

　メイドにドリンクを催促されて、焦あせる。ドリンクもフードもオーダーが溜たまってしまい、テンパっていた。

「ははは、一ヶ谷君、焦ってんな～」

　カウンター席に座る男性客にからかわれる。佐さ々さ木きさんというこの常連客のリーマンは、前の店の常連で、新店舗にも来てくれている。

　この人は相変わらず、なぜか毎回、メイドと話せるテーブル席ではなく、キッチンと話すカウンター席を選ぶせいで、俺は既に三回ほど会っていて、もう名前も互たがいに覚えている。

　なんで毎回カウンター席を選ぶのか、いつも不思議で仕方がない。男と喋しやべりに来てるのか？　ゲイなのか？

　常連のオッサンの煽あおりに加えて、更さらに……。

「イッチー先せん輩ぱい、なんでグラスに氷入れかけの状態で別の作業に入ってるんすかー。見てて面おも白しろいくらいテンパりすぎっす」

「ははは、彩葉ちゃん、あんまりからかうと余計にテンパってしまうだろう。一ヶ谷君なりに頑がん張ばっているんだから」

　バックヤードから、少しカーテンを開けて俺の様子を見て煽ってくる、休きゆう憩けい中の彩葉さんと水琴さん。

「あ～～ちょっと静かにしててくれる!?」

　ほぼ初対面なのに馴なれ馴れしすぎねえかこの二人!?

　時計を見て、絶望する。

　ああ、休憩まであと一時間以上か。俺、持つのかな……？

　いや、でも、今日は確かそろそろ……。

　俺の精神力が弱まってきた、そのとき。




「おはよーございまーす」




「……！」

　店に一段と明るく可愛らしい声が響ひびいた。

「あ、ましろちゃん」

　佐々木のオッサンが五条さんを見て名前を呼ぶ。

　五条さんが、店に入ってきた。

　久し振ぶりに見るその姿は、相変わらず俺の理想そのもの。

「あ、一ヶ谷さん！　頑張ってますね♪」

「ご、五条さん……」

　五条さんが普通に話しかけてくれたことに心から安心する。

　前回変な感じで別れてしまったし、その上それ以降彼女からのＤＭが、それまでよりも少し素っ気なくなってしまった気がしていたので、本当に良かった。

　ああ、そうだよ。俺は彼女と一いつ緒しよに働きたくてこの店に入ったんだよ。おっさんと話したかったわけじゃないんだよ！

　五条さんは更衣室へ入ってから、少しして着き替がえを終えて出てくる。

　初めて見る五条さんの猫ねこ耳みみメイド服姿は、どのメイドよりも似合っていて、可か憐れんで清せい楚そで可愛かわいらしかった。

「一ヶ谷さん、私も一緒にキッチン入りますね♪」

「え、い、いいの!?」

「新人さんが一人でキッチンを回すのって、結構大変ですから」

　ああ、女め神がみかこの子は!?　可愛いだけじゃなくてめちゃくちゃ優やさしいなんて……！




　その後は、五条さんが入ってくれたおかげで、驚くほどスムーズに仕事が回った。

　五条さんはメイドだが、キッチンの仕事もめちゃくちゃできる。可愛い上に優しくて有能って、どういうことなんだよ……。

「ましろちゃーん、一枚宜よろしく～」

「あっ高田さーん！　ありがとうございます♡」

　さらに、五条さんはとても人気店員のようだった。

　五条さん目当てと思われる客がチラホラ現れ、チェキを何枚か頼たのまれていた。

　他のメイドがチェキを頼まれているところも何度か目もく撃げきしているが、五条さんは比じゃない。一時間程度の間に、五人からは頼まれていた。

　この店には『ステージリクエスト』という制度があり、客からメイドにカラオケのリクエストがあったら歌うということになっている。チェキもステージも、当然金がかかり、メイドに百円だけバックが入るらしい。

　五条さんは、このステージリクエストも今日だけで既に二曲ほど受けていて、人気アニメソングとアイドルソングをステージで披ひ露ろうしていた。

　いつも話している声も可愛いが、歌声もめちゃくちゃ可愛く、俺は仕事中なのに見入ってしまった。

　改めて、俺はとんでもない子とデートできたんだな……と、思い知る。




　それから一時間、五条さんのおかげで乗り切ることができ、俺は休憩時間を迎むかえる。

「あの、一ヶ谷さん……」

　俺が休憩していると、バックヤードに五条さんがやってきた。

「あ、五条さん！　バイト中、色々ありがとう」

「いえ、そんな。お礼を言われるようなことは全然してないですよ。それより……この間は、本当にごめんなさい。せっかく遊びに行ったのに、途と中ちゆうで解散になっちゃって……」

「え!?　ああいや、本当に気にしないでよ！」

「あ、あの……あのときどんな話してたかって、覚えてたりします……？」

　五条さんはなぜか恐おそる恐るという感じで、上うわ目め遣づかいで俺に尋たずねてきた。

「え？　えっと、なんとか君って人のＣＤの予約がどうとか……」

「……っ！　あっあの……それは、友達に影えい響きようされて最近ちょ～っとだけ気になってる男性声優で、別に本気でその声優のオタクとかやってるわけじゃないですから！」

　突とつ然ぜん五条さんが焦った様子で早口になって言い切った。

「え!?　う、うん……」

　俺が答えると、五条さんは俺の様子を窺うかがうかのように俺の顔を見ていた。

　やがて小さく息をつく。

「あの……これから、宜しくお願いしますね。一ヶ谷さんが本当にバイトに応おう募ぼしてくれて、一緒に働けることになって……すごく嬉うれしいです」

「……！　お、俺の方こそ……！　めちゃくちゃ嬉しいよ！　迷めい惑わくかけるかもしれないけど、こちらこそこれから宜しくね！」

　五条さんの言葉に、天にも昇のぼるような気持ちになる。

　ああ、やっぱり俺、ここで働けることになって良かった……！

「それじゃあ私、もう行きますね」

「あ、うん！」

　五条さん、休憩中じゃないのに話しかけに来てくれたのか……。

　五条さんの可愛らしい後ろ姿を見守る。

　これからは、定期的に五条さんにバイト先で会えるんだ。

　そのうちまた様子を見て、デートにも誘さそってみよう。

　そしてゆくゆくは、告白して……。

「何一人でニヤニヤしてるんすか？　イッチー先輩。気色悪っ……！」

「!?」

　声と気配に驚おどろくと、更衣室から出てきた彩葉さんの姿があった。俺のことを不ふ審しん者を見るかのような顔で見ている。

「いや、一人でニヤニヤしてたわけじゃ……！　ってか今、何気にめちゃくちゃ傷つくこと言わなかったか!?」

「あ、すみません。つい心の声が漏もれました」

「謝あやまる気ないだろ！」

「じゃあ、イッチー先輩、お先に失礼します」

「ああ、お疲つかれ……」

　彩葉さんを見送りながら……かなり腹立つことを言われているが、ほぼ初対面にして何気に女子と打ち解けられてるかも？　と思った。

　これも、普ふ段だんから毎日二科と話しているおかげ、なのだろうか……？

　この調子なら、自然に話せるかもしれないな。




　その後のバイトも、五条さんに助けてもらいながら、なんとか上がり時間を迎えた。

　バックヤードに入ると、誰だれかの電話している声が聞こえた。

「ええ、その書類は昨日発送して今日のＡＭ着明記で送ってますよ。……はい。いえ。お疲れ様です」

　水琴さんだった。何やら固い口調で電話をしていた。やがて電話を終える。

「ああ、一ヶ谷君、お疲れ」

「お疲れ様です。今のは……仕事先か何かですか？」

「ああ」

「他ほかにもバイト掛かけ持ちしてるんですか？」

「いや、本業は会社勤めだ。ここで働いてることは内緒にしている」

「えぇっ!?」

　ＯＬ!?　なんでＯＬがメイド喫きつ茶さで……？

「会社員の人が副業でバイトするなんて、大変なんじゃないですか……？　なんでまた……」

　そんなに金に困っているのだろうか。

「……っ」

　俺の質問に、なぜか水琴さんは顔を赤くした。

　え？　俺今、そんなに照れさせるようなこと言ったか？

「私ももう、この年ねん齢れいだ……」

「ああ、二十な……」

「簡単に口にしないでくれ！　内緒にしていると言っただろう！」

「ひいっ!?」

　んなこと言われたって、今自分で年齢のことを言ったんじゃないか……。

「……ちなみに私の年齢のことだが、この店は思いの外若い人ばかりだったんでな……バイト仲間にも実年齢は伝えないことにした。だから、くれぐれも口外しないでくれ」

　水琴さんは声のボリュームを抑おさえて俺に伝える。

「えっ……は、はあ、分かりました……」

「……まあ、そういうわけで、年が年だからな。このような服を着て働ける機会は、もう最後だと思ってな……」

　水琴さんは、自分のメイド服姿を恥はずかしそうに見下ろしながら、言った。

　そうか。考えてみれば確かに、二十七歳の猫耳メイド服姿ってかなりアレだな。いや、見た目若いし綺き麗れいで似合ってるからいいとは思うけど……。

　しかし、副業でバイトしてまでこの格好がしたかったってのもなかなかすごいな……。

「君はなんでまたこのバイトを？　面接の時言ってたが、アルバイト自体初めてなんだったな？」

「え、そうですね……生活費やオタク活動費が足りないからバイトがしたかったっていうのと……あとは、可愛いメイドと働きたいなあとか思って……」

　って、いくら水琴さんが正直に言ってくれたからって、俺もここまで正直に言う必要なかっただろうか。ここまでぶっちゃけたら呆あきれられるんじゃ……。

「……！　なんと……その年で既すでにそこまで考えているのか……!?　なんて偉えらいんだ君は……!?」

「……は？」

　突然予想外に褒ほめられて、わけが分からず動どう揺ようする。

「まだ高校生ながらにして彼女を作ろうと頑がん張ばっているなんて……。既にそこまで努力しているのなら、君に可愛いメイドの彼女ができる日もそう遠くはないだろう」

「え？　え？　えっと……何が偉いんですか？　意味が分からないんですが……」

「いや、気にしないでくれ。こっちの話だ」

「…………。そういえば、水琴さんは結けつ婚こん……とかしてらっしゃるんですか？」

　結婚していたら、メイド喫茶でバイトなんて厳しいだろうか。ふとそう思って、特に深い考えもなしに聞いてしまったが……。

「……っ！」

　水琴さんは俺の言葉に、笑え顔がおが凍こおり付いた。

「……？　え、えっと……」

　やばい。もしかして、禁句だったか？

「一ヶ谷君……君は、私のようにはなるな。親を悲しませるんじゃないぞ」

「え……」

「それでは、失礼する」

　水琴さんは恐ろしいくらい爽さわやかな笑顔で言うと、そのまま更こう衣い室へ入っていった。

　つまり……水琴さんはまだ未婚で、親を心配させている、ということなのだろうか？

　もしかして、地じ雷らいを踏ふんでしまったかもしれない。軽い気持ちでの発言だったが、なんてデリカシーのない質問をしてしまったんだ……。

　それにしたって、あんなに綺麗な人なのに、まだ結婚していないのか……。




　彩葉さんといい水琴さんといい、本当に強きよう烈れつなキャラの人と同期になったもんだな……。

　しかし、二人とも案外話しやすくて助かった。まさか俺に、二科以外の女子とこんなに自然に会話できる日がくるなんてな。




　家に帰ると、夕食を終えたらしき二科が、テレビをつけてソファーでスマホを弄いじっていた。今日二科はシフトが入っていなかった。

「あーおかえり。夕飯食べる？」

「ああ、あるのか？　腹が減って死にそうだ」

　キッチンの前に行く。鍋なべには美味うまそうなカレーがあり、急いで温めた。

　このバイト、夜十時までのシフトでもまかないとか出ないんだなー……。よくバイト先のまかないが～とかって話聞いたことあるけど、うちの店はドケチってことか。

　今度から、休きゆう憩けい中に何か食べないとな……。

「どうだった？」

「ああ、今日やっと五条さんと会えたよ」

「へー、良かったじゃん！　なんか話したの？」

「仕事フォローしてくれたりとか、後はこの間のデートのこと謝られたりとか……」

「あー、あのＣＤの予約の件ね。結局なんだったの？」

「なんか、友達の影響で男性声優のＣＤを聞いてるけど、その人のオタクってわけじゃない、って……。いただきます」

「へ～……。ほんと、なのかな……？」

　ご飯と温めたカレーをよそってから、テーブルについてカレーにがっつく。

「美味い！　……あ、そういえば、他のメイドともやっと今日喋しやべれたな」

「へぇ～。だれだれ？　私も結構喋ってるけど……」

「彩葉さんって人と、水琴さんって人……」

「あー、あの二人！　話しやすくて面おも白しろいよね！」

「ああ。話しやすくて、割と自然に話せたよ。で……お前はどうなんだよ。ライン渡わたされた男の件」

「ああ、うん……ライン、してみた」

「……！　マ、マジか」

　もう連れん絡らく取ってるとは思っていなかったので、少し驚く。

「今どうなってるんだ？」

「昨日からやり取りしてるんだけど、結構色々話したよ。今お互たがいが何系のオタクかって話とか……」

「へえ……！」

　案外展開早いじゃねえか。

「ってか、あの男ってオタクなのか？」

「うん。予想外に結構濃こいオタクだったよ！　全然チャラくなさそうじゃない!?」

「へぇ～……い、いや、オタクかどうかとチャラいかどうかは関係ないからな！　引き続き警けい戒かいはしといた方がいいと思うけど」

　人は見掛けによらないもんだな……。まあ、まだ分からんけど。

「そ、それで、何系のオタクだったんだ？」

　オタクって言っても、どうせ、アニメちょっと見てるとかゲームちょっとやってる程度のライトオタクなんじゃ……。

「美少女ゲームだって」

「なんっ……だと……!?」

　ゴリゴリのガチオタじゃねえか！

　つうか、女子に教えていい情報なのかよそれ!?

「そこ、詳くわしく突つっ込こんで聞いてみていいのかな……？　それとも、そっとしておくべき？」

「う、うーん……。男の立場からしたら、女子側の理解度による、かな……。本当に理解があって興味持って聞いてくれてるなら話したいけど、引かれるかもしれないなら話したくないし……」

「引くとかは絶対ない！　私だって、『アイステ』とか可愛かわいい女の子が出てくるゲームは好きだし！」

「なら、聞きたいなら聞いてみてもいいかもしれないけど……。言いたくなかったら言わないだろうし」

「そっか、分かった！　じゃ、聞いてみよーっと」

　二科は本当に引いてる様子なくノリノリでラインを返信していた。

　オタク男からしたら、本当にエロゲに理解があって引かないなら、かなりありがたいとは思うけど……。

　これはもしかして、二科に先を越こされる可能性あるんじゃ!?　俺はまだ、五条さんのラインも知らないし……。

　ちくしょう、俺も早く五条さんと進展したい……！







　翌日。

　俺はその日も学校が終わってすぐバイトが入っていた。

「あ、一ヶ谷さん！」

「！　五条さん」

　バックヤードで私服姿の五条さんに会う。これから帰るところなのだろう。

　今日のシフトは、俺の入り時間と五条さんの上がり時間が三十分差だったから、会えるか会えないか微び妙みようなところだったのだが、会えて嬉うれしく思う。

「あの、一ヶ谷さん、これ……」

「え？」

　五条さんに何かを手渡される。

「昨日家で焼いたんです。この間のお詫わびに……良かったら食べて下さい♡」

　それは、可愛く梱こん包ぽうされた美味おいしそうなカップケーキだった。

「え、いいの!?」

　五条さんの手作りお菓か子し……!?

「あ、ありがとう。お詫びなんて大だい丈じよう夫ぶなのに……」

　五条さんて、料理までできたのか。俺に手作りお菓子をくれるなんて……！

　あっでも、もしかしたら家でたくさん焼いて今日みんなに配るとか……。

「みんなには内ない緒しよですよ」

「……っ！」

　五条さんは俺にウィンクして言うと、「それじゃ、お疲つかれ様です」とバックヤードを出て行った。

　その言動に心臓を打ち抜ぬかれる。

　つまり、これをもらったのは俺だけ、だと……!?

　お詫びとは言え、手作りお菓子を俺だけにくれるなんて……何か特別な意味があるんじゃないのかと勘かんぐってしまう。

　だって、本当にただのお詫びだったら、コンビニで買ってきた甘いものとかで済ませるんじゃないか？

　それに、今五条さん、俺にお菓子を渡すために待っていてくれたっぽい……よな？

　ああ……なんであんなに可愛くて人気者の彼女が、俺なんかをこんな風に特別扱あつかいしてくれるんだろうか？　不思議でならない。

　一時期素っ気ないように思えたが、やはり気のせいだったのだろうか。

　こんなことされたら、俺も調子に乗って勘かん違ちがいしてしまうじゃないか。

　メイド喫きつ茶さでバイトを始めたら、色んな可愛い女の子と出会って、もしかしたら五条さん以上に理想的な女の子と出会ってしまうんじゃないか、なんて、実は少しだけ考えていた。

[image: ]

　実際、メイド喫茶には様々なタイプの可愛い女の子がいたが……やはり俺の理想は、五条さんそのものだった。五条さん以上に理想的な女の子なんていなかった。

　──よし、決めた。

　ＤＭの返事が素っ気なくなってから暫しばらくの間、誘さそえないでいたが……また五条さんをデートに誘おう。

　今日のバイトが終わったら、またＤＭしてみよう。そんでもって、そろそろＤＭでラインを聞いてみよう。

　今までも聞きたいと思いつつ聞けないでいたが、ここまで良くしてくれるなら、さすがに拒きよ否ひはされない……と、思いたい。




「おはよーございます」

「……！」

　決意を胸に俺が着き替がえていると、後ろから声をかけられて、振ふり向いて驚おどろいた。

「お、おはようございます」

　そこにいたのは、面接の時一緒になった、そして二科にラインＩＤを渡した、チャラそうなイケメン、久住だった。

　そういえば今日は金曜だ。金曜の夜や土日は忙いそがしいから、キッチンを二人入れているようである。

　面接以降、この男に会うのは初めてだった。

　一応俺の方でもどんな奴やつなのか観察して、少しでもヤバそうな奴だったら二科に報告しないと。

　特に、他のメイドにもアプローチしてたりしたら、即そく報告だ。

　にしてもこいつ、本当にエロゲ好きのガチオタなのかよ？　改めて対面しても、全くそんな風に見えない。オタクだと思わせて女子を警戒させないように噓うそついてるとか……？

　いや、だったらわざわざ、エロゲなんて女子受け悪そうなコンテンツ選ばないような気もするが。

「あれ、面接の時一緒でしたよね。久住です。宜よろしくお願いします」

　久住は気さくに挨あい拶さつをしてきた。案外いい奴そう……いやいや、すぐに懐かい柔じゆうされてどうする。

「よ、宜しくお願いします。一ヶ谷です」

「あれ……その制服、確か、門かど川がわ第二高校？」

「え、あ、はい……」

「やっぱり！　友達が行ってるんすよね。今何年生っすか？」

「あ、二年です」

「え、俺も！　なんだタメか～！　宜しくな！」

「……！　あ、うん……宜しく」

　人ひと懐なつっこい笑え顔がおを向けられて、つい警戒心が緩ゆるむ。てっきり年上かと思っていたが、タメだったのか。

　そういえば、このバイト先に来て今まで店長やキッチンの先せん輩ぱいに仕事を教わることはあったが、初めて男の同期バイトと喋ったな。

「あれ、ってことか、はーとさんと同じ高校？」

「……！」

『はーと』というのは、二科の店での名前である。

　キッチンは基本的に本名だが、メイドには全員店での名前があった。

　本当はいつもの名前、『２♡』という名前にしようとしたが、先輩メイドに覚えにくいとアドバイスされ、『はーと』になったらしい。

「え、あ……そうだけど」

「そういえば、面接も一緒に来てたよな？　え、友達？　ってかまさか……」

「た、ただの同級生だから！」

「あ、そっか、なんだ」

　俺の言葉に少し安心した様子の久住。やっぱりこいつ、二科のことガチで狙ねらってんのか……。

「にし……えっと、はーとが気になってんの……？」

「うん！」

　屈くつ託たくのない笑顔で返事をする久住。

「この間ライン渡わたしたら、奇き跡せき的にラインくれてさ～！」

「へ、へええ……。で、でもさ、久住君ってモテそうだし、このバイト先でも他の場所でも、他に仲いい女子とか、気になってる女子とか、いないのか？」

　他ほかにも女の影かげがあるようだったら、色んな女子に手を付けようとしているチャラ男って可能性が……。

「そんなもんいたらこんなに困ってないよ！　ここの前に働いてたレストランでも全然いい出会いなかったし。はーとさんが初めて出会った俺の理想のタイプなんだよね～！」

「……っ！　そ、そう……か……」

　久住の返答に、返す言葉もなくなる。

　こいつ、普ふ通つうにいい奴そうだし、二科一筋っぽいし……もう、応おう援えんする要素しかねえじゃねえか！

　悔くやしいけど、このまま順調にいけば……この二人、あっという間にくっつくんじゃねえのか？　俺と五条さんよりも先に……！




　その後も、俺と久住はキッチンで働きながら色んな話をした。




「今『アイステ』のイベントめっちゃガチャ回しててさー。今月もう一万くらい課金しちゃったよ。早くバイト代入らねえかな～」

「す、すげえな……。俺はまだ今月課金できてねえや」




　そこで分かったことは……。

　やっぱり久住は、いい奴そうであること。そして、俺と同じくらいガチオタで、驚いたことに、女子と付き合ったことがなさそうだということ。

　もうこれで、俺は久住と二科を応援する理由しかなくなってしまった。

　悔しいけど、こんなにイケメンなのにガチオタで童どう貞ていでいい奴って、存在するもんなんだな……。







「ただいま」

「あ、おかえりー」

　家に帰ると、夕飯当番の二科がキッチンに立ち、鍋なべからいい匂においを漂ただよわせていた。

「美味うまそうな匂いだな……」

「今日は肉じゃがだよ」

「お、いいな！」




　俺が荷物を置いたり手洗いうがいをしている間に、二科が料理をよそってテーブルに並べてくれていた。

「「じゃ、いただきまーす」」

「……。そういや、今日、久住と初めて喋しやべった」

「え、マジ!?　ど、どうだった!?」

「あいつは間違いなく……ガチオタだな」

「やっぱり!?」

「それに、普通にいい奴だった」

「でしょでしょ!?」

　二科は明らかにテンションが上がっている。

「思いきって、ラインでどんな美少女ゲーが好きか聞いてみようと思うんだよね！　久住君のことが知れるいいチャンスだしさ！」

「なるほど……」

　二科と久住……このままいったら、マジで付き合うことになりそうだな。

「で、あんたの方はどうなの？　五条さん」

「あ、ああ。今日五条さんに手作りのお菓か子しもらった」

「え!?」

「この間のデートで先に帰っちゃったお詫わび、ってことらしいんだけど……」

「マジで!?　すごいじゃん！　女子が手作りのお菓子あげるなんて、そうそうないと思うよ!?」

　二科の言葉に、内心テンションが上がる。

「そ、そういうもんか……？　……よし、じゃあこの勢いでデートに誘ってみるわ！」

「あー、すごくいいと思うけど……デートに誘うのはもう少し先でもよくない？」

「え？」

「私も、久住君を遊びに誘おうかなとも思ったんだけど、万が一デートしてなんか気まずくなったりしたら一緒に働きにくくなるし、今土日バイト入れちゃってるからお互たがいの予定合わなそうだから、バイト終わる頃ころに誘ってみようかな、って思っててさ。バイトが終わるの、そんなに先でもないし」

「な、なるほど」

　二科の言葉に納なつ得とくする。

　今まではそんな心配しなくて良かったが……一緒の職場になったことで、確かにそういったことを心配しなくてはならなくなってしまったんだな。

「確かにそうだな」

　ただでさえ今は、遊びに誘わなくてもちょくちょくバイトで会える状じよう況きようなのだ。

　まずはやはり、バイト先で親交を深めた方がいいような気もする。

　よし。バイト最終日にデートに誘いつつ、ラインを聞いてみよう。それまでは、バイト先で仲良くなれるよう頑がん張ばることにしよう。




　その日の夜、俺は五条さんからもらったカップケーキを存分に時間をかけて味わいながら食べた。

　お世辞ではなく、店で売っているものの何倍も美味おいしく感じた。

　すぐに五条さんに美味しかった旨むねとお礼をＤＭすると、喜んでもらえて良かったです、という内容の返事が来た。

　もどかしい気もするが、あと少しの辛しん抱ぼうだ……！








４









　その週の土曜日。

　今日はバイトが入っていなかったので、昼間からバーチャルＹｏｕＴｕｂｅｒの動画を見て、思う存分オタ活を楽しんでいた。

　俺の推おしＶＴｕｂｅｒであり、学校の後輩、三み波なみさんが声優を担当するＶＴｕｂｅｒ、西さい園おん寺じエミリーの新しい動画が上がっており、その動画ページに飛ぶ。

　西園寺エミリーのチャンネル登録者数は相変わらず右みぎ肩かた上がりで順調なようだが、最近は、好きなゲームの実況をしたり、好きなことについて語るという動画はぐっと減っていた。

　代わりに、流行のＦＰＳゲームの配信や、他のＶＴｕｂｅｒとのコラボなどが増えていた。

　きっと、新規の登録者を増やすための運営の画策なのだろうと思う。

　だけど、俺個人的には、以前までのように西園寺エミリーが……三波さん自身が、好きなことをやっている動画をもっと見てみたい、と思っていた。

「!?」

　新しい動画のサムネイルを見て、少し驚おどろいた。

　今回の動画は、リアルＹｏｕＴｕｂｅｒとのコラボらしい。ＹｏｕＴｕｂｅｒである大学生くらいっぽいイケメンの写真と西園寺エミリーの姿が並んでいる。

　少し戸と惑まどいながらも、動画を再生する。

　動画の内容は、リアルＹｏｕＴｕｂｅｒと西園寺エミリーが対話しているものだった。

　しかしそれは、西園寺エミリーファンにとっては決して好ましい内容ではなかった。

　とにかく、このコラボ相手のリアルＹｏｕＴｕｂｅｒ『ＴＡＫＡＹＡ』という奴やつがうざい。

　人気があるのか知らんが、喋り方も頭の弱いチャラそうな男という感じなのだが、エミリーに対して『ってかほんとに女の子が好きなの？　リアルでも？』などとデリカシーのない質問をしてきたり、エミリーの言葉に対してバカにしたように笑ったり、エミリーの制服風の衣い装しように対して『ってかめっちゃスカート短いよね！　それパンツ見えないの!?』などとセクハラ発言をしてきたり……見ていて、一ファンとしてブチギレそうになった。

　評価を見ると、低評価は二千を超こえていた。他の普段のエミリーの動画を見れば、五十にも満たないというのに……。

　コメント欄らんには、『なぜたくさんいるリアル系ＹｏｕＴｕｂｅｒの中でも、わざわざ悪名高くＶＴｕｂｅｒに理解もなさそうなＴＡＫＡＹＡとコラボさせたのか？　運営は目先の再生数の伸のびだけ気にして、エミリーの気持ちやファンの気持ち、これからの彼女のことを全く考えていない』というコメントがあり、たくさんのイイネがついていた。

　このＹｏｕＴｕｂｅｒ、悪名高いのか。そりゃあそうだろうな、一度見ただけで不快感が半はん端ぱない。

　確かに再生数はいつもの動画の倍以上伸びていたが、コメント欄には批判ばかり並んでいた。見る限り、エミリーへの批判ではなく、運営やＴＡＫＡＹＡへの批判ばかりだった。

　これって、軽く炎えん上じよう状態なんじゃないだろうか。

　一西園寺エミリーファンとして、ＴＡＫＡＹＡ、そして運営に憤いきどおりを感じると共に、エミリーが……三波さんが、心配になった。

　三波さん、大だい丈じよう夫ぶだろうか。この事態に凹へこんでいるのではないだろうか。

　とても気になるが……一応彼女の連れん絡らく先は知っているものの、ラインを交こう換かんして以降、一度もやり取りをしていない。

　そんな状態で、突とつ然ぜんこの件についてラインをするなんて馴なれ馴れしいこと、できるはずがない。

　モヤモヤした気持ちを抱かかえつつも、どうすることもできない自分にもどかしさを感じる。

　学校で、声をかけられるタイミングでもあればいいが、学年が違ちがうから会うこともないからな……。




「一いちヶが谷や、部屋にいんの!?」

「！」

　そのとき、突とつ如じよ部屋の扉とびらがノックされ、扉の向こうから二に科しなの声が聞こえてきた。

「ああ、いるけど」

「入るよ!?」

　俺が返事をするよりも先に、扉が開く。

　こいつ、もし俺が今全ぜん裸らだったりしたらどうするつもりなんだよ。

「な、なんだよ……」

「ふふっ……聞いて驚かないでよ？　エロゲ買っちゃった！」

「えっ……はぁあ!?」

　二科の突然の一言に、わけが分からなすぎて声が裏返った。

　突然テンション高く人の部屋に来て、何言ってんだこいつ!?

「パパのクレカが登録してあるアマゾンで、ＤＬ販はん売ばいしてたエロゲ買えたの！　アマゾンだからエロゲ買ったなんてバレないし！」

　一ヶ月で使える額限られてるから、これでもう今月何も買えないけど～、と付け加える二科。笑え顔がおでとんでもないことを言い出して、突っ込みが追いつかない。

「ちょっ、まっ……な、なんでまたエロゲ!?　ＢＬゲーじゃなくて!?」

「ラインで、久く住すみ君が好きなエロゲっての、聞き出せたわけ！　ついでに、私が腐ふ女じよ子しだってこともカミングアウトしたんだけど、あっさり受け入れてくれてー！　とりあえず、久住君の好みのタイプとか、久住君がどういうオタクなのかとか知るためにも、まずはエロゲプレイしてみようかなって！」

「な、なるほど？」

　相変わらずこういうところは、行動力の塊かたまりだな、こいつ。

「で、あんたも一いつ緒しよにやってくんない!?」

「なっ!?　なんでだよ!?」

「エロ同人誌はあんたのやつ読ませてもらったけど、エロゲは初めてだから、なんか勇気いるし……。あと、分かんないとことかあったら説明してもらいたいし」

「俺をエロゲのスペシャリストかなんかだと思ってんのかよ!?」

　っていうか、ＪＫがそんなにエロゲエロゲ連呼してんじゃねえ！

「なに、だめなわけ？　普段色々協力してあげてるのに……」

「い、いや……分かったよ」

　普段協力してもらってるのは本当だし（お互い様だが）、まあ一緒にエロゲやるくらいは気まずさや恥はずかしさを我が慢まんすれば済むことではあるので、とりあえず承しよう諾だくした。

「じゃあ私の部屋来て！　もうすぐインストール終わるから！」




　二科の後に続いて、二科の部屋に入る。

　普段一緒に住んではいるものの、二科の部屋で二人きりになるのは久し振ぶりだ。

　それなのに、さらに二科の部屋で二人でエロゲをプレイする、って……どんな状況なんだよこれ。

「よし、インストール終わってる！　あんた、このゲーム知ってる？」

「え……」

　とりあえず心を落ち着かせて、二科のＰＣ画面を見る。

　そこにはエロゲのタイトル画面が表示されていた。

『読モギャル桜さくら坂ざかリナの秘密』

　初めて見る作品だった。心なしか、読モギャルというヒロインのビジュアルが二科に少し似ている気がしたが、そこは触ふれないでおこう。

　しかし、何か一ひと癖くせありそうなタイトルだな。とんでもなく特とく殊しゆな性せい癖へきのエロゲとかじゃなければいいんだが……。ただでさえ、二人で密室でエロゲやるってだけで気まずいのだ。

「このゲーム、久住君にとって、『人生』とも言えるほど思い入れのあるエロゲなんだって！　じゃ、早さつ速そくスタート！」

　二科、随ずい分ぶんテンション高いな。こいつ、エロ同人誌にも興きよう味み津しん々しんだったし、ＢＬじゃなくてもエロいもの大好きなのかよ？　怒おこられそうだから突つっ込こまないけど……。

　オープニングの後、すぐにストーリーが始まる。

　どうやら主人公は大学生らしい。

　主人公が大学へ行くために電車に乗っているシーンに移る。

【あの女性、綺き麗れいだな……】

　主人公は、電車で見み掛かけたキレイめなＯＬに目を奪うばわれている。

【キツそうな顔、派手なメイク、高いピンヒール……一目見ただけで、Ｓっぽい雰ふん囲い気きの女性に、俺は釘くぎ付づけになってしまう。あのピンヒールで踏ふまれたり、蔑さげすむような目で見下されたりしたら、さぞかし興奮するんだろうな……】

「……!?」

　ちょ、開始五分も経たってないうちに、何言い出してんだこいつ!?

【俺は誰だれにも秘密にしているが、Ｍという性癖を持っている。ああいうキツそうな女性を見ると、妄もう想そうせずにはいられない】

　直球なカミングアウトキタ──!?

　これって……もしかしなくとも、完全に、ドＭ用のエロゲ、だよな……？

　久住の奴、なんでこんなエロゲを『人生』とか言い切ってんだよ!?

　つまり、久住って、もしかして……。

　恐おそる恐る、二科の顔を見る。

「え……何これ、主人公ドＭなの？」

　怪け訝げんな表情で画面を見ていた。

「は、はは……そうみたいだな……」

　戸惑いながらも、二科はマウスをクリックして先に進めた。

　大きな不安を抱えながらも、俺も黙だまって画面を見続けた。

【だが、現実でこの欲望が満たされたことはない。せいぜい、そういう性癖のアダルトコンテンツを楽しむくらいしかできていない、気の小さい俺だ】

　そんなモノローグと共に、主人公は大学の講義中にスマホでドＭ用のエロ漫まん画がを読んでいた。こいつ、バカじゃねえのか？　なんで講義中にエロ漫画読んでんだよ？

【いつか俺の欲望が現実世界で満たされるときは来るのだろうか？】

　モノローグが終わり、主人公が帰宅するために大学から駅に向かうシーンになる。

【俺『あれっ……スマホがない！　まずい、食堂に置いてきたな！』】

　主人公は自分のスマホの行方ゆくえを捜さがすために、公衆電話で自分の携けい帯たい番号に電話をかけた。すると、スマホから女性の声が聞こえてくる。同じ大学の女子学生がスマホを拾ってくれていたことが判明する。

　スマホを受け取るために、女子学生から指定された講義室に行くと、女子学生が一人でそこにいた。

【この女……見覚えあるぞ。確か、読モをやってるとかで、有名な生徒だ。確か名前は……桜坂リナ、だったか】

　そこにいたのこそが、（おそらく）ゲームのメインヒロインである、桜坂リナという女性キャラクターであった。タイトルにある通り、派手なギャルではあるが、絵え柄がらは萌もえ系で、キャラデザも可愛かわいかった。

【その女と対面した途と端たん、俺の心臓が跳はね上がった。キツそうな表情。派手なメイク。そして俺を睨にらみ付けるような鋭するどい視線……。この女に虐いじめてもらえたら、どんなにいいだろう。そう思わずにはいられなかった】

　しかし、主人公はこのヒロインに、俺とは違う感想を抱いだいていたようだ。女を虐めてくれるかそうでないかという視点からしか見てないのだろうか、この男は。

「な、何なのこのゲーム!?　何なのこの主人公!?」

　二科の奴やつ、エロゲやりたいと息巻いていた割には、速そつ攻こうで引いてんじゃねえか……。

　俺が何も言葉を返せずにいると、二科は文句を言いながらもゲームを進める。

【桜坂リナ『ねえ、あんたって……ドＭなの？』】

【俺『……えっ!?　い、いきなり何言って……』】

【桜坂リナ『パスワード掛かってなかったから、あんたのスマホ見ちゃった。これ、ドＭな男がドＳな女にひたすら虐められるエロ漫画だよね？』】

　桜坂リナが、主人公のスマホにエロ漫画を出して、主人公の前に突き出した。

【桜坂リナ『あんた、こういうのが好きなの？』】

【俺『クッ、殺せ……！』】

【今まで誰にもカミングアウトしたことのなかった俺の最大の秘密を知られてしまい、羞しゆう恥ち心しんのあまり死にたくなる】

　この主人公、ドＭの変態だけど、一応羞恥心は人並みにあるようだな。

【桜坂リナ『あたし……一度男を徹てつ底てい的に虐め抜ぬいてみたかったんだよね。ねえ、あたしたち、需じゆ要ようと供給が見事に一いつ致ちしてると思わない？』】

　突然のメインヒロインの衝しよう撃げき的な告白。

　なるほど、主人公もヒロインもどっちも変態なパターンなのか。

【俺『……！　そ、それって……』】

【桜坂リナ『だからぁ、あたしが虐めてあげるって言ってんの。この漫画みたいに。この大学で有名人で読モのこのあたしに虐めてもらえるなんて、感謝してよね？』】

【俺『ほっ……本当か!?　本当に虐めてくれるのか!?』】

　主人公、食いつき早っ！

　清すが々すがしいほどにトントン拍びよう子しな展開である。

「…………」

　二科は最も早はや黙って食い入るように画面を見つめながら、クリックする。

「お、おい、これ以上進めるのか？」

　これ以上先に進めたら、ほぼ間ま違ちがいなく、アレなシーンに……！

「だ、だって、まだ何も始まってないから、よく分かんないし……！」

　二科は震ふるえ声で言う。いや、もう大体の概がい要よう分かっただろ！　二科だって、もうほぼ分かっているはずなのだが、ちゃんと確かめるまで信じたくない、ということだろうか。

　だって、このゲームの概要を理解してしまったら、久住の性癖を理解してしまうということだからな……。

　俺が懸け念ねんした通り、次の瞬しゆん間かん、あっさりとエロシーンに突とつ入にゆうした。まあ、こいつら需要と供給が恐ろしいくらいに一致してるから、展開も早いよな。

　あっという間に主人公は全ぜん裸らにされ、なぜか桜坂リナが偶ぐう然ぜん持ち歩いていたという縄なわで縛しばり上げられた。

　二科は赤面しながらも食い入るように画面を見ている。そんなに男の全裸シーンに興味津々なのか……？

【桜坂リナ『ふふっ、恥ずかしい？　今あんたの恥ずかしいところ、全部見られちゃってるわよ？　そーだ、写真も撮とってあげる』】

【俺『うぅっ……』】

【同級生の女の子に、誰が来るとも分からない大学の講義室で素すっ裸ぱだかにされた上に、縄で縛られて、写真まで撮られている……。ずっと憧あこがれていた初めてのシチュエーションに、俺は信じられないくらい興奮していた】

　一ミリも共感できねえ……！

「……あ、あのさ」

　二科が真っ赤な顔で口を開く。

「こ、ここまでプレイして、完全にはっきりしたけど……このゲームって、ドＭ用エロゲなんだよね？」

「まあ、そうだな」

　最初っから思いっきり兆候はあったけど……。

「つ、つつつまり……く、久住君は……」

「ドＭなんだろうな」

「……っ!?　でっでも、色んなシチュのエロゲが好きで、そのうちの一つがこれ、って可能性も……」

「それはつまり、色んな性癖を持ってて、そのうちの一つがドＭってことになるけど……」

「……っ！」

　二科は俺の言葉に顔面蒼そう白はくになって、言葉を失った。

「い、いや……久住君がドＭなんて、認めたくない！」

「そ、そんな大げさに騒さわぐことかよ？　ドＭくらいで……。お前が腐ふ女じよ子しなのも認めてくれてるんなら、相手の性癖も認めてやったらどうだ？　大体、元はといえばお前がどんなエロゲが好きなのか聞いたから、答えてくれたってだけだろ？　自分で聞いといてドン引きする、って酷ひどいだろ」

　徐じよ々じよに久住が気の毒になってきたので、俺は久住をフォローした。

　まあ大分特殊な方の性癖だとは思うので、受け入れろというのも酷こくな話かもしれないが、世の中にはもっと危ない性癖もあるわけだし……。

「無理！」

　二科は即そく答とうする。

「いや、ドＭ気持ち悪いとか、そういうこと言ってるんじゃないよ!?　もしこの先付き合ったら、って考えると……私、どっちかっていうとＳの男性が好きだから、Ｍの男性は好みじゃないから無理なの」

　二科は必死に訴うつたえるかのように言った。

　そ、そうだったのか……。性癖の相あい性しようが合わないというのなら、それは仕方がないのかもしれない。

　考えてみれば、女子人気があるキャラってＳっぽいキャラが多いかもな。オタク女子ってＳキャラ好きが多いのだろうか。

「こうなったら、久住君に直接聞いてみる！　このゲームの、どんなとこが好きなの？　って……」

「えっ……それでもし久住がドＭだって判明したら、どうするんだ？」

「そりゃあ……いくらイケメンで優やさしくてガチオタでも、やっぱりドＭは無理……。だ、だって、私にこういうことして欲しいって、望んでるわけでしょ!?　な、なんか、このリナってキャラ、心なしか……私にちょっと似てる気がするし！」

　二科は真っ赤になって言う。やっぱり本人も思ってたのか……。

　俺としては、チャラいモテ男とかよりは、童どう貞ていドＭ変態の方がずっとマシだと思うんだけどな……。

　二科が久住にラインして、やがて返信が来る。

「…………」

　ラインを読んで、二科は真顔になっていた。

「な、なんだって？」

「『久住君が最高だって言ってたゲーム、興味があって調べてみたんだけど、ちょっと特とく殊しゆなゲームなんだね。久住君は、このゲームのどんなところが好きなの？』って送ったら……『あのゲームは俺の理想の全すべてが詰つまってるんだ！』って……」

「な、なる……ほど……」

　もう何も言い逃のがれできないな、これは……。

「はぁー……また、振ふり出しに逆ぎやく戻もどりかー……」

　二科が遠い目をして呟つぶやいた。

「え、久住とはこれで完全に終わりなのか!?」

「まあ、同じ職場のバイト仲間だし、職場ではバイト仲間として普ふ通つうに会話するけど……今後はラインが来ても素っ気なくするかな」

　久住、ご愁しゆう傷しよう様さま……。

　付き合ってもない好きな相手に、こんな特殊性せい癖へきを早々にカミングアウトしてはダメだったんだ。同情はするけど、もうこれ以上援えん護ごはできない……。




　　　　＊　＊　＊




　翌日の日曜日。

「はぁ……」

　今日はよりによって久住とシフトがかぶっていた。料理をしている久住は、明らかに表情が暗かった。

　これ……完全に二科からのラインが素っ気ないせい、だよな？

「な、なんか今日暗いな？」

　放ほうっておけず、思わず声をかける。

「あはは、ちょっと……はーとさんから、突とつ然ぜんラインの返信来なくなっちゃってさ」

「そ、そうなのか……」

　二科から全部聞いてるとはさすがに言えないので、曖あい昧まいな相あい槌づちを打つ。

「何がいけなかったんだろう……？　どんなエロゲやってるんですかって聞かれて、正直にドＭエロゲの名前答えちゃったから……？」

「いや、確実にそれだろ！」

　こいつ、本当に見た目の割にはモテない童貞側のメンタルなんだな？　親近感半はん端ぱないが……。

「相手がよっぽどドＳな女とかじゃない限り、まだ仲良くもないのにそれカミングアウトされたら引くんじゃないか……？」

「そ、そっか……。……はーとさんは、ドＳな女子かと思ったんだけどな～」

「えっ……」

「はーとさん、まだあんまり喋しやべったことないけど、すごいキツそうなギャルって感じで、俺の理想そのものでさ！　男のこと罵ののしったり振り回したりしそうな感じが滲にじみ出てて！」

　なるほど……。こいつの千里眼は満まん更ざら間違っていない、と思う。

　二科がまだバイト先で本性を現してないうちから、あいつのキツさや口の悪さ、横暴さを見抜くなんてすごいな。

　ただ、だからといって二科が本当にＳというわけではなかったのが、今回うまくいかなかった要因なんだが……。

「で、初めてはーとさんを見たときに思ったわけ！　この女性は、俺を虐いじめてくれるかもしれない女性だ、って……！」

「でもなんではーと……？　他ほかにもドＳっぽい子いるだろ。彩いろ葉はさんとか、はーとより真性ドＳっぽいけど」

「あー、あの子ね。俺、妹いるからか年下好きじゃないんだよねー。あとギャルの方が好きだから」

「なるほど……」

　つまり、二科がドストライクだったというわけか。

「まあ、付き合ってないうちからの性癖暴ばく露ろは、さすがにやめといた方が賢けん明めいかもな……」

「うん、そうだね……。今回のことで激しく反省したよ。次から、相手がドＳだって確定してから暴露することにする」

「！　あ、ああ……それがいいかもな」

　何にせよ暴露することは確定なんだな……。

「一ヶ谷君、いい人だね～！　あ、後でライン交こう換かんしない!?」

「！　あ、ああ、そうだな」

　なぜか久住に懐なつかれて、後でラインを交換しようということになった。

　そのとき気付く。店内には、五ご条じようさんの可愛かわいらしい歌声が響ひびいていたことに。

　今日もまた、早さつ速そく客からリクエストを受けて五条さんはステージで歌っている。

　五条さんの可愛らしい歌声を聞きながら働くって、なんて心ここ地ちいいのだろうか。

「平本さんからのリクエストで、『レモン』歌わせて頂きました。ありがとうございました～。それでは次は、新人のはーとちゃんです」

「えっ……!?」

　五条さんの声に驚おどろいてステージの方を見る。

「え、えっと……竹田さんにリクエスト頂きまして、私、はーとが一曲歌わせて頂きます。初めてのリクエストありがとうございます。曲は『独りごと』」

　マイクを通した二科の声が聞こえてきてから、人気アニメのＯＰのイントロのカラオケが流れ始める。

　ステージに立つ二科は、今の声もだが、非常に緊きん張ちようしている様子だ。

　二科、ついに歌のリクエストもらえたのか。良かったじゃないか。

　二科が歌い始める。五条さんに負けず劣おとらず、可愛らしい声で歌えているし、結構上手うまかった。

　ただ、五条さんと違ちがうのは、緊張しすぎて棒立ちであるということくらいだろうか。

「はーとさんの歌、めちゃくちゃ可愛いな～」

　気付けば、久住が二科の歌声に聴きき惚ほれていた。

「おーい、歌に聴き惚れるのはいいけど、料理まだー？」

　今日も今日とて、なぜかカウンター席に座って男とばかり喋りたがっている佐さ々さ木きのオッサンに料理を催さい促そくされ、久住は慌あわてて料理に戻もどった。

「ありがとうございました～」

　気付けば一曲歌い終わっていた二科が、ステージから降りる。

　……とそこで、俺の目に驚くべき光景が入ってきた。

　男性客が、ステージまで二科を迎むかえに行き、二科の背中に片手を添そえていた。

「いや～良かったよ、はーとちゃん」

　あれが、リクエストをくれた客か？

　うちの店は、メイドに接せつ触しよく禁止である。

　俺は咄とつ嗟さに店内を見み渡わたす。今の時間、店長は他の店てん舗ぽに行っているし、他の社員もいない。問題なんじゃないかと思うのだが、うちの店は店長や社員が店にいないことが度たび々たびある。

　今店内にいる男性の従業員は俺と久住の二人。久住はキッチンで料理中で気付いていない。

　止められるのは……俺しかいない。

　本来はやってはいけないのかもしれないが、俺は咄嗟の判断でキッチンを出て二科の元へとへ移動した。




「あ、あの、お客様……すみませんが、うちの店はメイドへの接触禁止になりますので……」




「……！　い、一ヶ谷……」

　二科が驚いた表情で俺を見ていた。

　また、五条さんも俺を見て驚いた様子だった。

「あ、ああ……はいはい。すみませんね」

　逆ギレされたらどうしようかと思ったが、男性客は感じの悪い返事をしながらも、二科の背中から手を離はなしてくれた。

　俺は一応軽く頭を下げてから、またすぐにキッチンに戻った。







「あ……お疲つかれ」

　その日のバイトが終わった後。

　秋あき葉は原ばら駅の改札で、いつも通り二科と合流した。

「はい！　バイト後って、喉のど渇かわくでしょ」

「え……サ、サンキュ」

　二科にペットボトルのお茶を渡されて、驚いた。これは、二科が自じ販はん機きで買ったのだろうか。

「あの、今日……ありがとね」

「……！」

　駅のホームに向かって歩きながら、二科が礼を言った。

　もしかして、このお茶はお礼のためにわざわざ……？

「いや、別に、店長とかいなかったら俺が行くしかなかっただけで……」

　少し照れくさく思いながら、チラッと二科を見ると。

　二科は俯うつむきがちで真っ赤になっていた。

「その、なんか……すごい、びっくりした。あんたがあんなことしてくれるなんて思わなかったから……」

「え？　あ、ああ……」

「けど、ほんと……助かったから」

　そんなに照れながら感謝を伝えられると、俺まで照れる。

「…………。そ、そういや、今日久住と話したぞ」

「え、久住君……!?」

「落ち込んでたけど……まあ、大だい丈じよう夫ぶそうだな」

「そ、そっか……。いい人そうではあるから、私以外でいいドＳの女子と出会ってくれたらいいな」

　確かに二科の言うとおりだと思ったが、ドＳな女子なんて少ないだろうから、久住、かなり詰つんでるよな。それも、相当好みうるさそうだし……。




　　　　＊　＊　＊




　翌週の土曜日。

　俺は午後二時からシフトが入っていた。

　土曜だからか、早い時間から客の入りがいい。

　午後三時までは久住と二人体制だったので余よ裕ゆうがあったものの、その時間に久住が上がって一人になってからは、目が回るほどの忙いそがしさにテンパっていた。

　まだオープンしてからそんなに経たってないっていうのに、割と繁はん盛じようしてんな。まあ、いいことなんだろうけど……。

「おかえりなさいニャン、ご主人様～！」

　扉とびらが開いて、また新しい客が入る。

　ふと客の方へ目を向けると……。

「……ぶっ!?」

　その姿を見て、俺は驚きのあまり噴ふき出した。

　そこにいたのは、一見女の子にしか見えない可愛い男子……俺の友人、四十あい崎さき猛たけしだった。

　俺、あいつにバイト先言ってないのに、なんでここが割れたんだ……!?

　今日はよりによって、二科もバイトに入っている。

　学校ではオタクを隠かくしているんだから、二科の姿が見られたらまずい！

「カウンター席とテーブル席、どちらにしますか？」

「じゃあ、テーブル席で……」

　あいと一いつ緒しよにいた男が答えかけたところで、俺は慌ててキッチンから出て店の入り口に向かい、あいに近づいていった。

　テーブル席に座らせたら、一いつ瞬しゆんで二科が見つかると思ったからだ。

「あい！」

「え……、!?　か、景かげ虎とら!?」

　あいは俺の姿を見て驚いていた。

　ってことはこいつ、偶ぐう然ぜんこの店に入ったのか!?　いや、よくアキバ来てるし、あり得る話だが……。

「景虎のバイト先のメイド喫きつ茶さって、ここだったの!?　うわー、すごい偶然！　ってかほんとに働いてる！　ウケる～！」

「何がそんなに面おも白しろい……そ、そうだあい。せっかくだからカウンター席座れよ。今ならカウンター席誰だれもいないから、俺を独どく占せんできるぞ」

　なんとかカウンター席に座らせようと誘ゆう導どうする。

「えー、メイドさんと話しに来たのになんでメイド喫茶に来てまで景虎と喋しやべんなきゃいけないのー？　休日にお金払はらって景虎と喋るとかどんな罰ばつゲームなの！」

「おまっ……」

「まーでも、今カウンター席誰もいなくて可か哀わい想そうだし……しょうがないからカウンター席に座ってあげるよ。本田さん、カウンター席でもいい？」

「ああ、俺はなんでもいいよ」

「……！」

　そこで初めてあいの連れの男をちゃんと見た。

　三十代くらいの、小太りのオッサンだった。

　あい、なんでこんなオッサンとメイド喫茶に!?

　まさか、最近話題のパパ活とかいう奴やつか!?

　──いや、いくらあいが可愛かわいいからって、男が男にパパ活ってありえないか。落ち着けよ俺……。

「えっと、あい、この方は……」

「カメラマンの本田さんだよ。今日コスプレイベントがあって、その帰りにアフターで、せっかくだから新しくできたメイド喫茶に行こうってなって」

「な、なるほど……こちらどうぞ」

　俺はカウンターからお絞しぼりとコースターをそれぞれ二つ並べて、メニューを一つ渡した。

「今日のあいちゃんの『カグラリナ』ちゃんのコスプレ、めちゃくちゃ可愛かったすよー。見ます？」

　カメコのオッサンは興奮気味にカメラを取り出す。

　おい、このオッサン、男のあいを完全にそういう目で見てねえか!?

　オッサンが、カメラの液えき晶しようモニターを俺に見せてきた。そこには、人気バーチャルＹｏｕＴｕｂｅｒ『カグラリナ』のコスプレをしたあいの写真があった。

「大人気で囲まれてましたよー」

「って、すげえ肌はだの露ろ出しゆつ度どだな……」

「ほんと、男の子と思えないくらいエロいですよねー。多分俺以外の撮さつ影えい者は全員女の子だと信じて疑ってませんでしたよぉー」

「……!?」

　その言葉に、思わずオッサンの顔を見た。

　な、何言ってんだこのおっさん!?　やっぱり男のあいのことをエロい目で見てるド変態野や郎ろうじゃねえか!?

「？　景虎、なんかすごい顔してるけど、どうかした？」

「ああ、いや……」

　いくら男の娘こ好きのド変態でも、今は客だ。ちゃんと客として対応しなければ。

　っていうか、なんで男を巡めぐって男に憤ふん慨がいしてるんだ俺は。冷静になれよ景虎。今この場には男しかいないんだぞ。

「すみませんお待たせしました！　メニュー決まりましたか？」

　そこに、一人のメイドが注文を取りに来た。

「……っ！」

　メイドの姿を見て、しまった、と思う。

　注文を取りに来たのは、二科だった。

　せっかくカウンター席に無む理り矢や理り座らせて、二科と遭そう遇ぐうするのを回かい避ひさせようとしたのに……！

「えーっと……あれ？　なんか……見覚えが……」

　あいは二科の顔を見て反応する。そりゃあそうだよな……。

「へ？　あ、あれ……？　なんか私も、見たことある気が……どっかで会ったことあります？」

　二科もあいの顔を見て驚おどろいている。

「あぁっ！　うちの高校の二科さん!?　な、なんでメイド喫茶に……!?」

　ついにあいが思い出して声を荒あららげた。ああ、バレてしまった……。

　クラスは違ちがえども、二科の顔は認にん識しきしてたからなあ。

「え、同じ学校の人……!?」

「ああ……俺の友達の四十崎猛だ。コスプレイヤーの」

　こうなってしまっては仕方ない。俺はもう諦あきらめて、二科にあいを紹しよう介かいした。

「ああ～！　あのあんたとツーショ撮とってた男の娘レイヤーの！　へぇ～！　本物可愛い～！」

「……ってお前、学校の奴にメイド喫茶のバイトバレして大丈夫なのか……？」

　大して焦あせりもせず吞のん気きなことを言っている二科に、突つっ込こむ。

「あー、まああんたの友達だったら内緒にしてくれるでしょ。えっと、四十崎君、だっけ。このこと、学校の人には内緒にしてくれる？」

「うん、いいよー。へー、二科さんがメイド喫茶で働いてるなんて意外～！」

「は……？　え、ちょっ……」

　二人の脳天気な会話に凍こおり付く。

　そんな軽い話だったのか、これ!?　二科、全然動どう揺ようしてねえし！　一人で必死に隠そうとしてた俺がバカみたいじゃねえか！

　気を取り直して二科が注文を取り、俺が二人分の飲み物を作って出した。

「今日はどちらからいらしたんですか？」

「お台場の方でコスプレイベントがあって、その帰りなんすよ」

　二科の質問に、カメコのオッサンが答える。二科、前に比べたら随ずい分ぶん客と自然に話せるようになったもんだな。

「え、コスプレイベント行ってきたんですか！」

「今日撮ってきた写真です」

　カメコのおっさんが二科にあいのコスプレ写真を見せる。

「えぇ～！　四十崎君の『カグラリナ』コスプレ可愛い～っ！　あ、私もＶＴｕｂｅｒの『ユメノ☆サキ』ちゃんのコスプレとかするんですよ！」

「えっ、二科さんがコスプレ!?　ってか二科さんってオタクなの!?」

「うん、そうじゃなきゃメイド喫茶で働かないって！」

　二科とあいは、初めて会話するのにも拘かかわらず、意外にもフランクに話している。

「二科さんだったら王道美少女系のコスプレ何でも似合いそうだね～！」

「えーそんなことないって～！　四十崎君こそ、男子とは思えない美少女じゃん！　他ほかにはどんなコスしてるの？」

　その後も二人はコスプレの話題で盛り上がっていた。

　まさかこいつらがこんな風に気さくに会話する日が来るなんてな……。

　カメコのおっさんがトイレに行くために席を外した、そのとき。

「っていうか、景虎と二科さんが同じバイト先で働いてるのって、まさか偶然、じゃないよね……？」

　あいが少し神しん妙みような様子で俺たちの顔を見て尋たずねた。

「……！」

「あー……実は、今まで隠してたんだけど……」

　俺はこれまでの二科との経けい緯いを簡単にあいに説明した。

　オタクの恋こい活かつパーティーで偶然会ったこと。それ以降、互たがいの理想のオタクな恋人を作るために協定関係を結んで、色んな出会いの場に行ったこと。

　さすがに、一緒に住んでいることは言えないが。

「二科が学校でオタク隠してるから、今までお前にも言えなかったんだよ……ごめん」

「えーっ何その深夜アニメみたいな展開!?　色々衝しよう撃げき的すぎるよー！」

　さすがにあいは驚いた様子だ。無理もない。

「あっやべ！　お客さん戻もどってきた！　客の前では内緒にしなきゃいけねえんだよ！　この話ここで終わりな！」

　カメコのおっさんがトイレから戻ってきたので、俺は慌あわてて話を切り上げた。あいはまだ困こん惑わくしている様子だったが、仕方がない。




「それじゃ景虎、二科さん、また学校でね～」

「あ、ああ……ありがとうございました」

「ありがとうございました～！」

　一時間の滞たい在ざい後、あいとカメコのおっさんは帰っていった。




　その日のバイトが終わった、帰り道。

　いつも通り二科と駅の改札で合流する。

「四十崎君って、生で見ても本当に男の子？　って思うくらい可愛いね～！　それにめっちゃ話しやすかった！」

　二科が楽しげにあいの話をしている。

　ん？　もしやこいつ……あいのことが気になってるのか？

　考えてみれば、二科が男性とあんなに楽しげに話してるのって、久し振ぶりに見た気がする。

「お前、可愛い系は好みじゃないとか言ってなかったか……？」

「え？　まあ男性としては好みじゃないけど、コスプレ友達としてまた話してみたいかな！　可愛いからなんか男子と話してるって感じ全然しなくて、自然体で話せるんだよねー」

　そういうことか……。二科の言葉に、妙に納なつ得とくした。

「四十崎君、コスプレ関係でイケメンコスプレイヤーの友達とかいないのかなー？」

「おまっ……あいの友達にまで手を伸のばすつもりかよ。確かあいは、カメコと女子レイヤーしか知り合いいなかったと思うぞ」

　ツイッターを見たり話を聞いている限り、そんな感じだった。

「マジか……。はぁ……あんたはいいよね、五条さんがいるんだから。私みたいに、必死に出会い探さなくていいんだもんね」

「え……？」

　こいつ、久住がドＭだと知って完全になしになったから、また新たな出会いを探そうと必死なのか。

　確かに、うちのバイト先には久住以外に若いイケメンっていないから、実質もう出会いゼロだもんな……。







　翌日。

　朝のＨＲが始まる前、俺は机に突っ伏ぷして寝ねていた。

　最近学校とバイト、更さらに少しだが家事もあり、疲つかれ切っている中、寝る前にはいつも通り遅おそくまでスマホを弄いじってしまうので、疲れと寝不足で学校で寝ることが増えた気がする。

「景虎ー」

　あいの声が聞こえて、机から顔を上げた。

「ん……？」

「二科さんが呼んでる」

「えっ……ああ」

　てっきり昨日の話でもしに来たのかと思ったら、違った。

　教室の後ろ側の扉とびらを見ると、廊ろう下かに二科が立っていた。うちのクラスの男子生徒が、二科の方をチラチラ見て気にしているのが分かった。

　あいつが俺の教室まで話しにくるのなんて、初めてだった。一体何の用だ？

「鞄かばん持って来て欲しい、って」

「鞄……？」

　不思議に思いつつ、言われたとおり鞄を持って俺が教室の後ろ側を通って二科の元へ向かうと、ジロジロ見られているような気がした。

　ああ、俺なんかが二科と話したら、なんであんな奴やつが!?　って男子どもに思われるんだろうな……。

「な、なんだ？」

「ちょっと来て！」

「え、どこに!?　もうすぐＨＲ始まるんだけど……」

「人目がないとこ！　うーん、トイレとか……」

「トイッ……!?　どっちのだよ!?」

「確かに……じゃ、こっち！」

　二科は早足で階段の方へ移動する。階段の踊おどり場には、確かに今誰だれもいなかった。

　人目のないところに連れて来て、一体どういうつもりだ……。

「これ！　あんた間違えたでしょ！」

　二科は、自身の鞄から俺のランチバッグを取り出して俺に突き出した。

「え……!?」

　昨日の夜。夕食当番だった二科は、食べきれなかったおかずの残りを冷蔵保存していた。

　今日の朝それを弁当箱に詰つめていて、結構余っていたらしく、俺にも弁当にしようかと提案してきたので、お願いした。

　その二つの弁当箱はテーブルの上に置かれていた。弁当箱は二つとも同じもので、俺はありがたくそのうちの一つをランチバッグに入れて持って来たのだが……。

「間違えたって何だよ？　あの弁当、中身同じだろ？」

「同じじゃないし！　私の方はご飯少なめにしといたの！」

　米が少ないとか多いとかって、そんなに重要なことなのか……。

「あーはいはい、分かったよ」

「ちょっと早くしてよ！　こんなところ誰かに見られたら……」

　二科に急せかされながら、鞄からランチバッグを取り出していた、そのとき。

「あーもーこいつちょーうざいんだけどー。ブロックしちゃおーかな」

「この間の合コンの？　いいかもとか言ってたじゃん」

「一回会ったら結構性格うざかったー。顔がいいだけなのに調子に乗っててー」

「……っ！　やばっ！」

　階段下から女子二人の声が聞こえてきて、二科が反応する。

　二科は慌てて、俺の手から無む理り矢や理りランチバッグをぶんどって、自分の持っていたランチバッグを俺に押し付けて、弁当箱を強制的に瞬しゆん時じに交こう換かんした。

「あれっ、心こころー？」

「！」

　そこで、女子二人が階段を上がってきて、そのうちの一人が二科に声をかけた。

　一人は茶ちや髪ぱつのボブで、バッチリメイク、もう一人は黒くろ髪かみロングでナチュラルメイクであり、タイプは違ちがうが二人とも可愛かわいくてイマドキで、見るからにモテそうで、とてもじゃないが普ふ段だんは関わり合うことのない人種の女子だった。

　リュックを背負っているので、今登校してきたようだ。

　二科の友人なのか。なんかとんでもなくビッチ臭しゆう漂ただよう会話が聞こえてきたが……。

「おはよー、こんなとこで何してんの？　……」

　茶髪の方が、二科に声をかけつつ俺を見てきたので、目が合う。

　二科以外でこんなリア充じゆう女と関わることなどまずないので、緊きん張ちようが走る。

「あっえっえっと……」

「てかこれ誰？」

　二科が返答に困っていると、茶髪の方が何も気にせずにズバリ俺のことを二科に聞いた。

「何何何？　なにやってんのー？　心が男といるなんて珍めずらしくない？」

　今度は黒髪の方も、俺を悪びれもせずにジロジロと見ながら二科に尋ねた。

　二人の質しつ問もん攻ぜめに、二科は冷や汗あせをかきながら俺の方をチラチラ見る。

「あっ、その……」

「彼氏？　……ってそんなわけないか」

「それはないでしょー」

「……！」

　二人の言葉と様子は完全に俺をバカにしているようだった。

　二科の彼氏が俺というのは、イケてなさすぎてありえない、ってことか……。

　二科に身だしなみについて色々教わってから、出会いの場やデートでは髪形や服など頑がん張ばるようになったが、学校には目当ての女子などいないので、何もセットしてない髪に制服もただ着ただけであった。

　だから、このリア充女子二人にそう思われても、仕方がないかもしれないが……。

　面と向かってこう言われると、まあまあ傷つくし腹立つ。

「それだけは違うから！」

　二科が、きっぱりと否定した。二科の言葉が俺の傷心に追い打ちをかける。

「え、ってかなんで二人ともランチバッグ持ってんの？　まさか……」

　茶髪の方が、俺たちの手元を見て言った。

　やばい、まさか……何か勘かんづかれたか？　俺たちが同どう棲せいしていることについて……。

「心、その人にお弁当作ってきてあげたのー？」

「へ……？」

　見当違いのことを言われて、二科が気の抜ぬけた声を出す。

　さすがに、同じランチバッグだからって同棲という発想には結びつかないか……。

「えー!?　心、どんな男子にも全然興味なさげだったのに、その人のことが……？」

　黒髪の方が驚おどろいた様子で言いながら、更に俺を見た。

「違うから！　それだけは絶対にないから！　これは偶ぐう然ぜんでっ……！」

　そこで、予よ鈴れいが鳴った。

「やばっ！」

　女子二人と二科が走り出す。

　俺も慌あわてて教室へ戻もどった。




　とりあえず同棲については全く怪あやしまれていないようで良かったが、あのリア充ビッチども、俺のこと完全に舐なめ腐くさっていたな……。

　ああいう人種に舐められないようにするには、学校でもお洒しや落れしたり友達を増やすなどして学校でのヒエラルキーの階層を上げなければならないが……学校でも身なりに気を遣つかうなんて面めん倒どうくさいし、友達を増やすなんてできる気がしない。

　俺は学校外で可愛いオタク女子の彼女が作れれば、それでいいんだ。

　そう思い直して、自分で自分を励はげました。




　その日の昼休み。

「いやー、ほんとびっくりしたよ。普通にメイド喫きつ茶さ入ったら景虎と二科さんがバイトしてるなんて……」

　食堂であいと食事をとる。

「あっちょっ……！　お前、そのことは学校でははっきり言葉に出すなって！　二科、オタクだってこともメイド喫茶のバイトも隠かくしてるから！」

　俺は慌てて小声であいに伝えた。

「あっそっか！　そーだったね。にしても、景虎がまさか僕の知らないうちにあんなリア充女子と仲良くなってたなんてねー」

「べ、別に仲いいってわけじゃないけど……。にしてもお前、普段あんな変なカメラマンとコスプレイベント行ってんのかよ」

「え？　変？」

「男同士なのにお前のこと変な目で見てるだろ、多分……」

「あー、たまにちょっと気持ち悪いとこあるかもね。でもカメラめちゃくちゃ上手うまいしいい人だから、別にいっかなって。もっとやばい人いっぱいいるからさ」

　コスプレ業界ってそんなに闇やみ深いのかよ……。

「あっやば！　僕今日四十五分から委員会の集まりあるから行くね！」

　あいはスマホの時計を見てから、慌てて荷物をまとめて席を立った。

　一人食堂に取り残される。

　俺はまだ二科の詰めてくれた弁当を食べきっていなかったので、一人寂さびしく残りの弁当を食べた。

「……！」

　一つ奥のテーブルに、見覚えのある姿を発見する。

　三波さんが座っていた。数名の友人らと、食事をしていた。

　俺が見ると、一瞬目が合う。三波さんは、もっと前から俺の姿に気付いていたのだろうか。

　三波さんに、声をかけたい。西園寺エミリーの動画の件で……特に、リアルＹｏｕＴｕｂｅｒとコラボして炎えん上じようしてしまったあの動画の件について、彼女はどう思っているのか、凹へこんでないのか、話を聞きたい。

　しかし、俺から後こう輩はいとはいえあんな派手な女の子グループに近づいて、三波さんに声をかけるなんて……できるはずがない。

「……！」

　そう思っていたところ、三波さんの席の女子集団が席を立ち始めて、移動の準備を始めていた。

　まずい。三波さんも食堂から移動してしまう。

「あ……わたし購こう買ばいで買う物あるから、先教室戻ってて」

　焦あせっていたそのとき、三波さんのそんな声が聞こえた。

　やがて女子たちは席を立って移動する。

　今がチャンスだ！　そう思い、席を立って三波さんを見ると、再び三波さんと目が合った。三波さんはなぜかこっちへ向かって歩いてきて……。

「一ヶ谷先輩、こんにちは」

　三波さんが俺のテーブルまでやってきて、僅わずかに笑えみを浮うかべて挨あい拶さつをしてくれたので、驚いた。

「み、三波さん……！　久し振ぶりだね」

　まさか彼女の方から声をかけてくれるなんて思っていなくて、内心驚きつつ嬉うれしくなる。

「あ、えっと……相変わらず、観みてるよ、アレ」

　バーチャルＹｏｕＴｕｂｅｒは魂たましいバレ絶対ＮＧであると前に聞いたため、具体的な単語は出さずに、小声で伝えた。

　そういえば、あの動画について聞きたくても、学校じゃまずいよな。

「あ、ありがとうございます……」

「えっと、色々聞きたいこととかあったんだけど、ここじゃまずいよね……」

「……！」

　三波さんは俺の言葉に、周りを見み渡わたした。食堂にはチラホラ人がいる。

「あの……一ヶ谷先輩、今日の放課後って、お忙いそがしいですか？」

「え……!?　い、いや、暇ひまだよ」

　三波さんの突とつ然ぜんの質問に驚きながらも返答する。

「じ、実はわたしも……ソレ関係でご相談したいことがありまして……。もし良かったら、少しだけお時間もらえませんか？」

「!?　お、俺なんかで良ければ、勿もち論ろん！」

　三波さんが俺に、相談!?　驚きつつも即そく答とうした。

　三波さんが俺なんかを頼たよって相談してくれるなんて、めちゃくちゃ嬉しい！　今日はちょうどバイトも入ってなくて良かった、と心から思う。

「ありがとうございます！　それじゃあ、誰だれからも話を聞かれない場所……そうだ。この間の準備室でお話しできませんか？　鍵かぎをかけて小さめの声で話せば安心ですし」

「……！　う、うん……」

　またあんな密室で、しかも鍵をかけて……!?

　いや、情報漏ろう洩えい防止のためというのはよく分かるのだが、あんな場所で二人きりで話すなんて、めちゃくちゃ緊張しそうだな……。

「それじゃあ、四時に準備室、でも大だい丈じよう夫ぶでしょうか？」

「うん、大丈夫！」

「宜よろしくお願いします」

　もうすぐ昼休みも終わるので、俺たちは食堂を出てそれぞれの教室へ向かった。




　まさかこんな展開になるなんて驚いた。

　三波さんのＶＴｕｂｅｒ関係の相談って、やはり、先日のコラボ動画の件についてだろうか。

　あの件について俺も聞きたかったから、話せる機会ができてとても助かった。

　考えてみれば、彼女の秘密を知っているのって、この学校では俺だけなのかもしれない。だからこそ、俺に相談を持ちかけてくれたのだろうか。







　その日の放課後。

　ＨＲの後、あいとの雑談もほどほどに、あいには今日は行かなければならない場所があるからと告げて、俺は準備室へと向かった。

　十六時前に準備室の前に着く。

「一ヶ谷先輩」

「……！」

　声のした準備室の中を見ると、既すでに三波さんの姿があった。

「入って下さい」

「あ、うん」

　俺が入ると、三波さんは準備室から顔を出して周りをキョロキョロ見渡して、誰もいないことを確かく認にんしてから扉とびらを閉め、内側から鍵をかけた。

　確かに、二人きりでこんなところに入っているところを誰かに見られたら、絶対変に思われるもんな。しかも三波さんって、ハーフの美少女で芸能活動をしている、と学校内で有名人だし。

　それにしても、仕方がないとはいえ、これでまた鍵のかかった密室に二人きりか。なるべくドキドキしないように気持ちを落ち着かせなければ。

　鍵をかけた後、三波さんはｉＰｈｏｎｅから大きめの音で音楽を流し始めた。

「これで、ここでの会話が外に漏もれることは絶対にありません」

　準備室から音楽が聞こえてきたら、それはそれで変に思われると思うけど、まあ会話が外に漏れるよりはずっとマシか。

「今日は本当にありがとうございます」

「いや、全然！」

「それで、あの、早さつ速そく相談しても良いでしょうか？」

「うん！」

「バーチャルＹｏｕＴｕｂｅｒの活動のことなんですが……」

　三波さんは神しん妙みような表情で話し出す。

「わたし、活動を始めてからずっと、すごく楽しく活動してました。自分のやりたいことをやりたいようにやって、それを視し聴ちよう者の皆みなさんが受け入れてくれて……」

「うん、そうだよね」

　西園寺エミリーの動画は、やりたいことを楽しんでやっている動画こそが、見ていて一番楽しい。

「でも最近、運営会社の方針で、わたしが全く好きではない流行のゲーム配信を強要されたり、他のＶＴｕｂｅｒさんとコラボばかりさせられたり……。ＶＴｕｂｅｒさんならまだしも、男性のリアルＹｏｕＴｕｂｅｒさんとのコラボとかもあって……」

「……！　ああ、見たよ。俺も、その件について聞きたかったんだ」

「！　見て下さってましたか。運営会社の方針で、今後も、新規の視聴者を取り入れるために話題性があることや、流行はやっていることばかりやる予定になっていて、確かにそれも大事なんですけど、運営が考える企き画かくがどうも方向性がおかしいと感じてしまうものばかりで……。すみません、具体的な企画の内容は社外秘なので言えないんですけど……」

「いや、本当にその通りだよ！　俺もぶっちゃけ、最近のエミリーの動画を見てて色々思ってたけど、やっぱり運営の方針だったんだ!?」

　つい熱くなってしまった。

「え……？　色々っていうのは……」

「正直に言わせてもらうと、俺も今までのエミリーの活動の方が好きだったな、って……。美少女がいっぱい出てくるゲームやって萌もえてたり、百合ゆりについて熱く語ってたりとか……」

「……！」

「女の子のＶｔｕｂｅｒとのコラボとかは良かったけど、リアルＹｏｕＴｕｂｅｒとのコラボは、三波さんの言うとおり、ファンからしたらショックだったと思う。西園寺エミリーのファンがそんなことされて喜ぶわけないのに……。ほんと、なんで運営はそんなことも分かんないんだろ？」

「一ヶ谷さん……」

「あっ、ご、ごめん、正直に言い過ぎて……」

「いえ……！　むしろ、嬉しいです。そんなに西園寺エミリーに注目して下さって、考えて下さって……」

　三波さんは驚おどろいた様子で言う。

「と、とにかく、西園寺エミリーは好きなことを好きにやって、好きなことを語っているところがすごく魅み力りよく的で、ファンはそういうところが見たいって人が多いはずなんだよ。だから、三波さんの考えは間ま違ちがってないと思う。なのに運営は……」

　誰が企画を考えているんだか分からないが、どんだけ無能なんだよ。西園寺エミリーのこと、全然よく分かってないんじゃないのか？

「あ、ありがとうございます……」

　三波さんは口を押さえて俯うつむいていた。

　熱く語りすぎて引かれたか？　と思ったが……。

「やっぱり、一ヶ谷先輩に相談して良かったです」

　三波さんは顔を上げると、恥はずかしそうに笑え顔がおを浮かべていた。

「え!?　いやごめん、俺相談してもらったのに全然解決策とか提案できなくて……」

「いいえ！　一ヶ谷先輩の言葉で、やっぱりわたしの考えは間違ってなかったんだって思うことができましたし……。今まで誰にも相談できなくて、運営が正しいのかな、わたしが間違ってるのかな、って思って悩なやんでいたんですけど……一ヶ谷先輩のお話を聞いて、ちゃんと運営に意見して、話し合ってみようって思えました。だから……本当にありがとうございます」

「いや、そんな……ただの一ファンの意見だけど……」

　三波さんが俺なんかの言葉でそんな風に思ってくれたなんて、正直に言って本当に良かった。俺の方こそめちゃくちゃ嬉しい。

「あっそういえば、最近の動画でもすごく好きなのあったよ！」

「え？　どれですか？」

「視聴者からの質問に全部答える、ってやつ！　好きなアニメとか好きなゲームとかの質問、全部百合萌え要素がある作品ばっかで、ほんとにガチ勢なんだな～って」

「ああ……！　あの動画はすごく楽しかったです」

「『好みのタイプの男性は？』っていう質問も、『ボーイッシュ系の女の子か、クールビューティーなお姉様系です！』ってナチュラルに即答してたのもめっちゃ笑った！　男性って聞いてんのに、思いっきり女の子で答えてんだもん！　百合系バーチャルＹｏｕＴｕｂｅｒとしてお手本のような回答だったよね！」

「！」

「百合キャラのＲＰが本当に完かん璧ぺきなんだなあ、って、改めて感動したんだけど……」

「…………」

　三波さんは、なぜか俺の話を聞いて、俺から視線を逸そらして俯いてしまった。

「……？　み、三波さん……？」

　え？　俺今なんかまずいこと言ったか？

「その……ＲＰじゃないんです……」

「え……？」




「わたし……本当に、女性が好きかもしれなくて……」




「!?」

　三波さんは、俯いたまま困ったような表情で呟つぶやいた。

　じょ、女性が好き……!?

　突とつ然ぜんの驚きのカミングアウトに、なんと返せばいいか分からなくなる。

「実は今日、Ｖｔｕｂｅｒの仕事の話以外にも、相談したいなって思ってたことがありまして……まさに、そのことなんです。今まで、百合好きってことリアルでは誰にも話したことなかったんですけど、一ヶ谷先せん輩ぱいにはバレてしまって、その上で引かないでいてくれたので、内心……いつか、ご相談したいなって、前から思ってて」

　三波さんの言葉に驚いて、ただ呆ぼう然ぜんとする。

「きゅ、急に変なこと言ってごめんなさい……」

「いや、そんなことないって！　俺で良ければ何でも相談してよ！」

　三波さんは俺の言葉に、ゆっくりと話し始める。

「わたし、中学の時……いえ、小学生の時から……女キャラばかり好きで。いつの間にか、キャラ同士の妄もう想そうも、男女でも男同士でもなくて、女キャラ同士のＣＰばかり妄想してしまって……。きっかけは、小学生の時に見た『戦せん闘とう魔ま法ほう戦士ミルキー５』の、まりかさんとかおるさんだったんですけど……」

「ああ、あのアニメは罪深いよね。子供向けなのに大きいオタクにも人気あったし、当時純真な子供もあれが原因でオタクになったって人多いからね。それに、そのＣＰは公式で百合だったから百合同人人気めちゃくちゃ高かったし、かおるさんは女キャラながらイケメン過ぎて女性人気めちゃくちゃ高かったもんね」

「～～っ！　分かってくれますか!?　わたしもあのアニメがきっかけでオタクになって、さらに百合沼ぬまにハマッてしまったんです……子供ながらにかおるさんが格好良すぎて、かおるさんと結けつ婚こんしたいって思ってました」

　あのアニメは当時小学生だった俺も見ていた。俺はそのＣＰではなく、主役から三番目くらいの黒くろ髪かみツンデレキャラが好きで、初めてキャラ萌えをした覚えがある。

「それ以降、百合や女性キャラばかり好きなオタクになってしまって……。二次元でも三次元でも男性を好きになったことがなくて、彼氏が欲ほしいとも思わなくて……」

「そ、そう……だったんだ」

　三波さんは、二次元でも三次元でもガチ百合勢……なのか？

「それじゃ、恋れん愛あい対象が女性……ってこと？」

「それが、よく分からないんです。二次元では女性キャラを好きになるけど、三次元では男性だけでなく、女性も好きになったこともなくて……。自分が、女性しか好きになれないのか、そういうわけでもないのか、分からなくて。だけど、こんな話したら友達には絶対引かれるし、親にも言えないから、ずっと悩んでいて……」

「……」

「でも、だからって……まだあまり話したこともない一ヶ谷先輩に、こんな重い相談しても困りますよね……。すみません」

「いや！　迷めい惑わくとか困るとか、そういうの絶対ないから！」

　本当に申し訳なさそうに話す三波さんを前に、きっぱりと断言した。

「それに、まだ決めつけるのは早いんじゃないかな？　俺だって、その……ま、まだ一度も彼女できたことないし、俺の周りの友達だって、恋こい人びといない歴イコール年ねん齢れいとか、好きな子もできたことないとか、そういうのばっかりだよ」

　あいや、二科や、数少ない友人たちのことを思い浮うかべて話す。

「そ、そうなんですか……？　わたしの周りは彼氏いる子ばっかりなので、男性を好きになれない自分がおかしいのかと思ってました……」

「それは、三波さんの周りがリア充じゆうばっかりだからでしょ！　まだ誰だれも好きになったことがない人なんて、高校生だったら全然たくさんいるって」
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「そう、なんですか……」

「だから、いつか誰かを好きになったとき、そのときに初めて、思いを伝えるかどうかとか、いくらでも悩めばいいんじゃないかな？　たとえその相手が、女性だったとしても、男性だったとしても……」

　こんな美少女がガチ百合勢なんて萌える……とかそういうことは一いつ旦たん封ふう印いんして、俺なりに真しん剣けんに考えて自分の意見を彼女に伝えた。

　まだ誰とも付き合ったことのない俺が、こんなアドバイスをできる立場なのか分からないが……。

「……一ヶ谷先輩、ありがとうございます」

　気付けば、三波さんの表情は少し明るくなっていた。

「聞いてもらっただけでなく、すごくありがたい助言を下さって……。確かに、その通りですね。なんだか、まだ誰かを好きになったこともないのに、こんなことで悩むなんて、おかしい話だな……って。すごく気が楽になった気がします」

「三波さん……それなら良かったよ」

「誰かに本心の悩みを聞いてもらえることって、すごく心が楽になることなんだなあ、って知りました。ありがとうございます。正直……わたしの活動を応おう援えんしてくれて、わたしの趣しゆ味みを理解してくれる人が学校にいるってだけで、なんだか心強いんです」

「！　み、三波さん……」

「あの……もし良かったら、なんですけど……今後も、何か悩んだら……相談させてもらってもいいですか？」

「も、勿もち論ろん！　俺で良ければいつでも相談してよ！　力になれるか分かんないけど……」

「本当ですか!?　すごく嬉うれしいです……。悩むことは多いのに、相談できるのが一ヶ谷先輩しかいないので……本当に助かります」

　あの西園寺エミリーが、俺だけを頼たよりにしてくれているなんて……こんな嬉しいことあるだろうか。




　それから俺と三波さんは、駅まで一いつ緒しよに帰った。




　家に帰ってから、三波さんからお礼のラインが来た。

　可愛かわいい後輩から頼られるというだけで嬉しいのに、同時に、推おしのＶＴｕｖｅｒからも頼られているというこの状じよう況きよう。オタクにとっては、この上ない幸せだ。

　今まで誰にも相談できなかったということを、俺には話してくれて、心を開いてくれているんだと感じ、すごく嬉しい。

　一人で悩んできて、さぞかし辛つらかったことと思う。俺で良ければこれからも頼り続けて欲しいし、力になってあげたい。




　だけど……もし三波さんが本当に同性愛者であった場合、俺のことは完全に恋愛対象外、ということになるんだな。

　いや別に、たとえ異性愛者だとしてもそうかもしれないけど、なんというか、完全に可能性がゼロになる、と考えると……少し、寂さびしくはある。

　なんて、ものすごく自分勝手なことを思うのだった。








５









　残すところバイトも、あと二回となった。

　仕事内容には慣れてきたし、人にも徐じよ々じよに慣れてきた。常連客ともまあまあ喋しやべれるようになった。




「よし、今日も一日頑がん張ばるぞい！」

「何そのテンション、うざっ……！　どーせ今日五ご条じようさんのシフトが入ってるからそんなテンションなんでしょ」

「まあな！」

　学校からバイト先に向かいながら、二に科しなに図星を突つかれる。いつも通り、とりあえず秋あき葉は原ばらの駅までは一緒に行って、そこからはバラバラに店に向かう。

　二科の言うとおり、今日は五条さんがシフトに入っているため、バイトへのモチベーションがめちゃくちゃ高まっていた。

　メイド喫きつ茶さでのバイトも、五条さんとかぶる日がちょいちょいあるおかげで、俺にとって楽しいバイトとなっていた。

「いいよねーあんたは、好きな子と同じ職場で働けて……」

「と、突然なんだよ？」

「出会い求めてこのバイト始めたのに、結局何もいい出会いとかないまま終わりそうだな、って……」

　二科は暗い表情で呟いた。

「えっ、ほら、あっただろ、久く住すみとか……」

「あれは……まあ、うん……」

　二科は途と端たんに遠い目になる。

　確かに二科は、このバイト先で特に気になる男とかできなかったな……。

「まあ、このバイトはこのバイトで、可愛い服着られたり、ステージで歌わせてもらえたり、バイト仲間もみんないい人だし、楽しかったんだけどさ。でも出会いって意味で考えると、何の成果も得られなかったなー、って……。あーもー、何か他ほかにいい出会いの場ないかな～!?　あんた、自分は五条さんとうまくいきそうなんだから、私の新しい出会いにも協力してよ！」

「いや、俺だってまだうまくいくか分かんないって……」

　五条さんとは、別に進展しているわけではないのだ。

　来週、バイト最後の日に、五条さんにラインを聞きつつデートに誘さそってみようと、俺は密ひそかに決意していた。

「バイトが終わったら、土日自由に動けるようになるから、また新しい出会いの場行かないと。私も探すから、あんたもちゃんと探しといてよ」

「え？　……っていうか、まだ分かんないけど、俺、万が一五条さんとうまくいったら……出会いの場にはもう行けないけどな」

　彼女ができたのに出会いの場なんかに行くなんて、彼女に失礼すぎるからな。

　そう思って、特に深い考えもなく言ったのだが……。

「……っ！　そ、そりゃそうかもしんないけど……何その言い方！　酷ひどくない!?　そんな、自分がうまくいったら私には一いつ切さい協力しない、みたいな……」

「え……!?　べ、別にそこまで言ってないだろ！」

「ま、別にいいけどね！　あんたの協力なんてなくたって……一人ででも頑張るから！」

　二科はすたすたと前を歩きだす。

　こいつ、何急に怒おこってんだよ!?

　──そういえば、久住とフラグが折れてからというもの、二科は焦あせっている様子だった。

　焦るあまりに拗すねているのだろうか。別に俺だって、うまくいくって確定したわけじゃないのに……。

　まったくもって自分勝手な奴やつだ。







「うわー、先せん輩ぱいの描かいたの、全然可愛くなーい……」

　バイト中。キッチンに料理を取りに来た彩いろ葉はさんが、俺がオムライスに描いた文字とイラストを見て、堂々とディスってきた。

「な!?　ちゃんと描くべきことは描いてるんだからいいだろ！」

　オムライスに描く文字やイラストは、お客さんから誰に描いて欲しいという指定があればそのメイドが描くが、特に指定がなければ料理を作ったキッチン担当者が描くことになっている。

　店の名前と猫ねこのイラストを描かなければならないという決まりで、俺はきちんとどちらも守っているのだから、文句を言われる筋合いなどない。

「ほんとにセンスないっすねー」

　バカにしたように笑って言いながら、彼女はオムライスをトレーに載のせて客のいるテーブルへと去って行く。

　腹立たしいが、彩葉さんの毒どく舌ぜつにも慣れてきた。あれも彼女なりの親しみを込こめたコミュニケーション……なのだと思いたい。

　キッチンで作業をしながら、店内の様子を見た。

　今日も今日とて、五条さんは明るく可か憐れんに笑え顔がおを振ふりまいていて、人気者だった。

　その横で二科も、少しぎこちない笑顔ながらも、頑張って接客していた。

　このバイトを始めて、周りのメイドの女の子たちはみんなオタクで可愛い子ばかりだった。だけど……何人かの女の子を見ても、やっぱり俺の理想は五条さんだという結論に辿たどり着いた。

　五条さんほど、俺の理想そのものである女の子はいない。

　五条さんが、たとえ男性声優のオタクなのだとしても。俺にとって、そんなことは大した問題ではなかった。

　幸いなことに、五条さんもなぜか俺に対して好意的な態度を取ってくれている。

　こんなチャンス、絶対に逃のがすわけにはいかない。

　バイトの最終日にラインを聞いて、デートに誘い、もしデートで五条さんが俺に好意を持ってくれていると感じたら……五条さんに、思いきって告白しよう。

　バイトが終わっていれば、万が一振られても、死ぬほど傷つくとは思うが、気まずい思いをすることはないし……。

　今度こそ、理想のオタク彼女、五条さんとうまくいってみせるんだ！




「休きゆう憩けい頂きまーす」

　休憩時間がきて、バックヤードへ引っ込む。

　バックヤードの椅い子すに座って、水を飲みながらスマホを弄いじった。

「ほんとあの客ありえなくないっすかー。またましろ先輩にライン聞いてましたよね？」

「……！」

　更こう衣い室の中から、聞き覚えのある声がする。これは……彩葉さんの声だな。

　さっき上がってたけど、まだ更衣室にいたのか。誰だれかと喋ってるようだが……。

　いや、それより、客が五条さんにラインを聞いてる……？

「ましろ先輩も、あたしも、それは禁止だって何度も言ってるのに……やっぱ、店長か社員に注意してもらった方がいーっすよ」

　そんな困った客がいるのか。全然知らなかった。五条さん、大変な思いしてるんだな……。




「だよね。分かった。今度店長に言って出禁にしてもらう」




「……!?」

「えっ、そこまでするんすか!?　さすがましろ先輩、やることが大だい胆たんっすね！　そこに痺しびれる憧あこがれる～！」

　え!?　今の声……ご、五条さんか？

　なんか、いつもと話し方の雰ふん囲い気きも声の感じも違ちがうように感じたんだが……。

「元いた店でもそうだったけど、そういうルールが守れない客はさっさと排はい除じよした方がいいんだよね。しかもそういう客に限ってドリンク一いつ杯ぱいで一時間で帰るし、チェキも歌も入れないドケチだから、来なくなってもノーダメだし」

「あ～確かに分かるっす。典型的直結目的の出会い厨ちゆうっすよね」

　え、え……？　五条さん、いつもより声も低いし、何より言ってることがいつもの五条さんのイメージとかけ離はなれている……。これ、本当に五条さんの声なんだよな？

　五条さんは俺の中で、いつも笑顔で男女問わず誰にでも優やさしく、誰よりも純じゆん粋すいな女性だった。

　今の発言で、俺が抱いだいていた彼女に対する幻げん想そうが崩くずれていくような気がした。

　勝手に聞いてはいけない会話なんだとは分かっているが、休憩でここにいる以上聞こえてしまうし……。

「あっましろ先輩！　そういえば、『ネクステ』のライブのチケの結果どーでした!?　あたし見事に全ぜん滅めつで……」

「あっちょっと、その話はバイト先ではしないでって言ってるじゃん！」

「え、でも、今休憩時間なのって確かましろ先輩だけっすよね？　お客さんのところには絶対声漏もれないし」

「……まあ、そうだけど……」

　今休憩時間なのって、五条さんだけ？　俺も休憩なんだが、二人とも見落としているのだろうか。

　いや、それより、『ネクステ』って……確か、二科に教わった、男子アイドルアニメの『ネクストステージ』のことだよな？　あれのライブのチケットの話をしてるのか？　ああいう女子向けアニメも好きだなんて、初めて知った。

「あー、で、ネクステのライブチケね。当たったよ。円えん盤ばん十枚は積んだから」

　五条さんはもう話を続行することにしたらしい。

　ライブチケに、五条さんが円盤十枚を積んだ……？　円盤って、アニメのＢＤだよな？

「ひえ～っ！　さすがすぎっす！　佐さ藤とうそうまガチ勢は違うなー！」

「バイト代全額つぎ込んでるからね。もー最近お金なさすぎてバイト増やそうか悩なやんでて」

『佐藤そうまガチ勢』って聞こえたが……そういえば、前に出てた名前も『そうま君』だった気がする。

　つまり五条さんは、やはり、男性声優オタク、ということか……？




「ちょっと一いちヶが谷や君、何休んでるんだ！　キッチンが誰もいなくなってしまって困ってるぞ！」




「え……？」

　水み琴ことさんが、バックヤードのカーテンを開けて俺に声をかけてきた。

「いや俺、確か休憩だったと……」

「君の休憩時間は一時間後とあったぞ？」

　水琴さんに言われて、バックヤードにかかっているシフト表を見る。

「うわ、マジだ……！　すみません……！」

　自分が休憩時間を一時間間違えていたことに気付き、謝る。

　そのとき、女子更衣室の扉とびらが開いて……五条さんの顔が見えた。

　五条さんは顔面蒼そう白はくで俺の顔を見ていた。

「……！」

　一いつ瞬しゆん目が合って、俺はつい逸そらしてしまう。

　さっきの会話の五条さんは、まるで俺の知らない人物のようだった。

　俺が知っている五条さんが偽いつわりで、さっきの五条さんが本当の彼女だったのだろうか？

　俺の前では、偽っていたというのだろうか？

　俺はバックヤードを出てカーテンを閉め、キッチンに入った。

　動どう揺ようのあまり、なんて声をかけていいか分からず、何も言えなかった。




　その後、五条さんとは、ほとんど会話することのないまま、やがて五条さんの上がりの時間が来た。




「お先に失礼しまーす……」

　その日の俺の上がりの時間が来て、俺は着き替がえてバイト先を後にした。

　二科も同じ時間に上がり予定だけど、先ほどの二科の態度を思い出すに、今日ばかりはバラバラに帰ることになるかもしれない。




「……!?」

　考えごとをしながら店の扉を開けて、階段を上がって、びっくりする。

　五条さんが、階段を上がったところに立っていた。

　大分前に上がったはずだが……。

「ご、五条さん、どうしたの!?」

「あ、その、えっと……」

　五条さんは気まずそうな表情で、俺と目を合わせない。

　店の前でメイドとキッチンが話すのは店のルール的に禁止だ。店長や社員に見られたらなんて言われるか……。

「一ヶ谷さん……さっきの話、聞いてましたよね？」

　五条さんは俯うつむいたまま、暗い声で聞く。

「……！　う、うん……盗ぬすみ聞きするつもりはなかったんだけど、休憩時間間違えてて、あの場にいたから……」

「ショック、でした？」

　五条さんが暗い表情で少しだけ俺を見る。

「！　……それは……」

　ショックだったかと聞かれたら、少しはショックだった。

　五条さんが男性声優のオタクであることなんて、元々疑ぎ惑わくはあったし、別に問題ない。だけど、それを俺に隠かくしていた上に、素すの話し方や性格まで俺の前では偽っていたことが、俺にとってはショックだった。

　一体なぜ、自分を偽っていたのだろう？

「……」

「……ショック、ですよね」

　俺は何も答えていないのだが、五条さんはそう言った。無言を肯こう定ていととらえたのだろうか。

　表情は、なぜか苦しそうな笑顔に見えた。彼女がどういう心境なのか、よく分からなかった。

「──もう、バレちゃしょうがないですね……」

　五条さんはボソリと呟つぶやく。

「今まで偽っててごめんなさい。私は一ヶ谷さんの前で……趣しゆ味みも偽ってましたし、自分自身の性格も偽ってました。本当は男性声優のオタクだし、女性向けのコンテンツ大好きだし、性格も悪いし……これが、本当の私です。どうですか？　幻げん滅めつしました？」

　五条さんはなぜか、開き直ったように少し笑って言う。

　彼女が今、何を考えているのかまるで分からない。

　偽っていて、申し訳ないと思っているのか？　それとも、騙だまされていた俺のことをバカにしているのか？

　なんで偽ったんだ？　一体何のために？

　俺をからかって楽しんでいたのか？

　疑問点はたくさんあったけど、それらすべてを彼女にぶつける気力は残っていなかった。

「あの……一つだけ教えてくれないかな」

　俺は声を振ふり絞しぼる。

「え……？」

「なんで俺にＤＭくれたり、遊びに誘さそったりしてくれたの？」

「……！　それは……」

　俺の質問に、五条さんは言葉が止まる。

　この反応は、やはり……。

「俺のこと……からかってたの？　俺の反応見て面おも白しろがってたの？」

「……っ！」

　五条さんは俺の言葉に、驚おどろいた表情になる。

　俯いて、少しの間黙だまった後、口を開く。




「そういうわけじゃないですけど……色んな人に媚こび売っておくと、色々と都合がいいので……一ヶ谷さんにも、私のこと気に入ってもらいたいな～って」




　五条さんは俯いたまま、口元だけ笑えみを浮うかべて言い切った。

　俺はその言葉に、胸が痛くなる。

　前から少し、不安はあった。

　五条さんは、誰だれにでも優やさしい。みんなから好かれている。

　五条さんがツイッターでツイートすれば、店のメイドとしてのアカウントでも、本ほん垢あかでも、たくさんの男性が反応する。五条さんに好意を持っている男性はたくさんいる。

　俺は、その一人に過ぎないんじゃないだろうか、と。

　二科の言うとおり、彼女はオタサーの姫ひめであり、俺はその信者の一人に過ぎないんじゃないかと。

　だけど、ＤＭくれたり、遊びに誘ってくれたり、お菓か子しを作ってきてくれたり……そんな彼女の行動で、俺だけが特別なんじゃないかって、つい期待してしまっていた。

　俺のことを本気で気に入ってくれているんじゃないかと思っていた。

　だけど今、初めて彼女の口から、彼女の本当の気持ちを聞いた。




『色んな人に媚び売っておくと、色々と都合がいいので』




　つまりは、俺のことも便利な取り巻きの一人にしようとしていたに過ぎなかった、ということなのか。

「わ、分かった……。正直に言ってくれてありがとう」

　俺はやっとの思いでそれだけ彼女に伝えて、その場を立ち去ろうと、五条さんに背を向ける。

「あ、一ヶ谷さ……」

　五条さんの声が後ろから聞こえたけど、もうこれ以上彼女と話す気力は、俺の中に残っていなかった。




「ちょっと……何それ」




「え……？」

　聞き覚えのある声に、驚く。

　声のした方に振り向くと、二科が……店の階段を上がってきて、俺たちの前に姿を現した。

　今の会話、聞いていたのか？

「媚び売っておくと、色々と都合がいい、って？　な、なんなのそれ……」

　二科は険しい表情で五条さんを見ている。

「つまり五条さんは……自分が便利に利用するために、一ヶ谷に媚び売ってたってこと？　思わせぶりな態度で、一ヶ谷の気持ちを自分に向けさせて、利用しようとしてたってこと!?」

　二科が強い口調で五条さんに詰つめ寄った。

　こんな二科は初めてで、驚いて言葉が出ない。

　なんでこいつ……こんなに怒おこってんだよ？

　お前、さっき俺にキレてたじゃねえか。

　なのに、なんでこんな風に、俺を庇かばうようなこと……。

「なっ……なんではーとさんにそんな風に言われなきゃならないんですか？　関係ないじゃないですか……」

「今はそんなこと、どうでもいいでしょ!?　五条さん、そんな風に人の気持ちを……こいつの気持ちを弄もてあそんで楽しいの!?」

「……っ！」

　二科が強い口調で五条さんを責めると、五条さんは僅わずかに身体からだを強こわばらせた。

「…………。そ、そういうわけじゃ……」

　五条さんが消え入りそうな声で呟く。

「ちょ、お前ら！　何店の前で突つっ立ってんだよ!?　こんなとこお客さんに見られたらどうすんだ！　さっさと別々に帰れ！」

　そこに、別の店てん舗ぽに行っていた店長が戻もどってきて、俺たちを注意した。

　俺たちは黙ってバラバラに歩き始めた。




　店から駅につくまでの十分近くの間、俺の頭の中には色んなことが駆かけ巡めぐった。

『色んな人に媚び売っておくと、色々と都合がいいので』

　未いまだに頭の中に彼女のセリフがリピートする。ずっと胸の痛みが消えない。

　趣味を偽いつわっていたことも、本当ははっきりした性格だったことも、自分を偽っていたことも、そりゃあ驚いたけど、今にして思えば、そんなことは別に問題じゃなかった。

　俺が傷ついたのは、彼女が俺を利用しようとしていたこと。

　俺のことなんて、なんとも思っていなかったこと。

　ただその二点だった。

　俺は、なんて愚おろかだったのだろう。

　最初からおかしかったんだ。あんなに可愛かわいくて人気者の彼女が、俺のことを気に入ってくれているなんて、ありえなかったんだ。

　二科が前から助言してくれていたじゃないか。それなのに俺は聞く耳を持たず、自分にとって都合のいいように解かい釈しやくしていた。

　五条さんの今までの態度は、全部……自分のために、俺を利用するため。

　俺は彼女にとって、数多くいる彼女の取り巻きの男のうちの一人。

　それなのに、勘かん違ちがいして調子に乗って、もう一度デートに誘って、あわよくば思いを告げようとまでしていた。

　自分が情けなくて恥はずかしいし、本当にショックだった。




　だけど、それでも今俺は、本当にドン底にいるわけではないと感じていた。

　この悲しみは、永遠に続くわけではないと、なんとなくだが思っていた。

　そういう気持ちになれている理由は、きっと、間違いなく──。







「お疲つかれ」

　秋葉原駅の改札の前に、二科は立っていた。

　二科は、困ったような笑顔で俺に声をかける。

「ああ……」

　待っていてくれていたのか……。

　俺たちは肩かたを並べて歩き始める。

「二科……悪かった」

「え？」

　駅のホームについて、電車を待ちながら、俺たちは話す。

「お前は、最初に散々注意してくれてたのにな。五条さんはやめておけ、って。実際、お前の言うとおりだった。五条さんは、そういう女子だったんだ。俺のことなんか好きでもなかったし、利用しようとしてただけだった。なのに俺は、お前の言うことに聞く耳も持たずに、自分が好かれてると勘違いして……」

「……謝る必要なんてない。私だって、店で一いつ緒しよに働いてからは、五条さんのことぶりっこだけどいい子だなって思ってたもん。それに、好きな子のことは信じたくなるだろうって分かるし……」

　二科……助言を無視した俺を、こんな風に必死に励はげましてくれるなんて。

「それと……今日バイトに向かうときは、私こそごめん。最近、自分は全然うまくいかないのに、あんたばっかりうまくいきそうだったから、焦あせってて、妬ねたみとかもあってさ……あんな風に、あんたに当たっちゃって」

　二科……。

「いや、そんなこと、もうどうでもいいって。それより……」




「今日、ありがとうな」




「え……」

　俺は二科の目を見て、心からの感謝を伝えた。

　今俺は二科の言葉が、態度が、涙なみだが出そうなくらいに嬉うれしかった。

　人に救われるって、こういうことなんだろうなと、初めて思う。

　なんでこいつは、俺なんかのために、あんな風に五条さんに本気で怒ってくれたのだろう。

「べ、別にっ……そんな、お礼言われるようなことしてないけど」

　二科がいてくれて良かった。

　こいつがいなかったら俺は……二度と立ち直れないくらい凹へこんで、もう次に進めなくなっていたんじゃないだろうか。




　　　　＊　＊　＊







「あっねえ、たまには外食して行かない？」

「ああ、いいけど」

　地元の駅に着いて、二科の提案で、俺たちはファミレスに入る。




「もーこうなったらさ、バイトも来週で終わることだし、新たな出会いの場さっさと探そうよ！」

　食事を頼たのんですぐ、二科が勢いよく提案する。

「私も何も出会いなかったし、あんたもさっさと五条さんのことなんて忘れた方がいいしさ！」

「新たな出会いの場、か……」

　正直、まだそんな気持ちにはなれない。

　二科のおかげで、もう彼女なんて作りたくない！　なんて気持ちにまではなってないし、またいつか、好きになれる女性ができたらいいな、とは思うが……暫しばらくの間は、女性や恋れん愛あいとは離はなれた別のことをして、心こころ穏おだやかに過ごしたいと思う。

「俺はちょっと、少しの間休みたいかなって……」

「なっ!?　そんなこと言ってたら、あっという間に高校卒業しちゃうよ!?　ってか、恋愛関係で落ち込んでるときほど、恋こい人びとできやすいらしいよ！　友達が、彼氏と別れてすぐ新しい彼氏できてたし。恋愛の傷は恋愛で癒いやす、とか言ってた！」

「そ、そういうもんかぁ……？」

　ぶっちゃけ、面めん倒どうだという気持ちも大きい。

　また新たに出会いを求めに行って、色んな女性と出会って……。俺、また誰だれかをいいと思えること、あるのだろうか？

　あったとしても、今回みたいにうまくいかない可能性も大きい。

「まーとりあえず家帰ったら色々調べて……ん？」

　二科のスマホからラインの着信音が鳴った。

「あ、彩葉ちゃんからだ」

「え、お前彩葉さんとライン交こう換かんなんてしたのか？」

「うん、趣しゆ味みも合うし話しやすくて仲良くなった」

　いつの間にか仲良くなってたのか……。

　キッチンとメイドは入る時間と上がる時間、休きゆう憩けい時間に少し会えるくらいだが、メイド同士は一緒にいる時間長いもんな。

「えっ……マジ!?」

　二科はラインを読みながら声を上げる。

「ど、どうしたんだよ」

「今度、他の系列店も含ふくめてバイト全体で飲み会があんだって！　従業員同士で交流を深めるのが目的らしいんだけど、それに行かない？　って誘さそわれた！　今週の土曜だから、うちらバイト入ってないじゃん！」

「へー、そんなもんがあんのか……」

「反応薄うすっ！　これ、新しい出会いに繫つながるかもしんないじゃん！　うちの店って男性店員オンリーの『イケメン喫きつ茶さ』も池いけ袋ぶくろで経営してるし、そこの店員も来るかもっ！」

　二科は目の色を変えて興奮している。相変わらず清すが々すがしいほどにイケメンに目がないな。

「っていうか、それ以外にもメイド系の店いっぱい経営してるんだから、あんたの方が、『オタクで可愛いメイド』とめちゃくちゃ出会えるじゃん！」

「……！」

　オタクで可愛いメイド、だと……!?　悪くない響ひびきではある、が……。

「でもそれって、五条さんも参加するよな……？」

　今後バイトで会うのもめちゃくちゃ気まずいし嫌いやなんだが、そんな飲み会で万が一近くの席になってしまったら速そつ攻こうで帰りたくなる。

「あ、今聞いてみる」

　二科は瞬しゆん時じにラインで聞いてくれた。

「五条さんはバイトのシフトが入ってて行けないって！」

「な、なるほど……」

「一ヶ谷、こういうときこそ新しい出会いだって！」

　二科はやる気満々で俺に言う。

　こいつのこの様子を見るに……俺が行かなくても行くつもりだろう。仲のいい彩葉さんが行くんだから、参加しやすいだろうし。

　そんな中、土曜日、誰もいない家で一人、ソシャゲをやったりＶＴｕｖｅｒの動画を見たりして……きっと俺は、五条さんのことを思い出して落ち込んだり、空むなしくなったりするだろう。

　一人でそんな休日を過ごすくらいだったら……。

「わ、分かった……それ、俺も行く」

「よしっ！　そう送っとくわ！」

　テンションマックスで、二科は返信を送った。

　こいつのアホみたいな明るさを見てると、そういう意味でも今は救われる気がする。




　別に、この飲み会で新たな出会いを見つけなければ、と気負う必要はない。少しでもこの暗い気持ちが晴れれば、それでいい。

　そのくらいの気持ちで、参加することにしようと思った。








６









　やってきた土曜日。

「ちょっとぉ！　あんたまだ準備してないの!?」

　部屋でスマホを弄いじっていたら、二に科しなが部屋の扉とびらを叩たたきながら騒さわがしく声をかけてきた。

「まだ家出るまで三十分もあるだろ」

　仕方なく部屋の扉を開ける。

　二科は既すでに髪かみ形がたも服装もメイクもバッチリで、ほぼ準備ができているようだ。

「あんた、まだ部屋着なの!?」

「三十分あれば十分準備できるって」

「前に出会いの場に行ったときとか、五ご条じようさんとのデートのときは、一時間くらい準備に時間かけてたのに……今日出会う気ないわけ!?」

　そう言われても、あれからどうにもやる気が湧わいてこないのだ。

「今日はまあ、気が紛まぎれたらいいかなとか、もしいい出会いがあったらラッキーくらいの気持ちで行った方が、何もなくても落ち込まないかなって……」

「～～っ！　たとえそうだとしても、もしいい出会いがあっても、ちゃんと気合い入れていかないとそのいい出会いも無む駄だにするって分かってんの!?　五条さん以上に好みの女の子がいたとき、今のあんたの状態だったら相手にされないよ!?」

「うっ……まあ、そうかもしれないけど……」

「いいから、ちょっと来て！」

　二科は俺の腕うでを引っ張って、洗面所へ連れて行く。

「まずはお風ふ呂ろに入って！　それから、ちゃんと気合い入れて準備して！」

「風呂、昨日入ったけど……」

「前にも言ったでしょ!?　気合いを入れる日は当日にも入るの！」

　渋しぶ々しぶ、言われたとおりに風呂に入ってシャワーを浴びた。

　身体からだを洗って頭を洗っていると、なんとなく少しずつ気分がすっきりしてくる。

　そうだよな。二科の言うとおり……せっかく出会いの場に行くのに、やる気出さないなんて勿もつ体たいないよな。

　そう思い直したら、最近落ち込み気味でサボっていた様々なことをやらなくてはという気持ちになってくる。

　風呂から上がって、鼻毛や眉まゆ毛げのムダ毛の処理を行い、爪つめを切る。ああ、最近髪も切っていなかった。今日までにきちんと切っておけば良かった。

　数少ないおしゃれ着に着き替がえてから（こういうとき、迷わなくていいという点では楽である）、癖くせの付け方に気をつけながら髪を乾かわかす。

「やべっ、そろそろ家出る時間!?」

「少しくらい遅おくれてもいいって！　バイトじゃないし、誰かと二人で会うわけじゃないし、それより、百パーセントの容姿のクオリティーで参加しないと意味ないから！」

「！　わ、分かった！」

　二科の言葉に甘えて、髪を乾かしてから気合いを入れて髪をセットする。

「ふう、終わった……悪い、待たせたな」

　やっと準備を終えて二科に声をかける。

　二科も、メイクはナチュラルメイクながらもバッチリで、なんだか凝こったヘアセットになっており、見たことのないオタク受けしそうな可愛かわいい服を着ていて、気合い十分だった。

　二科はソファーでスマホを弄っていたが、俺の声に反応して俺をじっと見た。

「……うん、いいじゃん。じゃ、行くよ！」




　飲み会は、新宿の居酒屋で行われるらしい（客と遭そう遇ぐうしないように、新宿らしい）。

　未成年も参加可能だが、勿もち論ろん飲酒は禁止。席はフリーで来た順に座るらしいので、どんな人の近くになるのかは完全に運だ。

「今日の飲み会は、もう一度しか会えない人たちばっかりだと思う。だからこそ……もし好みの人がいたら、絶対どうにかして話しかけること！　で、話してる感じ相手も満まん更ざらじゃなかったらラインを聞く！　私は今日そういう方針で行くから、あんたもそうしなよ！」

　電車の中で、二科が言い切った。

「……！　わ、分かった……」

　久し振りの出会いの場だからか、二科は気合いを入れて覚かく悟ごを決めているようだ。こいつ、最近かなり焦あせってたからな……。

　俺も少しは二科を見習わないとな。

　今日、五条さん以上に好きになれる人に出会えるかもしれないんだし……。




「こちらで働いてる店てん舗ぽ名、名前、年ねん齢れいをお願いしまーす」

　店に入り、受付でバイト先の店名と自分のバイト先での名前と年齢を告げると、好きな席に座るよう言われる。

「えーっと……あ、彩いろ葉はちゃんいた！」

　二科が店の奥の席に彩葉さんの姿を見つける。

「あ、はーと先せん輩ぱい、一いちヶが谷や先輩、お疲つかれっすー」

「ああ、君たちも来たのか」

　彩葉さんの隣となりには水み琴ことさんもいた。

　俺と二科は二人の向かいの席に座った。

「お飲み物お決まりですか？」

　店員が来て、俺と二科と彩葉さんはそれぞれソフトドリンクを頼たのむ。

「私はビールでお願いします。なんだ君たち、せっかくの飲み会なのにアルコール入れないのか？」

「いや、俺たちまだ高校生ですから！」

「……っ！　そ、そういえばそうだったな……」

　俺の言葉に衝しよう撃げきを受けている様子の水琴さん。今いま更さら何言ってんだこの人は。

「っていうか、はーと先輩も一ヶ谷先輩も、なんか今日雰ふん囲い気き違ちがいません？」

　気付けば、彩葉さんが俺と二科をじっと見ていた。

「えっ……」

「はーと先輩は髪形もメイクもいつもよりバッチリだし、一ヶ谷先輩もちゃんと髪セットしてるし……」

　バイトがある日も、五条さんとシフトがかぶるときはなるべく髪形などセットしていたが、何せ学校帰りに行くことが多いから、髪形が崩くずれがちだった。

　それにそもそも、五条さんとかぶらない日は全然セットしていなかった。

「もしかして二人とも、今日めっちゃ気合い入れてきてません？」

「「……っ！」」

「な、何言ってんの彩葉ちゃん、別にいつも通りだって！」

　二科が慌あわてて誤ご魔ま化かす。

「ああ、気のせいだろ」

「なんすかー二人とも、まさかこの飲み会にいい出会い求めて来てるんすか～？」

「そ、そんなわけないって！」

「てっきりあたしは、一ヶ谷先輩は五条先輩といい感じなのかと思ってたんすけど」

「……！」

　彩葉さん、俺と五条さんのことそんな風に思ってたのか……。

「い、いや……それはないから」

　彩葉さんの言葉を、なるべく平静を装よそおって否定した。

「？　そーなんすか？」

「ま、飲み物も来たことだし、とりあえず乾かん杯ぱいしよ！」

　二科がその場をフォローしてくれ、四人で乾杯した。

「かんぱーい！」

「くーっ、仕事の後の一杯はたまらんな」

「水琴さん、すげえ飲みっぷりですね……これの前仕事だったんですか？」

「ああ、うちの会社は土曜も隔かく週しゆうで出勤だからな」

「え、水琴さんって会社勤めなんですか!?」

「ああ、はーとさんには言っていなかったか」

　四人で和わ気き藹あい々あいと話しながら、飲み物や食事を進める。

　考えてみれば、この四人でこんな風にゆっくり話すのって初めてだな。

　出会いという少し不純な動機で来たけど、これはこれで楽しいし、いい機会だったかもしれない。

　来週いっぱいでバイトは終わってしまうわけだし、その前に四人で話せて良かった、と思う。

「生、もう一杯お願いします！」

「えっ、水琴さんもうビール飲み終わったんですか？」

「ちょっと水琴先輩、飲み過ぎないで下さいよ～」

「今週一週間の仕事がやっと終わったんだ。これが飲まずにはいられるか！」

「社会人って大変なんですね……」

「ところで、もうすぐこのバイトも終わりだな」

「そうっすねー」

　水琴さんの言葉に、みんな反応する。二人も俺たちと同じ短期バイトとして入ったので、もうすぐ満まん了りようの時期になるんだな。

「思ったより楽しかったんで、つまんないっす」

　彩葉さんが寂さびしそうに言う。たまには、可愛いところもあるんだな……？

「みんなと話すの楽しかったし、一ヶ谷さん虐いじめるのも楽しかったんで……」

「俺だけ扱あつかいおかしいだろ！」

　彩葉さんにとって俺って何なんだよ！

「あはは、冗じよう談だんっすよ。そうやって突つっ込こんでくれるから、つい虐めたくなっちゃうんすよね。あたし、同年代の男子あんま好きじゃないんすけど、一ヶ谷さんは話しやすかったっす」

「えっ……」

　普ふ段だん見たことない無む垢くな笑え顔がおで突とつ然ぜんそんな可愛いことを言われて、動どう揺ようする。

「な!?　それもどうせからかってんだろ!?」

「えー、本心っすよ」

　な、なんだよ彩葉さん!?　最後の最後にデレるなんて……か、可愛いところもあるじゃないか。

　同年代の男子はあんまり好きじゃないけど、俺は話しやすい……？

　そんなこと初めて言われたから、正直めちゃくちゃ嬉うれしい。

　バイトを始める前、二科にバイト仲間とも自然に話せるようにした方がいいと言われて、心がけてきたけど、今考えてみると、そのおかげ……なのだろうか。

「私も、とても楽しかった。日々の会社のストレスを忘れられたよ。一人だけおばさ……とんでもなく年上だったのに、みんな仲良くしてくれて、本当に感謝している」

「み、水琴さん……」

　バイトは大変だったし、今後五条さんと一いつ緒しよに働くのはきついから、来週いっぱいで終えられるのはありがたいことなのだが、この二人や、久く住すみなどの他のバイト仲間と会えなくなるのは、確かに寂しいな。

　二科以外で、こんなに自然に話せるようになった女子って、この二人くらいなもんだし。

「そーだ！　みんなでラインとプライベートのツイッターのアカウント交こう換かんしましょうよ！　それで、バイトが終わってもまたみんなで遊びましょー！」

「あ、いっすねー！」

「いいな、そうしよう！」

　二科の言葉にみんな賛同して、俺たちはラインを交換し合った。

　バイトが終わったら完全にお別れなんて寂しかったから、内心とても嬉しく思う。

　バイトで会えなくなっても、みんなで遊びに行けたりしたら楽しそうだ。




　話が盛り上がっているところではあったが、俺はトイレに席を立った。

　用を足して、トイレから出た俺が、自分の席に戻もどろうとすると。

「……!?」

　自分がいた席を見て、驚おどろく。

　そこには、見知らぬ男が座っていた。

　さらに、もう一人見知らぬ男が俺のいたテーブルの近くに立っていて、その男二人が二科や彩葉さん、水琴さんと話している。その男どもは、やけに派手な見た目のイケメンだった。

　もしやあいつらが、二科の言っていた『イケメン喫きつ茶さ』の店員か……!?

　くそっ、人がトイレに行ってる間に席取りやがって……！　俺の席なくなっちまったじゃねえか！

　つーかあの三人も、さっきは俺と四人で楽しく喋しやべってたっつーのに、今やイケメン店員とやけに楽しげに喋ってないか？　完全に俺のことなんて忘れてるんじゃ……？

　くっ、なんて女どもだ……！

　しかし……二科が話したがってた相手の方から、わざわざ話しかけに来てくれたってわけか。席を取られて腹立たしいことには変わりないが、とりあえず、良かったな二科。飲み会に来た目的果たせたじゃねえか。

　まあ、考えてみたら俺の周りって、二科を筆頭に、彩葉さんも水琴さんも見た目だけは美少女や美女揃ぞろいだからな。男どもの方からわざわざ話しかけにくるのも分かる。

　それにしても、俺、どうするかな……。

　他ほかに知り合いを探すか？　って言っても、他に話せるバイト仲間なんて久住くらいなもんだが、久住の姿は見当たらないし……。

「……!?」

　そのとき、俺の目に異様な光景が飛び込んできた。

　白いヒラヒラの、人形のような服（ロリータファッション、っていうんだっけか？）を着た女の子が、地面を這はいつくばっていた。

「どっ、どうしたんですか!?」

　具合でも悪いのかと思い、咄とつ嗟さに声をかけた。

「あ……ご、ごめんなさい、邪じや魔まで……」

　彼女は床ゆかに這いつくばったまま、顔だけ振り向いて俺を見る。

　格好も人形みたいだが、顔も人形のような美少女だった。巻き髪がみを下の方で二つに結んでいる。肌はだは透すき通るように白く、頰ほおはピンク色で、大きな瞳ひとみは少し潤うるんでいるように見える。

　どこの店の娘こなんだろう？　めちゃくちゃ可愛かわいい……！

「い、いえ。どうかしたんですか？」

「あ……その、ストラップを落としてしまって……」

　小さな声で、今にも泣きそうなほどに困った表情で、彼女は言う。
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「え！　ど、どんなストラップなんですか？」

「ピンク色のウサギの……ぬいぐるみの、かわいいのなんですけど……」

　こんな必死に捜さがしてるって、よほど大切なものなのだろうか。心底困っている様子の女性を前に、無視することなんてできようか。

「お、俺も捜しますよ」

「え……？」

「ピンクの、ウサギ……」

　身を屈かがめて、居酒屋の辺り一帯の床を見み渡わたす。

　うろうろしながら暫しばらく捜し続けていたところ。

「あっ、あった！」

　女子トイレの前に落ちているのを発見した。

　変質者と思われても嫌いやなので、迅じん速そくに拾って先ほどの女の子の元へ戻る。

「……！　あ、あ……ありがとうございます……！」

　彼女は心底嬉しそうに俺からストラップを受け取った。

「すごく大事なともだ……いえ、ストラップだったので、本当に助かりましたっ……！」

　泣きそうなくらい感激した様子で俺に礼を言う。

「いえ、良かったです」

「…………」

「…………」

　そこで会話が終わってしまう。

　来る途と中ちゆうの二科の言葉を思い出す。

　好みの人がいたら、どうにかして話しかけること。相手も満まん更ざらじゃなかったら、ラインを交換すること。

　正直、好みドンピシャだ。めちゃくちゃ可愛いし、控ひかえめな感じのいい子っぽいし……どうにかして話したい。でも、なんて話しかけたらいいんだ？　ナンパと思われて警けい戒かいされたら嫌だし……。

　でも、どちらにしろ俺の席は今取られていて、戻る場所なんてない。

　失敗してもいいから、とにかく何でもいいから話しかけてみるか……！　と、内心決意する。

「あっえっと、ど、どちらのお店で働いてるんですか!?」

「……ど、童話喫茶メイドストーリー、ってお店です」

　彼女は俯うつむき加減でおどおどしながらも、俺の質問に答えてくれた。

「へ、へえ～、そんな店もあるんですね！　えっと……童話喫茶ってことは、衣い装しようも童話っぽい感じなんですか？」

「はい……赤ずきんとか、アリスとか、色々あって、自分が好きなのを選んで着ていい、って感じです」

「へ～、面おも白しろい店ですね！　ぼ、僕は『猫ねこ耳みみアイドル喫茶　ニャンメイドル』って店で働いてるんですけど……」

　会話を続けることに必死なあまり、聞かれてもないのに自分の働いている店名をあげてしまった。何勝手にベラベラ自分語りしてるんだ？　とか思われて内心うざがられてたらどうしよう……。

　この子大人しそうだし、ナンパみたいなことめちゃくちゃ警戒しそうなイメージだし……。

「ニャンメイドル……じゃあ今度、そのお店行きます……」

「……えっ!?」

　突然の言葉に驚いて思わず聞き返す。

　店行きます、って言ったのか？

「今日のお礼がしたいので……」

「お礼!?　いやそんな、そんな大したことしてませんから、気にしないで下さい！」

「いえ……本当に助りましたし、それに……。……」

「……？　えっと、あ……気持ちは嬉しいんですけど、俺、実は、来週で辞やめる予定で……」

　店に来てもらっても、会えないかもしれない。であれば、連れん絡らく先を交換した方がいい。というか、俺が連絡先を交換したい！

　だけど、この流れでなんて聞いたらいいんだ……!?

「……そ、そうなんですか……。そ、そしたら……あの、れっ、連絡先とか……教えてもらえませんか？」

「え!?」

　突然美少女に連絡先を聞かれて、動揺を隠かくしきれない。

「おっ、俺なんかの連絡先で良ければ……！」

　なんでこの子の方から、俺の連絡先を!?　お礼をするために聞いてくれたんだとしたら、なんて律りち儀ぎな子なんだ!?

　こんな可愛い子に連絡先を聞いてもらえるなんて、なんだか信じられない。

　いや、五条さんのこともあったから、手放しで喜んでいいのか分からないが……。

「そ、それじゃあ、ラインでいいでしょうか？」

「あ、はい……それと、もし良かったらツイッターも……いい、ですか……？」

「あ、勿もち論ろん大だい丈じよう夫ぶですよ！」

　その場でラインのＱＲコードを読み込み合い、ツイッターもＩＤを検けん索さくしてフォローし合った。

　ラインには、『ゆめ』という名前が表示される。ゆめさんというのか……可愛い名前だ。

「一ヶ谷景かげ虎とらさん……素す敵てきなお名前です」

「え!?　あ、ああ、ありがとうございます」

「実は、今日わたし、一いつ緒しよに来る予定だった同じバイト先の友達が来られなくなっちゃって、知り合いがいなくて、すごく寂さびしかったんです。だから、声かけてもらえて……すっごく、嬉うれしかったです」

　彼女は、恥はずかしそうに上うわ目め遣づかいでそう言った。

　声かけてもらえて、嬉しかった……？

　てっきり迷めい惑わくがられているかと思ったのに、むしろ喜んでもらえていたなんて……予想外だった。

　彼女の言葉を聞いて俺の方がめちゃくちゃ嬉しくなる。

「あ、わたし、そろそろ帰らなきゃ……。それじゃあ、お話しして下さってありがとうございました……」

「あ、そうなんですね！　こちらこそ、ありがとうございました！」

　彼女はぺこりと会え釈しやくしてから、店の出口へ向かった。

　なんてことだ。あんな可愛い子と連絡先を交こう換かんすることに成功するなんて。

　それも、彼女の方から連絡先を聞いてくれるなんて！

　今日飲み会に来て本当に良かった……。

　当初はそんな気分じゃなかったのに、二科が無理にでも誘さそってくれたおかげだ。




　ふと見ると、俺の席にもう男どもの姿はなくなっていた。

　安心して戻もどる。

「あっ一ヶ谷！　あんた随ずい分ぶん長いこと席外して……どこ行ってたの!?」

「いや、勝手に席取られてたから戻って来られなかったんだろ！」

　まあ、そのおかげで可愛い子と連絡先交換できたから、別にいいんだが。

「え、そうだったの!?　あんたが戻ってきてくれたらあの人たちすぐどっか行ったかもしれなかったのに！」

「え……？」

　あの人たちって、イケメン喫きつ茶さの店員らしき男どものことか？

「さっき俺の席にいたのって、イケメン喫茶の店員じゃないのか？」

「そう！」

「お前話したがってたじゃねえか」

「そーだけど、実際会ったらも～色々とありえない！　喋しやべった瞬しゆん間かんからチャラそうだし、無神経にズケズケ色々聞いてくるし、この席友達がトイレから戻ってくるんで～って言ってもお構いなしに座りっぱなしだし、連絡先も強ごう引いんに聞いてくるし、……ほらっ、今度はまた別の女の子たちに話しかけに行ってるし！」

　二科が指を指した先では、イケメン店員たちが別の女の子グループと話していた。

「あたしがズケズケ嫌み言ってもノーダメなんすよ。最終的に水琴先せん輩ぱいがはっきりと『これ以上君たちと話したくないからどっか行ってくれないか』って言って追い返してくれたっすけど」

「とんでもない連中だったな。たとえいくら男性に困ろうと、ああいう連中とどうにかなるくらいだったら孤こ独どく死しした方がマシだな」

「孤独死っ……!?　いや、飛ひ躍やくしすぎじゃありませんか？」

　水琴さんに突つっ込こみつつ、しかし、三人の反応は意外なものだった。

　てっきりイケメンと喋れてテンションが上がっていたかと思いきや、あの男ども、そんなにうざい連中だったのか。たとえイケメンでも、言動がうざいとこうも女子たちに嫌きらわれるものなんだな。

　三人とも、俺がいない間イケメンと楽しく喋っていたわけではないようで、なんとなく少し嬉しい。




　その後間もなくして飲み会はお開きになった。

　駅で彩葉さんと水琴さんと別れ、二科と電車に乗る。

「は～ぁ、結局今回もいい出会いなしか～。そもそも男性の参加者相当少なかったしなー。あんたも、残念だったね」

「…………」

「……って、何ニヤニヤしてんの!?　怖こわいんですけど！」

「フッ……、いつから俺が誰だれとも連絡先を交換していないと錯さつ覚かくしていた？」

「は？　あんた何言って……え？　何、誰かと交換したの!?　いつ!?」

「あー、トイレに席を立ったとき、捜さがし物をしてた女の子がいて……」

　俺は連絡先交換の経けい緯いを二科に話した。

「マ、マジで……？　何それっ！　あんただけズルくない!?　私は一いつ切さい何もなかったっていうのに！」

　二科は悔くやしそうに言う。確かに、誘ってくれたのは二科なのに、俺だけいい思いをする結果となってしまったな……と、思っていたところ。

「あんた……今日乗り気じゃなさそうだったけど、来て良かったじゃん！」

　二科は微笑ほほえんで言った。まるで自分のことのように喜んでくれているようだった。

「……！　あ、ああ……！　今日、誘ってくれてありがとな」

　俺一人だったら、あんなことがあって、ひたすら落ち込んで一人でふさぎ込んで終わりだった。

　二科は俺のために五条さんに怒おこってくれ、俺を励はげましてくれ、今日は乗り気じゃなかった俺を新たな出会いの場へと連れ出してくれた。

　そのおかげで、いい出会いにも恵めぐまれた。二科のアドバイスのおかげで話しかけることもできた。

　本当に二科がいてくれたおかげで、救われた。

「もうすぐバイト終わるし、そしたら……また新たな出会いの場行かないとな！」

「うん！」

　二科が俺の力になってくれたように、俺も二科の力になりたい。

　その一心で、俺は言う。

　まずは、新たな出会いの場を探すところからだな。




　家に帰ってスマホを見ると、二通ラインが来ていた。

「!?」

　送信者を見て驚おどろく。

　一通は、今日連絡先を交換したゆめさん。もうラインをくれるなんて……。

　そしてもう一通は、三み波なみさんからだった。

　まずは、ゆめさんからのラインを開く。

『今日はありがとうございました。とっても助かりました。お話しできて嬉しかったです』

　可愛い絵文字を交えて送られてきた。メッセージの後に、可愛らしいスタンプも送ってくれている。

　これは……社交辞令的なラインなのか、俺と仲良くなりたいと思ってくれているのか、判断に悩なやむところだな。いやでも、そもそもラインを聞いてくれた時点で、ある程度好感を持ってくれた、と思っていいんだよな……？

　いや、五条さんみたいなパターンもあるから、手放しでは喜べないが。

　とりあえず、あとでラインを返そう。

　次に、三波さんからのラインを開く。三波さんからラインが来るなんて珍めずらしい……。

『一ヶ谷先輩、突とつ然ぜんのライン失礼します。先日は相談に乗って下さりありがとうございました。あれから、思いきって事務所に自分の意見を全部伝えたところ、今度話し合いの場を設けてもらえることになりました。まだどうなるか分かりませんが、一ヶ谷先輩のアドバイスのおかげで前進できた気がします。本当に感謝しています』

「……！」

　三波さん、運営会社の方針と意見が合わなかった件、ちゃんと話し合えることになれたのか。とりあえずは良かった……。

　西さい園おん寺じエミリーの一ファンとしても、心から嬉しく思う。

　それから俺はゆめさんと三波さんにそれぞれラインを返した。

　ゆめさんには、こちらこそ話せて楽しかった、今後とも宜よろしくお願いします、という内容を。

　三波さんには、とりあえずは良かった、俺は何もしてないけど、また何かあったら俺で良ければいつでも相談して、という内容を送った。




　五条さんとは完全にフラグが折れた（そもそも最初から立っていなかった）が、なんだかんだ言って他の女子とは連れん絡らくが取れてるな……俺。

　付き合うとかそういったことには程ほど遠とおいが、冷静に考えたら、今の状じよう況きようも十分に恵まれてるよな……。
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　あれから、ゆめさんとのやり取りは終わってしまったが、三み波なみさんとはやり取りが続いていた。

　ＶＴｕｂｅｒの活動の現状報告を、支障のない範はん囲い内で教えてくれた。話し合いは今週あるらしく、悔くいのないように自分の意見を述べてきます、とのことだった。

　この話し合いで、いい方向に軌き道どう修正できればいいのだが……。

　ゆめさんとも、これで連絡が途と絶だえてしまうのは寂さびしいので、またそのうち何かの機会でラインをしてみようと思う。

　そういえば、ゆめさんとはツイッターも交換したんだよな。

　実は、五ご条じようさんとあんなことになってから、俺はツイッターを一いつ切さい見ていなかった。

　五条さんは毎日何度もツイートするので、五条さんのツイートが嫌いやでも目に入る。どうせまた、いつも通り他の男性フォロワーにチヤホヤされていることだろう。

　それを見たくなかったのだが、フォロー解除やミュート、ブロックなどをする気にもなれなかったので、ツイッター自体を見ないようになっていた。

　でも、五条さん一人のためにツイッターをやめるなんてバカバカしい。

　ゆめさんがどんなツイートしてるのか見てみたいし、ラインするよりリプ送る方が敷しき居いが低いので、久し振ぶりにツイッターのアプリを開くことにする。

「……」

　自室のベッドに寝ね転ころがりながら、ツイッターアプリを開く。どうしても気になって、タイムラインをざっと見た。

　やめておいた方がいいと分かっているのに、五条さんのツイートを探してしまう。

「……あれ……？」

　五条さんのツイートが、一切ない。

　もしかして……ブロックされた!?

　瞬しゆん時じに怖くなって、自分のフォロー一覧を表示する。

　フォロー一覧に、五条さんのアカウントは変わらずあった。ちなみに、フォロワー一覧にもあった。

　五条さん、全然ツイートしてないのか？　五条さんのタイムラインに飛ぶ。

「……！」

　あの日……俺と五条さんが揉もめた日までは、彼女は毎日何通もツイートしていた。朝にはおはようツイートをして、何人ものアカウント（おそらく男性）からリプが送られてきて、それにリプを返していた。

　だけど……俺と最後に会話したあの日以降、彼女は一切ツイートしていなかった。

　何人か（多分男性）、『最近全然呟つぶやいてないけどどうしたの？』『体調とか大だい丈じよう夫ぶ？』みたいなリプが来ていたが、それらにも一切返信していなかった。

　一体、どうしたのだろうか。本当に体調でも悪いのか？




　結局、また五条さんのことで頭がいっぱいになってしまい、ゆめさんにリプで絡からむことはできなかった。

　五条さんのことなんて、もう気にしたって仕方ないのに……。







　翌週の平日。今日は、バイトの最終日だ。

「来週でバイト終わりだねー」

　キッチンで洗い物をする俺に、久く住すみが声をかけてくる。

　今日は夕方一時間だけ、久住とシフトがかぶっていた。

「ああ、実は……俺、今日が最終日なんだ」

「え!?　マジで!?　今日で一いちヶが谷や君と働けるの最後なんだ～……。俺実は、メイド店員と付き合いたい一心でメイド喫きつ茶さのバイト受けたんだけどさ」

「え!?　お、おう……」

　カウンターに客がいないのをいいことに、久住が突然カミングアウトを始めたので困こん惑わくする。いや、俺も同じ動機なんだが……。

「結局メイドとは付き合えなかったし、いいなって思った子とはうまくいかなかったけど……でも、同い年のオタク友達ができて良かったよ」

「……！」

　同い年のオタク友達、って俺のことだよな……。面と向かってそんなことを言われて、少し小こっ恥ぱずかしい。

「あ、ああ……」

　でも俺も、久住がいたおかげでバイト先で働きやすかった。

「バイトが終わっても、普ふ通つうに遊ぼうな！」

「あ、ああ……そうだな」




　やがて久住の上がる時間が来て、一人残された俺がキッチンでグラスを拭ふいていると、五条さんの接客する姿が目に入ってくる。

　最終日も、五条さんとシフトがかぶっていた。

　五条さんは、全く体調などに問題があるようには見えなかった。

　だが……心なしか、いつもと様子が違ちがうようにも見えた。なんというか、いつもよりテンションが落ち着いているというか……。

　しかし、体調が悪いわけではないならなぜ、ツイッターの更こう新しんが一いつ切さい止まっているのだろうか？

「オムライスとアイスコーヒーお願いします」

「あ、はい……」

　五条さんにオーダーを告げられて、返事をする。

　職場なので、当然彼女はいつも通りの笑え顔がおと愛あい想その良さだ。こうしていると、まるで何事もなかったかのように思えてくる。

「一ヶ谷君も、もう大分慣れてきたね～。もう一ヶ月経たつ？」

　常連の佐さ々さ木きのオッサンが、今日もカウンター席で俺に話しかけてくる。

「そうですねー……って言っても、実は、僕今日で最後なんですよ」

「え!?　きょ、今日で最後!?　いやいや、だってまだ入ったばっかじゃん！」

「僕、短期バイトで入ってたんで……」

「まじかよー！　君の成長ぶりを見るのがこの店に通う楽しみの一つだったのに……」

「そ、そうなんですか？　あはは、ありがとうございます」




　休きゆう憩けい時間になり、バックヤードに誰だれもいなかったので、椅い子すに座って休憩する。

　五条さんに……今日が最後だって、言ってないな。

　一度は恨うらみもしたけど、これが完全な別れだと思うと、やっぱり、寂しいって気持ちもなくはない。最終的に喧けん嘩か別れみたいな状態になってしまったし。

　まあ、これで今後会わなくなるわけだし、綺き麗れいさっぱり忘れて、新しい恋こいを始めるんだ。

　今はまだこんなに引きずってしまっていても、会わなくなれば忘れられるに違いない。

　そんなことを思って若じやつ干かんのエモさを感じていた、そのとき。

「ね～、や、やっぱりさー、彼氏できたの？」

「だから、できてないですって～」

「……！」

　カーテン越ごしに、キッチンの会話が聞こえてくる。バックヤードとキッチンは一枚のカーテンで仕切られているだけなので、声や音は全すべて聞こえるのだ。

　男性客と五条さんが話しているようだ。

　今キッチンには、五条さんが入っているのか……。

「店垢あか、シフトしかツイートしなくなったよねー。全然リプも返してくれないしさー」

　確かに、五条さんのツイッターは、プライベートのアカウントだけでなく、店のアカウントも全然更新されなくなっていた。

「えっと、前からお話ししてると思うんですけど、お客様には一つのリプに一通しかリプ返しちゃいけないことになっているので……」

　なんか面めん倒どうな絡まれ方してるな……。

「まあそれは仕方ないとしても、俺ましろちゃんのツイッターの本垢も見てるんだけどさ。そっちも最近全然ツイートしなくなったから、これは男ができたに違いないな、って。なんかちょっと前から男にたまに自分からリプ送ってるでしょ？　その相手が彼氏？」

「え……!?　わ、私の本垢知ってるんですか!?」

「そうそう。ちょっと探したらすぐ発見できたからフォローしてるよー」

　五条さん、ツイッターの本垢、客に特定されたのか……。

　っていうかこの客、大丈夫か？　結構ヤバイ奴やつじゃないのか？

「えーっと、なんだっけ、シャドウなんとかって奴。そいつにたまにリプしてるよね。そいつが彼氏？」

「……！」

　よりによって俺の話題かよ。

　確かに五条さんとは、以前ツイッターの本垢でたまにやり取りしてたけど……。

「ち……違いますよ」

「ほんとにぃ～？　っていうか、そっちの垢だったら制限とかないから、リプ飛ばしたらちゃんと毎回リプ返してくれるのー？」

　うわっ……こいつ、完全にやばい客じゃねえか。

　今日は俺の他ほかに男の従業員は入っていない。

　仕方ない……。たとえ問題起こしたって、どちらにせよ今日で最後なんだ。

　俺は覚かく悟ごを決めて、バックヤードとキッチンの間のカーテンを開けた。

「……！」

　五条さんは俺の顔を見て驚おどろいている。

「お、お客様……店員のプライベートには、あまり口を出さないようお願いできますか？」

「へ……!?」

「は、はぁ？　いや、俺はそんなことしてないけど？」

　男性客は焦あせった様子でしらを切る。若めの、ひょろっとした男だった。

「いや、ツイッターのプライベートのアカウント特定や、決められている以上のリプの強要とか……十分迷めい惑わく行こう為いですので」

「なっ……!?　それのどこか迷惑行為だって言うんだよ」

　五条さんが、俺をじっと見ているのが分かった。不思議に思っているのかもしれない。

「と、とにかく……このことは、店長に報告させて頂きますので」

「……っ！　あ～もううざったいなあ、もう今日は帰るわ。早く会計して」

　迷惑客がうざったそうに鞄かばんから財さい布ふを出し始める。

　五条さんがすぐに会計の手続きを始めた。

　客が会計を終えて店を出たのを見届けてから、俺は休憩の続きを取るためにバックヤードに戻もどる。

　すると、カーテンが開いて五条さんが顔を出した。

「一ヶ谷さん……ありがとうございました」

「い、いや、別に……」

　俺は五条さんの顔を見ずに答える。

　考えてみれば、随ずい分ぶん強ごう引いんなやり方をしてしまったかもしれない。俺のせいで恨みを買ったりしなければいいのだが……。店長には本当に報告して、要注意人物として扱あつかってもらった方がいいな。出禁でもいいくらいかもしれない。

「…………」

　五条さんは少し黙だまった後、カーテンを閉めてキッチンの仕事に戻った。




　休憩後、二時間ほど働いて、俺の最後の就労時間が終わった。

　着き替がえを終えて、スマホを取り出す。

　今日はよりによって、五条さんと上がる時間が同じなのだ。

　帰り時間がかぶったりしたら気まずいので、少し時間を潰つぶして五条さんが店を出てから出ることにしようと思う。

　暫しばらくスマホを弄いじっていたら、隣となりの女子更こう衣い室の扉とびらを開けて閉める音がした。五条さんが更衣室を出たようだ。

　少し時間を置いてから更衣室を出ると、バックヤードに店長の姿があった。

「あの、僕今日で最後なんで……お世話になりました」

「ああ、そうだったな。お疲つかれさん。また来月の給料支し払はらい日び以降に給料取りに来て」

　店長は素っ気なく事務的な言葉を告げる。

「はい。あ、それと……今日迷惑行為働いてたお客さんがいたんで、出禁にした方がいいかもしれません……。キャストのツイッターのプライベートアカウント特定したり、決められた回数以上のリプを強要したりしてました。お客さんの名前とか特とく徴ちようは、ごじょ……ましろさんに聞いて下さい」

「え、そうなの？　分かった、今度聞いとく」

　とりあえず俺のすべきことは全て終えた、と思う。




　今日でこの店に来るのも最後なんだと感かん慨がい深い気持ちになりながら、扉を開けて、階段を上がった。

「……っ!?」

　階段を上がって店を出たところに、五条さんがいた。

　驚いて何も声が出せなくなる。

「お……お疲れ様です」

「ご、五条さ……どうしたの？」

「一ヶ谷さん、今日で最後なんですよね？　最後に話したいなって思って」

「えっ!?　で、でも……店出てからメイドと従業員が一いつ緒しよに歩くの禁止されて……」

　話したい？　俺と？　一体何を……。

「もう一ヶ谷さん、従業員じゃないじゃないですか」

　五条さんの表情、雰ふん囲い気き、話し方が店や今までとは全く違うことに気付く。無表情で冷めた雰囲気だし、話し方も違う。今は素すの彼女……ということなのだろうか。

「そ、そう？　五条さんがそれでいいなら、俺はいいけど……」

　五条さんの言うとおり、俺は今日でバイトじゃなくなるわけだから、規約を破ってもペナルティを食くらうことはない。なので、そのリスクのある五条さんがいいと言うなら構わないが……。




「あ、あの……さっきは本当に、助かりました」

「！　ああ、いや、別に……。あ、店長にも伝えて、出禁にした方がいいって言っておいたから、五条さんからも客の名前とか特徴伝えといて」

「……！　分かりました。ありがとうございます」

「…………」

「…………」

　それから、沈ちん黙もくが流れる。

　気まずい。五条さんは一体俺と何が話したくて、わざわざ俺を待っていたのだろう。

「そういえば五条さん、最近全然ツイートしてないんだね。前は毎日更こう新しんしてたのに」

　このまま無言も辛つらいので、ふと気になったことを聞いてみた。

「ああ……ツイッター、やめたので」

「え……!?」

「やめても、一ヶ月はアカウント残っちゃうんですよね」

「やめっ……!?　な、なんでまた!?」

「意味、ないから……」

　五条さんは無表情のまま呟つぶやく。

「たくさんの人に好かれたって……意味ないから。だから……」

「え……？」

　五条さんは、辛そうな表情で俺に告げる。




「ほんと、バカみたいですよ。ムダに色んな人にチヤホヤされても……本当に私を好きになって欲しい人に好かれなきゃ意味ないのに……逆に、嫌きらわれるようなことして」




　五条さんは俺と目を合わせずに、苦く笑しようした。目は、少し潤うるんでいるように見えた。

　ちょ、ちょっと待てよ。本当に私を好きになって欲しい人って……俺のこと、言ってるのか？

　いや、そんなわけない。どうせまた噓うそだ。

「そ、それも、俺に好かれようとして……俺に媚こび売って利用するために、言ってんじゃないの？」

　つい、突つき放すような言い方をしてしまった。そうしないと、また五条さんに言いくるめられてしまうのではないかと思った。

「!?　な、何言って……!?」

　急に五条さんが強めの声と口調になったので、俺は驚いて彼女を見る。




「媚び売って利用するためなんかに、あんな態度取ってたわけないじゃないですか！　なんとも思ってない人に、あんな態度取るわけ……ない……！」




　五条さんは声を張って言う。目には少し涙なみだを滲にじませて、俺を睨にらんでいた。

　今の彼女が、作られたものだとは……さすがに思えない。

「いや……あのとき、色んな人に媚び売っておくと都合がいいから俺に構ってた、みたいなこと言ってたけど……」

　もうわけが分からない。どっちが五条さんの本心なんだよ。

「更衣室での会話が聞かれて、完全に私の素が一ヶ谷さんにバレたとき……」

　五条さんが話し始めて、直前の出来事を思い出す。

　今まで天使のように思っていた五条さんが、彩いろ葉はさんに負けないくらい毒どく舌ぜつを吐はく、きついキャラだった上に、男性声優のオタクだったことが発覚したんだ。

　俺としては、その後の発言が衝しよう撃げき的すぎて、かなりどうでもいいことになってしまっているが。

「一ヶ谷さんの反応を見て……完全に私に失望したと思ったから、もうヤケクソになって、ああ言うしかなくて……」

　え……？

「私の趣しゆ味みとか、本当の性格とか……男性に引かれるものだって痛いほどよく分かってるから。だから……それが知られて、一ヶ谷さんも引いてるのが分かって、もう終わったな、って……」

「な……!?　そ、それじゃあ……『色んな人に媚び売っておくと都合がいい』から、俺に構ってたっていうのが、噓だったってこと……？」

「……っ、そんな理由で、会ったときにいい顔するくらいはあっても、連れん絡らくとり続けたり、手作りのお菓か子し渡わたしたりとかまで、するわけないじゃないですか！」

　五条さんは耳まで真っ赤になっていた。

　ちょ、ちょっと待てよ……。

　つまり、五条さんは俺のことを、多少なりとも本当にいいと思ってくれていたって、特別だったって、そう言いたいのかよ？

「……っ、も、もしそれが本当だとして、なんで俺なんかにそんなこと……？」

「最初は……第一印象で、まあまあ好みだったから……一ヶ谷さんの方も最初っから私のこと結構好きそうな感じだったし、悪い気しないし、遊びに行ってもいいかなってくらいの、興味本位で……」

「え……!?」

　五条さんは俯うつむき加減で顔を赤くして話し始める。

　色々気になる点はあるが、第一印象でまあまあ好み……？　俺、五条さんにそんな風に思ってもらえてたのか!?

「会ってみたら、女慣れしてなさそうな割には、割と気き遣づかいできるし、優やさしいし……こっこのまま、場合によっては付き合ってもいいかな～って思ってた、のに……」

　え、え……!?　付き合ってもいい……!?

　上から目線ではあるものの……五条さん、そこまで思ってたのかよ!?

「～～っ、なのに、連絡先聞くのもデート誘さそうのも年下のこっちからだし、しかもデート中に途と中ちゆうで帰っちゃうし、ほんっとムカついた！　その後も全然そっちからアプローチしてこないしっ……！　その上、今まで必死に取り繕つくろってたのに、性格悪いのも、痛い声優オタだってこともバレてっ……もう、何もかも最悪でっ……！」

　五条さんは真っ赤な顔のまま半泣き状態で、一気に言い切った。

「え……マ、マジで……？」

　つまり五条さんは、俺のことを都合のいいように利用しようと近づいたわけではなく……それなりに、いいと思ってくれていたってことなのか？

　信じられないけど、今彼女の口からそう言ったんだよな？

　しかし、なんでだ？

　自じ慢まんじゃないが、生まれてこの方モテたこともない。幼い頃ころを除いては、見た目を褒ほめられたこともほとんどない。
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　だけど……。

　あの日、オフ会の日は、我ながらそれなりの見た目になれていた。

　いつもの自分とは全く違ちがう、結構イケてる見た目になれていた。

　それは全すべて、二に科しなのおかげだ。二科に髪かみ形がたから服装から清潔感から全て一から鍛きたえてもらった。

　そのおかげで、五条さんみたいな子に『まあまあ好み』と思ってもらえるほどの見た目になれてた、ってことかよ!?

　五条さんが、本当に俺なんかをいいと思ってくれていたって……未いまだに信じられない。驚おどろきと喜びが同時に押し寄せてくる。

「べ、別に、声優オタクとか、全然痛くなんかないって！　俺だって萌もえ系のソシャゲとかアニメとか好きなんだから……」

　とにかく何か言葉を口にしようと、最初に出たのがそれだった。

　最初から、趣味を偽いつわったりせずに、正直に言ってくれたら良かったのに……。

「なんでそんなに、無理して偽ったりしてたの……？」

「……中学の時、男性声優が好きなこと、全然隠かくしてなくて……男子に陰かげ口ぐち叩たたかれたことある、から……」

「……！」

　こんなどんな男子からもモテそうに見える五条さんに、そんな暗い過去が……？

「現に一ヶ谷さんだって、私の本ほん性しよう知ってショック受けてたじゃん……」

「それは、五条さんが俺に自分を偽ってたってことが軽くショックだっただけで……。最初から、素で接して欲しかったし、五条さんが本当に好きなもの、教えてもらいたかったなって。声優オタクなんて、全然引かないし」

「……」

　五条さんは啞あ然ぜんとした様子で俺の顔を見る。

「それ、ほんとに……？」

「……あっ！　やば、あれオーナーだ！」

　そこで、俺の目にバイト先のオーナーが歩道を歩く姿が目に入った。

　まずい、こちらに向かってくる。俺はもういいけど、五条さんが規則違い反はんで罰ばつを受ける可能性がある。この間店の前で話していたのより、一緒に歩いている方がまずい感じがするし……。

「じゃあ俺、離はなれるから！」

　俺は慌あわてて早足で五条さんから離れた。

　五条さんは呆ぼう然ぜんとしたまま、俺を見ていた。







　一人帰りの電車で、五条さんにラインを送った。

『正直な気持ちを言ってくれて嬉うれしかった。良かったら、今度改めて話したい』

　今の俺の気持ちは、自分でもよく分からない。

　五条さんの本性を知る前、純じゆん粋すいな気持ちで五条さんに惹ひかれていたあのときとは違う。

　五条さんの本性を知って、傷つけられて、もう彼女のことを忘れたいと思っていたときとも違う。

　五条さんの本当の姿を知って、大きく印象は変わった。彼女は俺の理想の女性なんかではなかった。

　だけど……彼女が半泣き、半ギレになりながらも伝えてくれた本心は、すごく嬉しいものだった。

　本当の彼女のことも、もっと知っていきたい。今度は新たに、本当の彼女と、一から親交を深めてみたいと思う。




　しかし、五条さんに送ったラインはなかなか既き読どくがつかなかった。




「ただいまー」

「あ、おかえり」

　家に帰ると、二科が夕飯を作っていた。

「今日何？」

「生しよう姜が焼きと豚とん汁じる」

「へー、美味うまそうじゃん」

「……!?　なんかあんた……やけに機き嫌げん良よくない？」

「え、べ、別に……」

「なんかニヤニヤしてるし……気持ち悪っ」

　二科に辛しんらつな言葉をかけられたが、今は大して気にならない。

　後で二科にも、夕飯を食べながら、五条さんとのこと報告しないとな。

「……っ！」

　そこで、俺のスマホに着信が入る。

　もしや、五条さんか!?　と思って慌ててスマホを見ると。

「えっ……」

　ラインで、三波さんから着信が入っていた。ここのところラインのやり取りはしていたが、着信が入ったのは初めてだ。

　俺は慌てて自室に移動して電話に出た。

「あ、も、もしもし、一ヶ谷です」

　考えてみたら、女子と電話するのってほぼ初めてなんじゃないだろうか。緊きん張ちようしながら電話に出る。

　一体どうしたんだろう。

「もしもし、三波です。急に電話しちゃってごめんなさい……。今大だい丈じよう夫ぶでしたか？」

「あ、うん、全然大丈夫だよ！」

「良かったです。あの……ＶＴｕｂｅｒの活動の件、今日運営会社と事務所との話し合いがありまして。一ヶ谷先せん輩ぱいには色々相談に乗って頂いたので、直接お電話でご報告したくなっちゃって……ご、ご迷めい惑わくでしたか？」

「あ、そうだったんだ!?　いや、俺もどうなったか気になってたから、是ぜ非ひ聞きたいよ！」

「あ、ありがとうございます……！　えっと、今日の話し合いで、不満とか言いたいこと、全部言い切ることができました。それで、わたしがやりたくないこと、特にファンの方から評判が良くなかったことは、今後はもうしなくていいってことになりました。新規のファンを取り入れる動画もやっていくけど、今までのファンを大事にする動画……初期の頃からやってきた、わたしが好きなゲームの実じつ況きよう動画や、好きなことについて語る生配信も、これからまたやっていこうってことになりました」

「そうなんだ!?　そんなに話し合いうまくいったんだ！」

「今までにないくらい、わたしが強く自分の意見を言ったので……運営会社も事務所も真しん剣けんに聞いてくれたんだと思います。それもこれも、一ヶ谷先輩のおかげです」

「え!?」

「一ヶ谷先輩に話を聞いてもらえて、意見をもらえたおかげで、自分の意見に自信が持てたので……ありがとうございました」

「いや、そんな……俺は何もしてないって。でも、本当に良かったね」

「はい！」

　三波さんの話を聞いて、相談を受けていた立場として、そして西園寺エミリーの一ファンとして、本当に嬉しくなった。

　それに正直、こうして俺を頼たよってくれて、電話してくれることも嬉しい。

「あ、あの……」

「？」

「わたし、今まで男性と付き合ったことないし、こんなに親密に相談に乗ってもらったの初めてで……本当に助かりました。つい、勢い余ってお電話までしちゃいましたが、そういえば一ヶ谷先輩、彼女作ろうと頑がん張ばってらっしゃいましたよね？　だ、大丈夫でしたか？　その後彼女できました？　もし彼女いらっしゃったら、わたしとても無神経なことを……」

「あ、いや、まだ彼女なんてできてないし……」

「そ、そうなんですか……！」

　三波さんの声は、なんだか明るい声に聞こえた。

　え、それってもしかして、俺に彼女がいなくて嬉しいとか？

　いや、自意識過か剰じようすぎるか。単に電話して大丈夫だったからほっとしてるだけかもしれないし……。

「あの、それじゃあ……これからも、もし本当に困ったら、また相談しちゃうかもしれないんですけど……」

「うん、気軽に何でも相談してよ！」

「ほんとですか？　すごく心強……」




「ちょっと一ヶ谷！　下から呼んだの聞こえなかった!?」




「!?」

　そのとき、二科が俺の部屋の扉とびらをノックしながら大声を出す。

　やべっ、これ、二科の声、三波さんに聞こえるんじゃ!?

「開けるよ!?　あー、やっぱ部屋にいるじゃん！　なんで返事してくんないの!?」

　俺の返事を聞く前に、二科が部屋の扉を開ける。

「おまっ、ちょっ、まっ……」

　テンパったあまり言葉が出ない。

「ご飯できたってばー！　冷めちゃうよ!?　……って、あ、電話してたの？」

「え、こ、この声って……」

　スマホから、三波さんの動どう揺ようした声が聞こえてくる。




「もしかして、二科先輩……の声ですか？　お二人……一いつ緒しよに住んでるんですか!?」




「……っ！」

「えっ……ちょっ、これ、電話、三波さん!?」

　二科が大声を出す。

　この場を凌しのげる言葉が何も出てこない。

　そのとき、三波さんとの通話が繫がったまま、ラインの通知音が鳴る。思わず自分のスマホ画面に目をやると。




『一ヶ谷　希き咲さき：来月私一人で日本帰ることになったから』




「…………は？」

　一ヶ谷希咲。俺の唯一の兄妹──妹だ。

　この状況で、わが妹からの久しぶりすぎるラインに、頭がフリーズする。

　帰る？　希咲が一人で？　ちょっと待て、なんでいきなり!?　聞いてないぞ!?　だって今、希咲の部屋は二科に……。

「ちょ、ちょっと一ヶ谷！　どーいうことなわけ!?」

「もしもし？　一ヶ谷先輩……？」

　希咲からのラインに加え、二科の声、それにスマホから聞こえてくる三波さんの声で、俺は極度の混乱状態に陥おちいり何もできなくなり、その場に固まることしかできなかった。








あとがき









　皆みな様さまご無ぶ沙さ汰たしております。村むら上かみです。

　この度は『同どう棲せいから始はじまるオタク彼かの女じよの作つくりかた』二巻をお手に取って頂き、誠まことにありがとうございます！

　昨年から始まったこちらの新シリーズですが、皆様のおかげで、こうして無事に二巻を出すことができました。とても感謝しております。

『アルバイトでの出会い』をテーマに執しつ筆ぴつさせて頂きました二巻ですが、お楽しみ頂けましたでしょうか？




　執筆業専業になってから、めっきり外出する頻ひん度どが下がり、生活リズムが狂くるって昼夜逆転しがちな今日この頃ごろです。

　昼夜逆転する→このままではいけないと感じ、無理矢理睡すい眠みん時間を短くして戻もどす→深夜に執筆作業が捗はかどってしまい、寝ねるのが明け方になる→昼夜逆転再び、というエンドレスに陥おちいってしまって困っています……。

　とりあえず健康のために運動だけはしておこうと思い、たまにジョギングしたり、ロードバイクで遠出するなどはしていますが、加か齢れいと共に体力の衰おとろえをひしひしと感じております……。




　二巻では、アルバイトを通しての出会いの話にしようということになり、オタクと出会えるバイトを色々考え、友人知人にコンセプトカフェ勤務経験者がいたため、詳くわしく聞いて執筆の参考にさせて頂きました。

　また、自分自身がコンセプトカフェに行くのが好きで、今までありとあらゆるコンセプトカフェに通ったため、その経験も少しは生かせたのかな？　と思います。

　メイド喫きつ茶さにも色々なタイプがあり、今回一いちヶが谷やや心こころが働いたのは比ひ較かく的てき王道なメイド喫茶をイメージしました。

　最近、取材も兼かねて、おそらく日本で一番有名な王道メイド喫茶にも行ってみたのですが、読モかのようなお洒しや落れ系の可愛かわいい女の子ばかり働いていてびっくりしました。どうやら、メイド喫茶で働いているのはオタクの女の子ではない（ことも多い）らしいです。

　その他にも様々なウリのメイド喫茶がありまして、とても落ちついたいい雰ふん囲い気きで、メイドさんと海外のボードゲームなどを楽しめるお店、ライブステージメインのお店、お食事がウリでとても美味おいしいお店、物語に入り込むことのできるＲＰＧカフェなお店、などが印象深かったですね。

　他にも、まだ行ったことないのですが存在を知って気になっているのが、店員さんが女児の服を着て接客してくれるお店、女子寮りようという設定で女の子と遊べるお店、などです（変なお店ではなくちゃんとコンセプトカフェですよ！）。

　コンセプトカフェは、楽しいだけでなく、周りの視線を気にせずにオタク的な話をできるところもいいですよね！




　コンセプトカフェ以外にオタク的なアルバイトといえば、パッと思いつくのは、アニメショップなどの店員さん、同人誌即そく売ばい会かいのスタッフ、ゲームのデバッカー、などでしょうかね。それぞれ友人に経験者がおり、どれも大変みたいですが……。

　あとはネットカフェでのアルバイトを経験したことがありますが、暇ひまな時間は漫まん画がを読むことができて、オタクにとっては素晴らしいバイトでした（笑）。

　あとは、バイトと呼ぶべきではないかもしれませんが、謝礼を頂いて同人誌即売会でサークルさんの売り子をする、というのもしたことがあります。とても楽しかったし、いい経験になりましたね。




　バイトでの異性との出会いについてですが、学生時代はよく「アルバイトで出会いがあり恋こい人びとができた」という話を聞きましたね。

　ファーストフード店、ピザ屋、塾じゆくの講師、ファミレスなどなど……。自分の周りで一番恋人ができた率が高かったのは、なぜかミスドでした。

　自分の場合、清せい掃そう、チラシのポスティング、工場や倉庫での力仕事など地味なバイトばかりしていたので、異性との出会いは皆かい無むでしたが……。




　しかし、オタクな恋人ができるという面では、バイトや職場などよりも、一巻で出したようなオフ会や、マッチングアプリの方が恋人ができたという話を断然多く聞きますね。

　オタクオフ会は元々オタクしかいない空間ですし、マッチングアプリもプロフィールに趣しゆ味みは漫画アニメですと書ける他、作品に出したようにコミュニティというツールがあるアプリもあり、同じ作品を好きな人のプロフィールを見て、イイネを送れたりします。ちなみに、結構オタク方面のコミュニティも充じゆう実じつしておりました。

　マッチングアプリも今多種多様になってきているようで、他にも性格や価値観から相性のいい相手を見つけ出せるアプリ、すれ違ちがって気になった人にイイネを送れるアプリ、見た目重視でお相手を探せるアプリ、近所に住んでいる人のプロフィールをたくさん見られるアプリ、など見み掛かけたことがありますね。

　ＳＮＳから気軽に登録できる、ＳＮＳで友達になっている人のプロフィールは表示されない、などといった配はい慮りよもされているので安心ですね。

　実は自分も、その中の一つを少しだけやってみたことはあるのですが、すぐに面めん倒どうになってやめてしまったんですよね。でも友人からはアプリで恋人ができたという話を最近本当によく聞くので、出会いのツールとしてはかなり優ゆう秀しゆうみたいです。




　あとはパーティー、街コン、などですが、これらもオタクの人向けのものが最近かなり出てきていますね。




　自分や周りの友人らの恋こい活かつ体験を、作品にどんどん取り入れていきたいと思っておりますので、恋活や婚こん活かつを考えている方がいらしたら、少しでも参考にして頂けたら嬉うれしいです。




　二巻ではメイド喫茶が主題であったため、メイド服姿の心を表紙にして頂きました！　現段階では表紙のラフイラストのみ拝見しましたが、心のメイド服姿が可愛すぎて既すでに萌もえ死にそうです……。

　また、二巻からメイド喫茶で働くにあたって、彩いろ葉は、水み琴こと、久く住すみ、ゆめ、といった新キャラを出させて頂きましたが、いかがでしたでしょうか？

　キャラデザを拝見したところ、イメージ通り、むしろイメージ以上に魅み力りよく的に描えがいて頂いており、彩葉やゆめは可愛らしいし、水琴はクールビューティー、久住もイケメンでとても感激しております！

　館たて川かわまこ先生、今回も素晴らしいイラストをありがとうございました。




　担当編集者様、今回もありがたいご指導のほどありがとうございました。そして今回も、ネット上でのＰＲにも力を入れて頂き誠に感謝致いたします。




　三巻では、心と一ヶ谷の本格的なコスプレデビュー、コスプレを通しての出会い、様々なイベントを通しての一ヶ谷とそれぞれの女の子との進展など描けたらな、と考えております。

　三巻でもお会いできたらとても嬉しいです。宜よろしくお願い致します。
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